
 

Instructions for use

Title ディジタル通信系における同期法の改善ならびに最適受信に関する研究

Author(s) 小川, 恭孝

Citation 北海道大学. 博士(工学) 甲第1292号

Issue Date 1978-03-25

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/32625

Type theses (doctoral)

File Information 1292.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


山一一一 一

ゲィジ、 1Jレ通イ主 i~ 1:.示、 jヴ合同装門戸弘の政事J

な S仏、、にト 長、重金イ七」三関す右FJtJL

j j ¥TIl 丞ーア土



一日一一一一一一一一一一一一一一-一一一z一--一一一一 h 一一『開

業!孝 J予 z各

第!常jる 守、、dYタjレイう工木目前訓話:を用 li 1と

ズ夕、立フ々全1換訟のイ主ネ目前期改善 /b 

第又章 ハo )レスス夕、立ブ同期方式、 /ζ

ζ 1J 唖 p C. 11イ宅与ちのろをJと

とその問定量点、 /7 

2. 1姥
、

守 /ず.a 亡F

z.23? ノ¥。ルススタ y フ間期方式
を j明けた PC M 17全うえチ失手、 /ア

2. 3 ~r 

ムク街

第 3奪

3. 1 ~lf 

3.2佐

ス夕、ヮフジ、っタの性質.互ki
笠来のイ主本日蝕笠f臼完治の1) rt7~ 塑

急事 --;::: 、℃12 • 

す、、 d シ、、夕 jレイ主ネ日間期金主 j羽

U-E. 1ft相制作f国J訟の盛一室

序 ~ 
ロ

等、の結成

2cP 

3b 

]? 

j? 

ヂρ



Ao. ii 

3、3蹄 ディ ジ、タ jレ沈ホe1 1司禁丹念 lζ

E フ 7 守主tx'ミL 1ftたイセホ自晶'1

1雪白弘め特長 Lfる

3、宇箭 チr同期ろ)~ヨメ m 波数民国

似合
¥ 1:7 1::7 j万

号事ゲ掌 守、、イ

乞ょ2

ジタ!レイ主字国間裳円急のス

フシ、ソタ千"'yJ五J持 f、生 クj

生_1皆月 、一一{ロ 51 

生三 ~1 ヌタ")フジ勺 11i.f万三/待性

η 王室協註J堅 え3

4、3済 ます官機レミ L レーショシ

のi五混同 7s-

半、チtr 数組合rI東約采 i乙対等 3秀容、 1~ 

字、タ傍 、fA
ロ

'!7 

事ユ会為 じ、タ C、(V，‘teγb L ) ~旬、 þl i 器モ j和 I i 

7三長 i邑令佑 17 

事ヶを ど、タ ι叫も七日 ~I\ :誌のもえ明 z 忍 ZAJ1，

間競長、の 3え守~ /~O 



Ao. ¥ij 

J伺
{ 

EエPJ! 21 s- どtJt?

!o之74jレバιイヲ̂'差私 C夕、ヱ蹄 モ

11ρ ピ‘i知日¥1:器 ηi旬間£位じ、、クs-¥ 3 )丘

II? . 

そのにの特長C タ ι"t~ ~li 器

問是寝起、

11 'r 

紅L企

/ :之3
、
--・-“・
{ 
〆『

¥:2 413 f、f官?

つ
一
ル
ル

ム
句
一
弘
担

金由民

点
差事 4

/2j-

同時FにのD 1 ℃ タiレ

/2.J 者
t2 2きtt る‘ l

11.(f' 究会も千イ@関空文のtt ムユ

マび長、亀イヒ凡 1-:'片を今え糸の

守じι半'1
~r 6、3

/1.;-0 

竺主

1ミの4長信アィ jレタ ζD-:L

問時五31イヒユ志の?え家
!をムチ

/1/ よアムのN tにS 之主ぷ、 F官E

/17 5ヌ培、l~ jr 1 数イましtTl望みも~箭d、6

211 ムちるもb¥ 1佐



第 1:;:;撃

1 . 1 骨

7‘ユ符

久 3針

第 F 警

r‘/筑

五 i、/

ピ、タビ;‘t旬、汚11;器入ウキ盆告の非自関

によ令偽亀戸

2翌 バvケ

雑多の特聞を汚昼、 L1三 1:1.;b 
SN 工ヒの下 rf~

一一沼会各言者、の事!lL夜 υ〉

糸も

を失イ宣言寸

と
1:7 

4雪言問手)キャリアのイ立相談主

による特性の l必イヒ

2そ J叩

12 

之Ll

2./3 

スI!J

22$L 

立2.)

コユ1-

r、2官r ?安調府当ャ Y アめイ立相訪完

ず、 3%.1' 

F、与符

3名ヲ あち

ヒ安か 5N tζη 関イ条 21F 

55 13イゑ送手、八手、 lt~匂調

的奇キ 1)ア北村主換えの害、タ 12r一一空Z

高:も

予信長

、
..."・-= 
D 23'1 

2チ/

3a千件 25之



A'o. V 

4今 % 夫 前ズ Jタ3

刊す 也ii< A 2bS-

F 2.6 I 



Ao. 

努 1:奪 J年 会各

本名争 A イ‘!なすディジタル通信系 jこ右、けわ同期

みの Z久季と最産if受信に閉し寸勢括 I~ よリ得主

れた剤、努点来カい辺Eパ、J;Jrt 1 \\~_前期 及 tf'

最通 i安倍の r\1~ 是震は及 l) Iこ松主 L た加す認定負で

jh呑ずい，ディジタ lレ通信と言うカチゴ、、yーの

cpイタえにイ主宰な F17"1数マい抗争長、 7‘、ヲミ通 Lマ¥¥合 o

生支jj第 1繍(顎 2菅 ω 第4孝)て Id: P c 

M 遜iイ主主今?を 1変守失すゐ?家の律相同制 3ゑの Z久会委

セ主偽じ‘マ¥)今 o

P C þ1通信はあうゆゐ怜純一色符~イヒしマ伝

送す話通信方 dイあ j もえの制維者?生をイ希

スマ l ¥ゐこと噌イ広迭と交喚すとーイ卒イιし 1取扱

うことず、可れであゐこ L f.. 1三J隼二歩の第 Lt 可



じ‘のなこ、乙1;; ジア j レ臼~fr;干支作'f -1とた明寸Htプィ

、
に，

まえ‘ iこな右~I守朱の窪寺待合タなイゑ迭方h

ム
/
方、;fi由

P 1j， 大吉弘枝じさの
綱、
、』¥ i -1J }上1マじず、予想さ

lこ11.
タ

な通イもせと行うしメォキ命令門透iイ主主間九十主万三C 

(イ色次芳子サ不 jレイ弘法遠?支が“イ色¥)枚数の今ャ ヤ

(や}宕1ネ jレの高速今ャ学一をタァ金イ仁し糸 jレ)
子

J欠舛全~ 全々女手失千文CH ρ ゐj之'天守失すネル)

7 if-.)レの害l次弟子今ャし4 ア包作'1 ~\\I 11:}:事 iミな

ネ jレηイ合ユ欠芳守ょケャ今金イじて~ u'1 1;)在 tとク。‘ジ
アァ金支Id: れて¥i 為なうクか、同勢丹ミi 0 以グコ

怒号き、、ず!こす並がいかえ) ¥0ルスの右す失 i志挙な

フ口、ツ7 害;欠芳子ヒイ色 J欠針ワゲし1J イ‘あ の3 
し

方方方¥'¥綱りす為政、よ.通切寸“:あ右。寸“ あi司勢丹I~ 非

a 00，実用化庁、今、えされマ¥)均 pc門当更に
ヨ里

及7 t ‘ソ!コャ JKJレのクF J各イ'~ J欠対寸イ会争問守、、 lま



Atii. .J 

¥ ，1之詩 l引制 T、、あリ ，-.1 0 二こLJーしートガ、、佐かす"

つ実在っマ川市 o ワロ、フつレートず少しず、つ要

なっ7ミネ京を矢のイ企 J欠針今ャぷ)レすさ今金イにし 誌 J欠

鮮今ャネ}レ主構成すづらには.スタ hコフ l司如方

‘"[21寸:31
ポ〈"庁、、附けられる この í1~' I~ 信頼友 η 書1

l )大規棟な p C. H 通イt~Il\セヲ喜男コ lこネ詐取、寸、、包含

と玄つ 犬きなホリ束、力¥"詰?1j &面‘ス夕、ソフジ、、ツ

タと吟 Id:、、れカフ口、、J つノマ)レスのす私らさ、、ず、 l勢然

的 i二符往す 9， 0 ス夕、:l1 ジッタ!な役初芝れた

イ宅号 i之歪1:~l j包し 伝:主主行う上で妨キヨ喜四

になる。 究 o) 1ミめ噌受信仰1¥ 1こイセネ自体'¥イ切臼 F去を

包 17 このス夕、っフジ、、)1 主抑瓦し，捧げの

な t) l' 1コックハ。)レス宅再生しなけれ 1;1:"な j な

L10 灯ち、 T受信イ則マ"イ立柑間制定取色i1桑イ手方、。

ゆ穿になる o



A'o. 'f. 

4た来，イ立が自制作了臼it:5G-Iこ!在宅丘格'11切泌す1kiミ(v

C 0 )を乞むリ戸ア往来日同期私カ柏、同 Ii うれマ

そ~ t:...， しがしなす、 5 この臼If}aIまアナログ、日

lsftデイ、あ y 今F突と性 伎が、、 J イ会頼 'r生などに今く

の欠点かりあ

一方 .4オミ白日制すと取る穴め，ゑ近凡なフマ.

手、.1ジ、タ jレイ主本自問知名と言う孝介し¥.) ;;法還す‘'ぜ足

安川V-t:Zり
された。 ディジタ jレA 相!引制ゑは先取

i笥波数回だのハo )レス松橋K32Y二t偽ほ回協によ p

マt事局、てとれ寸¥¥ ""1;)ため J 志、安 1支こマ、あ y 工 ζ

イヒ方'¥'q見 7、、ある ζ 乙など、 :;.-!iムの点、につけ寸

従来のリニ?位相 i日制私ょ ;J R歩れ寸¥"¥る。 刷、

L 

l々1-.-r、 lこヂィジタルイ主柑|宕1 某丹*~力、。府間ミ~ L{t 1ミ

をイ祭ttL たをめは，;京 l宇お探査用綾子柄イ牢 i乙

持室主、ミlYl呑仁、\ソト i訊如来、萱マ“あ~ これ i在、



)0. j 
-ロ怠主--間見忠良

イバジタ jレイ支組問主同~， Jl、、午省 1をre'とさう者百告

~ '*，イj十ポイ、吃今沙イやすい可能寸"(T手紙 J ヲf!.，)之?往と

伶頼性に宮人句、、¥)1(;.ためて、ある o す、、バジタ Jレ

イ主組問矧マチ、 I d: をの J也 I~ キ ， 11M 校法法遺， ρ

S K イも号のイ安調 l~ l危など，イ支畑町勢丹定/ヲと撃と

する々く、のづ1'1予jζA用か、可従マ‘、あ合同 2Zムユチ

集積自助技術のど監夢 lこよ v，重要さを均しつ

つあ合猿遺 7、あ宅;J，.. 

ヌド協久マ‘、 lま‘従来の，-.f乙バ作全変換ゑ l之

名、け bイ主オミ自信'11~f 装遣の欠民主得、くため.この

回阪をず)ジタ jレイ宣相前知糸によフマオ事以を

アむこ乙色捷一変しマ¥'¥ ~ n 2t L て --Jζ一夕 、っフ v 

フタ事fえか来 y 来通スタッヌキのJええ，」EL--

従来のイ並河魯11 1~r 朱請との互換性の問殻など、 l二

詳細な校討を行》 71166 これまで，ヂ1、ィ;ン



Atii. 6 

タ jレ佐木呂町知?民主同 I)マ J スタ勺 YL:、勺タを

9久 M又可る試みはなミれたこにすいなく J-j室 ~lミ

主フ()号案されたプ主主要な方式マいあ令。

以 7ご l二 ，第 1~~為の祁忍考三宅従へい右 o

J葬ユ章イ、 lま.ス夕、'2 J I司知方式ヒス夕、2 フジ1
y 

ヮタ託生の/京国主説自問し， クニアイ立相同期私
7' 

セ問 t¥ 1とこれま γ、η イ支柑体qq~F 白勝(，- Iま， l~\ な
r---r四割

方¥ ぬ問題点力い'~ を出ぺ‘寸い私

算 3雪マ、 I'd.弟弟|乙ょっマ提案之れたイ立相同

知臼訟の手完成工，有の特長すい'詳しく述、ぺ、う M

マ¥i 争 o '"zz.し寸 この臼t:9a-の同知ち1iふみ i引戊

孝久設国の ~t 噴方刊行のれ寸 li 1-;; 

業今寺マ"}ま，提案ミれすこ浪:置のス夕、フフジ、フ

タ事了瓦特性す、、解析的なまま i1条約第とtt嘗械乙ノミ

ュレーケョンによ， '1ぶめられマリ勺。そし



j伝

て‘従来のイ主組制作了臼協の特 'rl!之比較主行¥) 

長、おスタコフキ宅玖定ず私ためのを撃なれす偽

ペモ 1g マt) ~ 

卒ま各夫の!第 2~\為(第 5 撃~ヲ名 F 脅) マ‘、 Jd:.
4 

ピ、タ仁、 lV L t"eγ b'l‘)ま銭 T']:混色汗¥¥¥ 1之最色食イもの

問題 tとまふじ 1 ¥)勺 o

コンじ02L タのまT望訟も来などをイZ送苛争づけ

ータ通信 lまをイ急 -l--電話 l之争花 l)マ第三の選i作ヒ

しマ注目立以てま、リ，同等長イじネ1イとと主的*Lづら

ノラ弓」吃の空襲)/生 lま渉々もくな呑純作lにあ争。

竺 L<. ょっイ弘 i主連 j支 dIH75111守、、ータ通イも私昔、ρ

ザ孝之芝山寸ぎ寸¥)~。データ透i イもを行うと

さ，伝送妹イかとし寸既存の者芦キイ受話回 411官

を j弔¥¥呑ことが可能 A ~ I~r .孝介たな白手ゑ f不

号まで志リ.衣与野/念マ、‘ある 7名ユ払~γ取扱フ τ\¥ 



Ao. f? 

ゐの Iet . と内よ〉な告芦字吟17町{夕立全信('、議う

リ，閉じデ、ィジ、タ jレ通信 γ、lまあフマ乎等 1長為

可、、ヲちを許しマ\，~ P C M 通伐とは要iJ.フマける。

デ乙来，電訪)~ ~魚 lま者-，を伝送す~ために汰

討され寸¥¥ 1Jため‘人間の J.} I L 大をな劫!考と

ぶじ、られなけ先回の伝送をはも守窓ーミ iれーマハコ~n

し τゲし ディジタ jレ信号包イ弘法する 乙さ iこ laJ

このような伝送歪 l主将号閉す坊をち)むし，雑=

者 lこ対する糸締セ減、}いさ土一空。つまう y 者空

骨子域データ通信私 γ‘l主 yJZ」三五J三J:香月号毛 i明

支3 -jJ'"大セな効牢'f四 7‘亙二ると言え勺。

主主主男Ij日奇点、に示、 lI マ『 ;335fAT;歩か、 Oになる

タミイ中 lま 7 1 2. ?毎!こ !ixjv..1'5 t によっ T死児ミ

}n.， ζ の味付 i主ナイ守スト定手とん付けられ

た??踊来，五ぽ半世紀に波リ F この森村は



Jfto. ヲ

う良~セ i支釘すラ Jニ γ 重要な主宣言錆竹差 3年 γ‘あ p

?と。 吃し寸，車魚防食付フィ}レタを伝虫色砂押等 'r.生

l二通九、でせて，乏をの歪モ補償し，プイ守スト

震手すと trX¥支ミ吃るミ℃寺、、これま寸、、 η 州安の主

;えた占めマ このような今伶フィ}レタは

総形自動警イに混とロチ l'd-'、Ifl，通 i挙管トラレスハu

ーサ jレ・フィ)レタによっ寸不為政、で~ 111九 o 品取私自

?をψrイヒ混 iまぺ、)レ剤、担所の LLAcky らによっマ特
伊り

カ的 l二汗宵 ~て~YIi.. 116ρ 毎イゼの?女キ{之， Iま

i官、 定《 η 巧に遣した観ずあ令。

しかし，老子帯域、受託臼奈良は狭古平均マいあ右

7ミめ‘ホ、、ーレートず、定1I )ず、ータ透1 イも~， γ、 i 正，

伝法学主勾の主誌に;威張が訟ずま見れることす“歩)~ () 

この℃を，ナイ宍スト茎 2年九治たし IJtも間

千戸歩主ロ及ムj又苛勺争条例白勃 l手イヒ 221主持者全大き



Aio. 10 

く伐imし.すもし l) S N比のうら dι 九千ちくすミめ向 I) 

~こ Yこ I J; '('、さなけ o このような高速なイまえ吃

ま長フなく食イも司るため これま 7、l之ユつの方

式、力\"すえ亥され寸リ~ 吃の 一i志半1¥之Y争還方

‘ 1ヲマ打ヲ吋

3え、‘'1'、あソ 第ニ jまじ‘タピ~背$')誌を開 l\ ? 

‘{#-:>  
2 式、 7、あフ弘 前五は t~' tl) された付毛 l之危当な

をみイ寸 IJ九行 i1i布告1¥苓入カ I'C.舛還し 3 符号 f訂

千みの返却 F弘、少吃すJ-; ?角す万玄¥' l'、あ~" この

オ法 lま筒学な猿遺 I~ よリ安芸見オ\"可処マ、、あるオ1〉

ピ、タビ識も1\ ~1之比べ、特}ト生区 12 くな L10 二主」

じ、タヒ、、す哉、完1)混 lま符ち間干渉によソ)1-じた通イ会

訟の称、~九令イ告側 γ‘診 {[í官、オラミ L Iミょう送イま

務ち手、安1) モチ愛、たザラ方 1¥' Îいあ~ .1差伶稿写ちが、

台色ぺ‘、，且，言句(r;; 1¥混入カ l二手、けづ吉本佳告す‘台色

1f犬見であ手場 161こ i本‘最ぇ二急列椎 lえず、作わJ}i



J拓 I

る，法イも符もと雑もず、、このニつの性強セ33あた

セな l) '[を!こキ，イ吃の令仕方支で j之氏ぺ、特比す・‘

友 設リウい少な¥) 寸‘、あるこ乙カい次o ~止1 マ

1¥ ~ 0 しか宅 ‘イ五法主主怠 ψ‘1らくな-?ミヱのお

管ヲヒ食 It にくけ今イ急会式 e"言ろるため.協連の

データ通信手、の織もq~えとし l 最舎通当マいあて7 0

しウ、し
3 このような友亨与な特 'f生すい侍 5 れ 1 及

面，装置モ 1女主長L 苛~ 1'(. I志備-J久亡しなけれ i事H なよ

なけ問母、ウ1" ある。 それ→i本還付フィ Ik夕方;:，ピ‘

タじH t主主~ );1)混入カま γ のイ五込者1Aバ2事のイシハo Iレ

スj定、法列(これセ D1 えと司るす)の長ミ勺-e.f

ち，符号閉す坊の幸良季五時間弓更に，宇突もすれ

lポ、ぷゑ〉主 E舎のも乙 'it、か、長くなるにつ山 1 ，洋ベ金時

間当) I二行わなければ、ならな l" ;安う奪回を久力、¥'~，丘

イラ-t~命的 i乙士官大するこ℃ず、あ忍， マのたゆ J



五/又

ど、タ ι、、識~'l器全女王史す窃 I~ Iま 送付フィ}レタ

， ~lま，今イまフィ)レヲを矧整す方こ三!こよリ

D 工尺の長主主矢主主?ちしなければ、なうなけ ‘、、句『

のとき 2 フィ jレタ特性 'LD工尺花ど、のような

イ直にため令ぺ、て主力、と 1、うミ之 lま全琴マ'‘ある。

ョド念特久の%2.車為マ、、 11f 与え 5オ1 T~ 治体フィ jレタ

伝送路特性)長 1入、、
J 
D 工下にの長ミ につ l ，寸

受イ事フィ jレタ乙 D 1 R 主同時 i之長選Lィιするこ

ヒヒ，それにイキうニヮ えの問題主主偽じ、 T1122R

デ、ータ通イ主ゑに 7及与す'---Y.____ 依 lこシスすム 1ヒ

ゑ通ィιする照 i二は j支え、しなければ、な Sなけ令

事なこ℃ずあ呑 o を昨1 Iま，"t:..ず、}レヒ目的関数

j二寸タな。タロオミ tとすうう ζ LL、、あ~ ゑ~隔屯 51之

的。ピきには，常!之，ま見 1矢のレスヲムすと九守、

しずずいちず、 jレi二簡学イヒ l7椋討す、行われる o



11'0. 

又 3 目的関哲夫は事/入学令i Iこ取す~ ¥)の努鳥な舎の i

にためうれ令。 "i. のため，主札女の乙ノスアム i乙

i立大をなお宅島屯与える要因ず 2ζ れらのモヂ、

jレヒ目的関数 η 中 l之令、良込永止1マ¥~な L 、こ Yこすい

あ争， 最通イヒすと行うピセ\~ l立 ~のモデ l レ X

目的関警久の中にゆ)~な事国ケ‘企 τ 念まれマ 1 ) 

語力、ヒけうこ"L Iこつけ¥.のロラロネがゆ竜彦 γ‘ある。

更に，持~~1ぎる 7三回) I~ 無ネ見しなければな 5 な

ずっ t 事峯 l~ つ\ i マ 会タイ可等サ1の方 3弘で、その号‘多

宅主主子仰す々、き寸“あみ 寸‘、は?の長、 i之

;合三予-l:己払フ Fて主義ti各屯設をめ 7¥" 

本 t~ 文の号事ユ~\~為の t~ι 事 Id:. J-'j..下 ηζ う ) '7‘、あ

まず. 学 5 寺ィ、!主，ど?じ‘、拘~'1 ~のお伴サをもた

時し， この猿造主、女主見す :tj. 1三 lま偽 5夫しなけれ



fo. 

It'ならな日間穎寸'"あるミ Yこを北摘しマ l)私

1弟6奪マ‘、 l主，与えられた送付アィ iレタヲ伝送

E念特性ヲ D 1 R.の長ミ iこ府iし'1 .今体フィ lレ

タ'l.. D 工尺寸と同時 l二五連Jι す奇計}車玖ず1llt!.ぺ、

られ寸¥¥ ~ 巧し L ?ズ i之 iえず与な特，)、生宅待

呑ためにほ D 工尺め長て~ 1とと、、のイ~Iこ史め三

ぺ、をすと言うこ "L I二関し 1 手長釘九行っマ¥' ~ a 

実に， D S 8 ノ s ..s 'Bめイゑ与を誉¥I之閉し t数佐

計事全作 l\得~れた糾泉 l之乃守宗主加えマ1.， ~ 。

~7 誓寸い I J- J 仁、タ仁、、対日 ') 宮入オ雑音の相関 i之

一一一一-LL てどのような~性の!必 Jζ ず、生ずるずにつ

パマまるじ、マい ~ø 事 7 奪マ‘、の落掌 l~ よ~ ，最

題角ヰセポめるともに照本たされた寄金主の相関!ミ

よるわ噴き;tdEJ量的に許価有ることず、 γ、きる。

第 r奪γ‘l主1??ia斤i守ャリアのイ支ホ目抜うをによ



必/グ

る特性の;与 Jとにつ¥) (枝討し?いヲ，ま見安の

伝送者?i二 lま伶 ~I司問キャリア l二イ全ネ自該差か、注すH

ゃ可台l'r生かいあ;J吃のお智セ問ぺ右こヒはすを

5f -?“ず〉忍 o 吃のために まず ?安調用封ャジ

アイ宣相誤差に許イ極関委久(実例 SNよヒ)の関係封

吃導也し寸 t¥私。 次 I~ ， S S 8'イ弘法話?につけ

τ挙民イ通計 1包行¥) ，祈忽しうる律相訴を経 HD

主;iえめマ¥， ~。

写存?脅す“ i事務 1あ為 手ユ紘吃通し寸?号 5lJ1 
ヤ トー… ノ

t~ ~\言論吃 i近付/予後 iこ巧された舟安課忽色四日

うず l乙し l 1) a " 



Ato. I/' 

第 1 品為

守、、ィ ジ、タ j レイ立本日 i司英Fl~すと芹\ t"¥千三ス夕、、)7 

ろを支按令の律相同誌~ e久争



Afo. 

25ユ奪 ハo )レススタッフ同期方式!二z争.
P C M作号の 7夕食犯とえの問菜食点、

2. 1許舟 と
ら

3~ .2替か 5第4寺1-"‘ I"d.，ス夕、フフ同組 1，全

マ変換え手、 l之主、け手筏相!引掛り問霊長定取玖う。

まず.オー雪 7、、)"J:..ハo)レススタゥフ i引矧オズを用

I， t;乙 PL H '1全求手失の説明屯行t)吃の長大

の同長員長iずあるスタッフジ¥， 1-の死伎と伏采

の町民法につい寸法々、争。

ユ，ユ持 γI~ ， P 乙付注i 件~ず‘イ色連な下lJirsヰ

オ¥ S 3MlRJ欠 p 怠連な 1弘次第千 i乙勾イ主化ミれ，
t、
プ

4 
ジ、タ jレハイアフー守 オ1、、ィゃうれらこと 三そ し

， 

L ハo)レススタ りフ阿茶R方六¥1とす乗用するこ'L

によ y ‘イ会頻友の 757I1ハイアラー苛?と交安易 l之

オ溝正及、 7‘ミるこ乙/)'，1~誕べ、 5 れマ I )志。



j伝 Jd'

Z . 3時γ‘lまyスタッフ同期庁式‘ t込用 I，窃開←一

ノ宇然的 lこ Jにタゥフジ、 V7f経法し， これす"仏

選LJP4質主 %A仁ミ吃るこ乙セ idぺ、マ 113入。 更に
4 

このス夕、ッフジ¥っタセ吠均す多伏来の数量づと

言た明し J えの問是玄 Jを、すと子長手話1し τ¥ 1 ~.~ 



/q ko. 

三Ji ) ¥0 )レスス夕、フフ l司制方 3¥'1t問 l) 
7ミ p c.. M今程変按私

Z 

ト1)'叶レート
J一主--.:2I~ 重体ゑ iこ京¥¥，マt f1 P 

し Li弘、速なヒゲ) I~ -1 }f，.)レ~-サャイ;l¥ネ愛孝久の

乙付クヤ全イヒずイ7われるP 49 
ネルに交亨写与すナャ

をa-7 フー}レネ、ソトシ、、タれ l広大オ児被1Jゲ、 d旬、

、町

i5 っイ2あの一欠な技イオ:1γ‘金事不可宅急上がす

i愛 ILL l ~ と
綱、
にるも屯今ノ主犯すC H イ客P 

..J. 

モタ持金しマイ急速のサャネ jレ

z 

れたイ主主3今ゴ主化芝

勾金安手失 οC J1 
'J p 

一一一一一主fE-Z15J皇伎を他塑」-Z-

一一一一一'L竺A.7‘I1J2L-zι o) p c丘直作為 γIa:..C、

トレート空三位 t) f皆/j7}¥ S 完7 1) ]>皆ノをへ )1局次7 ぞ

I )わlと-殺す、つアタイ包イ仁匂行長:チャ){7これぬら
J 

ゆ
¥
l
l
J
 
Oυ 
切ぜ

n'e
 

h
v
t
 
↓・」u
 

M
門( H; 0. ，0..乙hi LA-I げ、 jラ全イヒ宜主呑

立

jレ通イ主和問ジ、タプィ¥ ，る史iれマず、祢閉ざ
'1 方六、



JIrO. つρ

i之主広明争 ζ のような?器/主主ヂィ y、、タルハづ y

ヲー苛. J.-は学 1"2- J ハイ 7ラー苛 ζP乎ム γ1) 

る¥ コそ L c ~サ1 勺をいれの/\イアラー有 にままし

TC、、ソトレートカド、イ色¥);;ケ手¥!:J 司 1次芳守 2 ~欠

芳子 と b 針I1]'叫イす 11S IYI 7. ¥，る" 伶1 国の

P L-H 1 ":!!<鮮の C ットレート ld; 1 j 4 4 H 

b /sγ‘あ J 告ヂユ斗今ャネ lレに対丸、し寸 I) 

る。 この 1次第千グ今今ャネ jレfj'I j仁士t{t仁、ツ

トレートる. 3 J 2 M の P乙!12次晃子方，¥"

イや s ~11 句。 実?1三J この 2次戸キウ¥"S-ウャぷ)し J'j

年イじてEれ PL H 3 )だ鮮が構ぷ足立 l{la. 0 以下三

ポ会乙の℃う~ p c パ 5 次舛まマけの ~ll 列ず叶完え

x手
/. j件付b/S (1次期)一→ム 312μ悦(ユ)~%l)二三;

3 2. tJ b手町 (3次芳子)ー→ CJ7. 12~ I付与I.s(1-)j{ Jtりとζ一一犬 3



ko. ユj

3ヲ7. ユt7(l Mb/S (S-コ欠男子〉

L rゲし ，ー舟えに，イ色次第寺のク lコック j主宰?次

のそれに i引 ~FI されマ\ )なけ れの 3がな

ず J見tt笑え 5lYtマl' "? P c 門通イも t~ Iこ京¥ I i 

τ は，アァイをバミ~~Æ-ィ色次戸千寸ャ ~Iレ幸枝主

zt込羽衣翠 l工よコヴ揚1)1討さ止1 L C具、~ ， 吃れずれ

のじいJ トレート!主任かす、っ安 iJ.?( ¥) ~ 0 売の

すこめ ;:: .YL ~の私立な伶次男ヰイ会 1己主今 tA仁す

る とを!~ Iま， をは1τ、t11のイ色与で男子借弓与すを間減数

..・・ ω・・， hf .d)...央選1なク lコ机L ク T、タゴーミシグ、モお直し哩

ヒ二、¥噌ト L ートモJE..t雀 iこA;わ t れは"1i5 な

¥)  0 このとき ~事手五のタごす演なく 建7支整右左行

、{心 s)
-) 1，-li スタ 、コア同 it円方試 すい汗1¥" ~れ~ 0 

-7 

以下 l二スタ ッフ l引制の茎キ祢込先、主主吃i%fI布三，

図ユ- 1 にす、したス夕、立フペ しグ‘田喜去すと今



yo. 

イ後.ユ欠J!，学チャI'-Jレ

。良間其同4ヒイ主号 J五)

タイミルク叫

抽fu回路

1¥'、ッフy 今一生従来遺 一

メモ y
スタ‘フフ日共同イιL
ク口、ソク : 

(幻ト

肘|卜
イ立本国

よじ卒久~

「
ト
ト
ト

図2-1 スタッアィ L小、区l{tk

をィιす右今ャネ iレ数1¥.'、 I}芹l焚与す右 e つのイ色

〉だ舛今ャネ lレのク口、ソ 1I司法数主ゼとす志。

‘ 8 

スタッフ同期 Aにクロック j引波数 f/1まだよフ
4一一一一一一~一一

イ芝ずに搭)¥、ィ直に、fJl志、‘l{lマ t，~ 0 イ色)'1:舛イも莞 Id;.

車業返し問波数五ずパ、勺フ?メモ !J 1工害込まれ

る， そして，苓込まれ t 怜寺広 i立スタッフ l引制

イヒクロッ?で竹演 J欠 2 まえ弘之れ j予定化法草 lこ



Jfo. 

記長 5LK130 このとを J f/すいがよフ事1 ¥，寸ミめ

会売aしクロックのイt相 iまイ色 JズZギ?口、ッフのイ立

l'白 iこ tt-ヘ、、 少しず、っ話会人 T‘行く o (図2.-3 I ~、
'-

この下条干す、、長j がれ7. l¥ ~ )ス夕、フフ i司知イヒク

O 、、I ?に Id- 1フレーム内のあ争たったイ主包!こ

スタッフ可向日奇長、℃言う特別なディジ¥ソ トポ‘、、

は '1 :)れ L ¥. ¥る。
、、
ジコト i二示、 l，マイt¥こめラィ

〉欠戸寺ク口、ソク L ^タ :2.フ問:tt丹イιク口、ソクのイ立

ネ自主ヒ幸久セ行¥.)育112義的イ宣相ず後郊の A立不自よソ

iタイムス口、ソト YX1二 i差以マ¥i ?ピミ!こは，

/¥"ニ') ") ?〆::CJ IJ¥5 n怜私 η抗出しモ?に L ず

3
 
a L o) ζ さ こ η ず、ィジコト lこ Id-.怜旬屯担

フ(¥ iな u 無駄ハo )レスず、挿入ミれま。 (I~ 2-3) 

この無駄 1¥0 Jレズのこ L~ ス夕、ソフハo }しスど含

う。 ヌ J 1]:柑エι軟のれ来 ょ辻仁の今イ干渉いj/あた



と」主

され l ¥ '¥な¥¥ζ でには，イ也 η ず、ィグ、ソ j、と i司

材ι!こ〆-=f-:J か 5/)宮守訟のも手t..thしせを竹 I) 怜キ足り

伝説主行 bE ζ めようにス夕、ソつハoIレスの咋

入ゲ行われ タ在?のイ怠可欠耕作も Id:f/ ~ a 扶通

のク口、っつレート i二タイミン 1"ず、取直され 3

これろの仕事グ今室代ミl}'¥) 吏 lLJ F維のク

ビブス符ちのす命入少、、匂われ，書官づて 10ヰチャネ lレ

グオ事床、て~ u'l a 0 メ夕刊3 フ可従時来、!こ示、 It aハ。

)レズウ111 ス タ ョフ )¥0 )レス γ‘あまず z ヌ )~ド J 1事手E

すと千史コたイ七三ち 1，0 )レ λ?‘、あ五ウILL13 '同等訟はこ
・ー ・.

のサ-といズ符号 I~ よフ 1 受付イ良'11工送うれ主

今Aイ良I1 I乙示、¥¥ (. ld: サ r ヒ‘、ス符もす“ 11.弘之L.J刊

A5イ色ユ欠 β千十ャネ jν 努 1:...4J棋伝され 図又-2 Iこ

示したず、ィスタ")フバシブ‘白長会 j二送与れま。

テ、ィス夕、ソフィレグ¥I~ :þ~ --r、j志スタ'¥)フハo)レス



25" A'O. 

を宅込iζ?争奪践のy 立Lコを下等、ゑ みt メ2 フし

Y二「
L B ぢ主?をt 私ノゾ jしスづヌこす、、ス酬崎、

¥.... 
、{ノ4f フ:ニz。

7乙れ--T '-アス7 ィ、つじ苓タス主立〉 フ、"2E ッフ

今、、すもコυ函lこ iまクハ。 jし久lコク書込 ユL 
、ツみt

なイ'iL不自、フよた落ち。¥，1す衣 ，] 歯盤(})、
「
ノよ*'-~ 1 

フクロ合的フ。ずい存私有 atJ ( イ主相午、キσ〉
‘'2 、て之

よ70モイ立ホ自体'11をfIE) lf~ にのイ主オ粗占有、台J)O )レス 、て」

-At 
し怜教の説弘1;' 5 2 ℃ メフ/ ¥'、」し平;腎 E 

寸イ色次男手て3 よな f勧をコよの
、
にフ~1 

イ生うて芳千十ャ気}レ

設広 L7ロッヴ
(fD 

/¥¥¥ッブy

'ft.ソ

入アッ7

ハo)レス

f イ主考 t

ノザ}レス

蓄を

置

“・ 0

戸、
/f 

議

二一一
害込み

クロック

去待、
7ロック
)¥0 Jレス

デ》スタッフィシ 7"回 E念図 2-2



之ι;vo. 

ング 1泊、読とずタス止1.. ~ o ~ 
¥ ず“?友元2不 jレ

1'¥ フ~ 

せ吃〉に』生れ三ク“白助 γ 行れ1 
:/ フ~又ス 〆イd 

ゲ l引制シブタスj¥() }レスしマの i色紙左手た桁1 /j 2 

γ‘¥ ¥ i " と09人向制つタl. 主」ム，又 lま， 、ヱ

v フ!引制方式、主的¥) タス
、、
フjニ出ヘ、、た ζシX

}レモ今金不なイ色 J欠昇子今くきうKII をi志、、
.; 

ちなづる 生

イ色次元学

作考
ク口、ソク

的(え)

/ / / 

一」ト一」
i

Cffo (.オ)

スタッフ

i訂 1trlイと
クロッ7

手、kスタ‘ツフ
された

クロック
%ゐ

や守Vス夕、ソ 7

%向)

千 E帝フ

セれた

7口、、;7

スタッ 7m 1\月方式、 I~ 示、 lj 呑 b クロック

ハ。)レス

回 2-3



yo. 2 

イι~ ~ζ とずい γ‘を â 1ミめ，件報京方い古く~孝夫

性 l~ 主人?でず、イジタ jレハづアラー今 it 宏 )fu l こ

字事1-JiXす 3 ミ℃功、。可台ιγ あま，

.一白一一 . 



2 . 3持 ス夕、フフジ、ヴタの性質旦

4た来のイ主相枯'1作?回事会の

Ato. .2.? 

夜 tjJ

英夫点、

誉司法子マ、、ぜべ、 T~ ように，ス夕、ソフ同期方ヲベモ

採用~ ?乙イ告示自のキ、.-'Q、ッフ o ~\\' /吠夕、的 l二絵生す

a o これはス夕、ソフ間期!こ特治?なイ立ホ自のすをタ

ぞ‘マいあリ，スタ
『宇ペノ 111} 

v フジヴタ，¥.，O'J 守 L"./ とロチ 1;(dt 1 ¥) 

多。ネ}許マ、 It，スタ ッアジ、コ タの 1性質をもゑ θ丹し

4え来のすlyJえ広にずtι キ 1) 主力口えマ l\~ o 

佐相のす窪ろで、、主持った pc-門イ会号乞役視する

フー一一一

と，再生ミれ?とアナログ、ィ室主らには歪ず'現1{1手。

このおそElま昔芦イ吉弘("IJ.あま Y大をくま i】すけ)--

長邑イ匁イ会 も J 特!二 p 方ラーずレピ‘ジ、ヲ レイまちの

(-1うす安うイ時j一一
喝怠にはずなリ大 t な夕方年穿国にな 5

吃のため.イ金不自制?をfl~ 1;もによフ 7 ス夕、ヮフジ

y タ を十ノ分 J すげ圧しな 1)昨1Id，'、な Gなけ。



Ato. ~守

J 4t支 l二 t A主字自の 2号、、セヴフo l;tス夕、ヮフ )，0)レス

の降、京プ七、 '1'{'、なく サ--- t:'、ス鴻ちの持、季、!こ cr

フマ毛生ず~ -d'" 後煮のイ主相グッタ l亭ヲレー

ム間法数寸、、特;A..す m期間数 7‘、言う J ~ ~の m 子支

を矢特 I~主宰 75 同 3良介、近 i二存私有 5 総スへ。つトル

にな~ " それた が〉‘7}~主， 1"~ 苦手な仕組~'1 ~守F )~ ~毛

I~ よって ト」主丘、、先生 jこ私 F奇E くこ c -7Jぃ、マ、、ミ A. ;. 

く問題 iこな 5なけ o ヨをの反面，スタ コフシッ

タ i主流的 ψ¥1¥湾系金 γ、安コソ p コをのスペクよ lレは査一一

;たイす:在'(七守冷'C，.，-冴宅:"'7角可 z3o 4t相制作rl!) ';t.為 l主イ色

域通過笠のつィ)レ 1'¥} --1'、あ~ ~ミめ，このような

スヘ。クト jレ主持フズ夕、ヮフジ、 v アセ冗IE-I二円
..， 

民有志ことは ψ なうわず‘ずし L1.

こミ γ、!な，念司、、キョめ l乙 メ夕、、J フジ、叶タ液

的の特?をえをもた日門司 30 ?zu久対イもえのつレーム



ArO. .3 0 

陥 5夜季世屯 i:i ， I司期され 3 イ色エ欠落年クロ叶?と λ

タ勺フ問主.FlAιヮ口、ソク η 序¥~定数寸と基督Îl ì.許午、~

ヘ、、えよ うiLK‘fヒゑわす。 ~ ミれらグコイ立

ネ鼠色lDユ-3 のようにの有¥-ylす‘似司 Cf?v'1が . C!if砂

ζ ゑわす， 安 i乙 1 デ スタりフサ1¥1qすれれすこイ立イ

本自主体ゐ ヒす 1o ス タヮフ可官lB号長、/'¥.'d:，' ¥， l 
2笹

ヲ字下京 l之 ス 1 ") フず‘行わサt 'a主'1As九ス夕、ッ 74宇

乙叫が、、 J Sγγ、来山本 ( 0 ( Sγ く i ズデ ッフ

可背任時点子、は 1 フレーム肉 i乙 1回あ gつが; 1f¥ 

;震を久五の/) 1コッフカいずなJ."1 1コ") 7 I二 i司射す、、

取られ τい去、ιセ iこな

fノ f~: 寸 Sγ- i.f 1
1
ノ

aqaz' 

n
J
A
 

'''s
、、

す、、万}、主し'( ¥，き ~(♀- 1 )す 5タオI ~ように)

フ L ームの rl:l~ 1こス夕、ソフ i引其Rイヒ 7 口、ソフのイ主

宇田 Cf?t-l必) I~ イ色コ欠怠ヰのイ立ネ邑 ζP..'併) ょっ $yアイムス口



yo. .:i / 

い) 1、だ、 't金む" コをの 7ミめ，でしー 1 /5γ フL-- -

ム毎 lこスタッフィシ ?‘、ず、'11われ 3 な s)ef，.'、、 i ス

夕、フフジ、勺タの;皮切 f~ゐ一旬、ωt I志間知的な匂

歯状波 l 之 7孟~ " しずし安?乞 iこスタ勺フィシ

ク‘、ず行わずt~の lまス夕、フフ可官五時長、の司 i" あま

ゲ b .メ夕、つ フィ レつ、、問時 11 l 1 /心]1 ヌ l本
4 

{L 1 / 5γ 〕十 1}フレームマ‘あd-0 (ト] Jd:-.. ずウス

i乙毛モ寿tわ寺〉マ l l .スタサフジ、っタの 3良

的 iま図 2-Lf I之守、したよう iミネ室率換な滅的にな s弘一一

この l盟γ 袴勅!二 それした自盛り〈{本」 場Cど フレ

ムに弘、けゑス夕、ソフ可官ι時点王寸、、あ与。 又

手従車台の EFイ立 iまタイムスロ‘ソトイあ与。 凶手、 5

タタI a ように チ杭ペ ス夕、‘， 7 -1 '.-1いず"オ7け')lj1. 

寸千，ス夕、ソフジっタ 1志 oIこ戻るす"内情丸、

0' 1)"¥ :4-危ヰ a() この殆1q会瓜iノ宮崎 i司教丹 Jにクロ



。スタッフジサヴ3皮的

① 1次イ色周波万ヲ タ

o 2次他国 5氏局、づす

JYO. .J之

命、f均一位、。〉

② 
之ゴチ.s- 6 '1 ? ヲ /0 /1 /ユ

図2ーチ スタッフシ、、ッタ 3皮 710 乙宅のイ色問 2度 tx~

‘、y クイイエ柑仰のか、、イ'~ :-究対ク口、ッ 7イ主相匂{オ)ょっ

1 Jイムス口、ット収 ιJ準人 γ、t¥ L t J. 夕、ッ
.'・ 4 川・.・ー 句.

百~ ~ t寸u z ステ、')I. -1 ~ゲ、グ行

われな¥.)ために/主 の 7'、あ 3 J-.タ つ

ジ、、ョタ の均等五交のが多 tx~ 三和波問主ス夕、ッ

{-1-j ‘ '  
アジ、 v タグ") 1決後)司法向;タ とtb.(凶ユー弁

lt点、抗告マリマ1 した三一角;攻弔今) をに 1 )ズイ色問 ~I長



JVri. :1 3 

F~ m の子安〈13 点、/会汐\~ hX ~=-角波宮スユ欠イ合同 2皮

万ヌタと 15う. く図ユ一千{こ一長、金賞品魚て.'-mざれた

ニ角成吟)一向 lこ，スデ川フキグ卵、王室れのと

ミ 与京子氏 i乙タ歩くのイ~l司法会J 必ず，\ X与す包し子 ズタ

、、 y アジ、フタの J京的 iまヰド)司れはi 孝久!こな~ c> 宅 の

泊客来.スタ勺フージ、、、)'9のス♂べ。フト jレ lま直 3えに

泣い苅jタヲIF lS 同~&..ま γ' 希同窓 I~ &舟守 3 とと

にな三?寸H7とのような A相ジゥヴ主すタ，抑

圧すa.I二11ス夕、ソフキ〈定年当なイ直!こむこ三」

LJ事l性能な佐木自体'11をf臼 itA1t-開竹下こ X ナザjFム一一

一一一ザのイプ)7 一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一企乏ゴ生lとな d" 

今え恭‘ スタ勺フジ、ッタを千irfE可 3 イ立ホ自品Il~与T

臼手会 I~lt ;Jニアイ古相同期私 ( L Pしし之 ID，%す)

ゲ、汗lいられマを 7三。 し P しし lまも九約イ色工宣~~i急・

型フィ jレタア、あ 5功、与，ジ、フタの為市法成分



AIo. j ~ 

色 5湾;友ミ it ~ 1を6をす“あ ao し ウ1 し L P L L 

を開¥， 1三イ立字国晶'11計四 ifjf;， Iま 3 3欠に示すような欠

束、吃持っ'( ¥ '¥ 3 D 宅の I第一は LPししが電 β乙

体'11卸売撤去(v C 0 )を乞むミヒ T、あ~ 0 住

キ日々も1¥1針1自民jも仰の V L. 0 I志ディジ、夕 jレイ主宰与のフ

口、ソ?J-庁、工しマ九鬼 iこ按文 γ、なけれ I():'、な 5な

1 ' 1R 面~ktS採用減数ゲ入カ電万三 l 乙 jた、じ、-r可曳

マ、、なければ、ならないと主う矛危 L た、事ボモ~~

7三す /Ç土翠ヮ夕、H あ~ () ~吟し P し LI主?ナロゲI 1ヨ

.‘・"・ 政マ‘、あ~ 1，-め梯笠 i二今 i羽すH が昔、~ 0 乏して，

;重弘元支ィζ 余生年変化，~耐え 集 lえな勧 A宇セミ

也事 i三 lま ハード匂ェアカ、Hキ室奈佐 lミな手。 スタ
ヨ‘

v フ i引知方式、 iミ j前1.¥ S れ~ 1'~η 今くの来蓄えず、

集旬 IEJ岳会の進歩 lこよリ純均的 1二手私ぶマ、、ミ'} 1(.. 

宅かずわらずイ金字国事'11昨日 if:.j与すけイ4入然、ιし T ア



必 35""

ナ o 1、， s lf)告の宇まヲ~~lれマ\ ¥ a ことはちま九、手私

減 jニの唯~~イ、あまと言え Le_ー与の L うに I L 

P ししモ聞いたヲえ来の仕オミ自制作fI~ If.急には】

くつり1の問題ゲ才、ふ o

、



五

ユ.宇野 払も ム宮口

来脅マ‘、 jま 支一主こJ ズタッつ同哀円方式 l三よ y

P C H チヲ色女故毛1 /J"、怒 ~I乙才為がされ三こ、ι セ

、4/γt~" コ欠 iζ ， こめ伝"¥t丹方式、主 i引¥'1-ピ J ノポ:

対的 i之ス夕、ヮアジ、っタカ¥"f主じ、' とれ一吃?寄，iえず

るには位相体111昨日、[f;，t.ずいノ境事 γ、あ~こ℃を刊 5

ψにした。 コモし l ~守えヲネの必ネ昆払 '1 t針 lE)'?&の干名ι

キ11 九行¥， _ r円建Jtイと守足達ιしすこ。

ス夕、フ 7 ジ、、、3 ヲの f生管 フ ノ受 t;..'、 し P Lし!こ
9 

f吟
d::: -;与すも了 j五特性 ¥et |可ぇtSlA().γえ ら I~ ょっ てZJPPMフ 1

D川 twe.il-eィ
ぴ5")

角写字介す1叫行れれた。 えめす安 3 サ¥'¥スタ

ヮアジ¥っ?の軍カイ在 (γ 刊 5) 宅工房lh習にま?唱し
'‘ 

tHフ
立ム一安 I~ 大竹 によっ ヲ之の t-pイ直ず‘点、め

れた

ス夕、フフシ、、ヮヴセ図 2 ーヂ!こ謹I げたように



が.3

三和 3患が 5I;持3 イ(6. li¥ ~変冷/タ lこ/歩安負す B ミ之は

f司7
i丘戸製 η 協文 iミ詳足立れ寸¥， ~ 。

'‘ 



JI!o. 3 f 
【F一一一一ーー 一一一一一一時一=一ζロ=--=ー一=宍=で==ロヨ民

事 3督 ディジタ jレイ生組問業円急モ開， )た
イ主本田紘1¥q旬凶 is)もの?走薬

3， 11? 序 /レ
~ 
~ 

¥::7 

来今季守、‘ jayスタ")7ジ¥ソタだ抑圧すまイ立相品，} 

イ昨日隠せをゲィジタ lレイ主相間制私 (D P L L と

九 例う吋ゆ一
切有){二よフマ構内するミ℃をまえ察しτ¥， ~D 

フミ夕日J フジ叶タ亨irfi-弘置のず、バジ、タ lレイとに安i

し1 I志 、 これ宮らず‘四千初fI之友フマベ童手ーイヒレー

トヂ、 d ス夕、ソフ?jtぐす、提案立1ftマ¥， aのみ γ

あま lゆ ζdべl立法詠!司法数ウ¥¥¥イ笠沖、に裏 ts.フ tユ

告の務判示混主交を iこ t刀穆え τl訊抑主政争;方式〈

マいあり ，秀夕方刊す是亥 L7 ¥ 1 今来透乙 11-在く宴

なるをの 7・あ話。 吃 Lて，この方式仰の最大の欠

}長 i広三号+-;{ζ 系金者ず、大をく ，友安与なジ吋タ抑圧

台ガ
特性す‘'仔 Gれないミと 7‘あ 3、ρ このような



JVo. 

収 Jえずう‘ディシ、、夕}レ回協セ向けたス夕、ソフ

ジ、勺タのすもYf.五3弘!こ下期し τiま， とれまマ¥1II ~こん

と、r者努タ1" なミ似マいな ψ コプミ ζ 玄え 実
A
V

ヌド脅す、は ますl'3.之箭 γ1ス夕、フフジ、、ッタ

主抑圧す a D P L Lの十字ト歳以セ言え明し勺品九く

3.3 降マ、、 I~L 提案され?三 D P L L イモイ究開すまこ

℃ lミよフ従来のイ主相場'¥1らf臼均!こ丸丸す 3 佐々

のiT'l惣ゲ‘偽球主tJ1~-ミヒ -tt 'o FIうが lこし Y 11-30 

安 1:" 3 .チ待 γ、は，DP L L の同知ち!込み間決

数民 i到モポめ l ¥¥ ~ 

.... 但山泊噂句ー咽悶問問問自由



A'O. 手。

の卒事五反ゑ之官?3 

Lhi三イ主相侍，11~町田ジ手足音ミセi二兎%によ¥1} 3 -1 

ず‘行的フタスプィす，づ?1閣宅守、Eゑのフ、、口 、、之

jミ入ししフハo)レスデ'1を DPlコ7 のれたイも号 、、)

ジ、っタず子.f17よリの作用 l二D P しし~ () 立~ t 

lこ符主出カれたフ口、つつハo}レス列ず有のι一三

既
C 

命的

凡土尻J工

ー」ト」」

升目

工ι幸夫 ~ 

イ1工

ずコ ズダヴフ
虐殺の)¥() Jl，.ズ

通過

デ}スタッフ

セ似た伶号

のクロヴク

入力

己
ト

命的注力

オ者 5弘、σフ/ す1図 3-1 



lo. 'f./ 

れ命。 D P L L 出カモク口、)1 ') J ¥o )レスとして

図 2- ユ lこす、し 7ミデ、ィス夕、ソフィ~ )" IEJ ~~るのハ‘、

リフ p メ:::e.... !J から，帳次 • 'J官報めま克也しを行

1¥ イ色次芹学チャネ Jレセ永包えJヰ主 p

初〆)Iこ，系 η 名作を iえE丹す五回 ヂ‘ィス?、ソ

フ虚像のハo)レス (図 3ー!の C) 'Lえれ!ヌ対一九

すフ~ D P L しぷ方ハ。 Jレλ のイ立ホ自どと孝女主 qry: ¥) 

LI) 1tカイ主知 Y 入カイ主血相よ jl ~屋町t マ ti ~ )乙 均三:.........l

ぢf逆カウシ J l~ --1 主力口清司手。

ui) ~カイ立 1唱が‘、入カィう工事自ょ y A ヲイムス 1コッ

ト).x..t.金人寸" t i えみとさ可愛Lカつ2.--5 今、~ 1 

を与j筆ヰ忌 o

U，ii' )入出力のイ主柑オズ箆す‘とも乙 (i)(ii)以外内之さ F

可 i芝方、う;... '9のが包セ変化立 tなけ e

スヂ¥')フ可従時点、|立 1フレーム仰のあま起つ



11'0. 4ιユ

t ゲィジ、、ソト lミ誌.17 ろれ寸志、リ，この枯蓄し lま

今イもイ員'1i'、す予めタク? '7 t'ユ. 宅 Lマス夕、フ

フ可官ι時点、 iミ示、 11治/¥o)レスヮウ，，'ス夕、、J フハ())レス

マ‘、安〉ゑ ψ 哉、 ia ， 'l官事民主符フたイも 4ちハo)レスア‘

あ 3 ゲヒ¥"¥う怜幸良 lまサ-t:'‘ズ 74もの一手生マいあ

治 Sハo)レスによっマ食イ急イ良'1，ζ イ弘主セ iれ三 o で長

イ会保'11、、 Id:" 之内もハo )レスゴ己私札寄るこ L ，~よリ

イ主ホ日長ヒ軟苛々、き入カ J¥() )レス 〈図ろ一! のc) η 

オミ支出ゲタ}おe:.'1'‘あ ~o

可迫力、うレタ l率的計林、位、 1)'"N 1:.. な三℃.b，

物相 ~Iこ傍1\伶?ハc 1レスーをえリ 子公ゴカハo)レスを A

タイムス口‘フト i盆めず二役、。 l二リセ、ットミ tfl

治。並 1:...可 j主力 Iうンヲの l句会?ポ徒、ず“ -N Iミな

a 'L昇 A 物相混"7君主し 1 出カ j¥o }しス~/Jクイ

ムス口、ソト'lí~-t!.. o I工リセ、フトミ~ i 0 



必'13

このようにフィード 1¥'¥"). '} }レーアセ通し之行

わl}L ~イ主ネ自生 11 1をrIこょっ 弘ヲクイ主亦f3I主入方イ主不自に

前知寄る o こ η過経 Ia:ム'}:~問主れたよ坂官もす、、入

カイも毛主役九守主必殺にふX 寸 1110

;文 l三， 0 P L しの会事急セ説内す玄

ペ主ネ日以較誌は図---3 -.2 Iミホーし叩 t~-='Iι- う~~ -， ヱイ回『

のラ、ソナ生フ~りアフロップ 1-:" ょっ安芸見さ 4ペー

多 入，也カ lず jレス主ラ‘ソイケし A1 Iこ加え，入

カ }¥O}レスの主ポイドリ埼京1¥の了定、力:ハ。-:)レ 4ス0)秋、保

4己ラ v イト出力 QI I二取出すこ 'L Iこよリ，丙 )¥0 Jレ

スの位相の送み/頃れず'判定マ“を a() 又 3 出

LA fy LA2i 
ヲ、ソチ笠j

フリッフ。 I
フロ vフ.， r 

d

，gh 
A

ハ
t
L
 

Q
a
F
U
.
 

入I:J

治力
A制作12I----A2

図3ーュ d 柑比孝久容



j伝4-伴

力主ムタイムスロヴト 1IJ乏で也九 /¥0 Jレス℃一入

カハ。)レス宅百'1のヲ川イケ LA 2 1:..加え 宅の出カ

QL主生ネ見す 3 こ とによっ戸1 ~ヲウイセ相方\"入カィ玄

ネ目;}:.. ¥) 4. '9イム 7に口、ソト〉火上 d主人寸"¥ ¥ iが否

力、の千'1 1)1" e'、主主 o

可逆カりレタ 11.通学の諸況白砂によフ 1 怒

湾与にヰ季トポミれ言免 ef¥1t.写しない o

O P 1-しつ o ") 'J >尿 iま法子取応i波数 1到史のハo

jレス校職業L7、歩コゾ， 有の間波数五 J å: イ色竺~笠JLi--

~の 7 口ぃ) '} /..--λ 主f に、~ ¥"¥他主恥るよう l二

、F山崎
hu' ¥ ¥ ~ " 

ム匂相認 11:.可単ウウシタすら η 払メミ iごt..で

ムヲイムスロ‘ツトの袖宇田シフト一色行う日まる

?、安〉ク これま γ‘ 1:"幸五住之れ'( ¥， ~.惑の
仰向うねヴー

のぺ色!こシフト レジ、ス乙J ヌ i志 ぷジシ 1"サウシ



j拓. ウムf

タセ問 I¥マ)告タ‘ソプ俸 iこ A ヲイムスロット

す、っイ立本自のすいれ?とタタ相のノマ lレス手'1主持 j主し 9

虫カ花月旦忠弘すタ¥')フ。の初替え包行主こ L Iこ ct

フ 7 ヰ宗主見 γ、全 3 



3 . 3 1r 

yo. .Ifι 

ゲ、ィジタルイ11.ホ111前期妥 lζ 主フ

マ棋がでぽ{允イ金柑持1¥イ釘回防の

笠五

首i 詐?、‘手足場ミしすこイ立柏崎'1御 I~ Iif;~ 1本伐来の議JZ

にど仁ヘ、、?〉X 下 l亡守、す令'1点、 it千寄っマ¥， J 0 

o p し L のクロック漁 i主総拡間球数回交の

j¥0 )レス応徹蕊マ、あ a<> 宅のため電注射I1勾稔

手患に誌が心不ザ穿 7、、あ~ 第 2 ;:.最?い i重べ、九死宇良 j百

波数のすF、た性ヒ可ミ夏、性ヒ屯う矛危した穿ヰ〈カ1"

向号 3科さは'1 d. 0 R， IEJ ~~去のほ工人ど‘バÈ. L ヲゲ、会偽主史

目立去によっ?株成でれ三ため p 守、、ベジ、タル i

手長ィι方、“可台ιヒ ♀ L 有グコ tlF手私 安え 1注ず‘久くJ

イ念特 7設す、、お¥)拡還を熔為 jミイや咲す三こ工づゲ、 7‘、

さ a0 マし'( >昆恋愛 Aヒ~ ~丞外金 AしずJ:見れす“

調整キ JJ: L 人ど‘不要マH ぁJ. 0 支に z 実主千島ι弘主

約め，臼~:ç;の一会r ~衿幸夫の今ャ永 jレ問 1" ヲ七三角



A'o. 11-1 

マ、、を~ 1'¥..め 争事こ 3肴的 γ、あ 3 日

L L Iこよリホ事ぬ1され?とイ主ホ日

弘1¥ 1~P I日正念 lま伐来の LP し L ~)引けた猿置 1:'" 11. 

見られま¥.'1'7タえの l待長主持っマ" ~ () コモ L l. 

}第ユ章 γ、提芝乙-:t l(lた伏来の1'1L相体'1御張置の ft>'

霊長ず Il. 1~'1 偽Jえされ 3 じ芳久 7弘 t¥ ;) 

7-



A'O. l，l.J> 

3. チ Jtr 引制ちl~ み IÍÌ )歩れれ¥!l

ヌド憐イ、 Id: 3. ユ済?枝、家し寸三 oP L L の

間知ちI.id &f陥波数の主?良之下下弘主もIIlすま。

f竺f妻、ιな 3も乙主主シメ下めように定志;す1-" 

fOI D Pム L 7 0 ッ?鴻 η 経板間;友欽

会 :色攻戸ヰシズずムグ〕フレームfA球数

正J{:op ム L I引制ゐi込み問J定数の上限と下

1~ 

7tnM :洋イ主的問者 ~_I三_，_h_f佐己主-笠通ーし( ~1 

うミとずい γ ミ 3 売さーの A相先111きf主立

住宅 i タイムスロ ___'L_トとすふ)

Sγ :スタ

在マのイ支相 tι キ久間 j号、で‘ fhオイ色相手1，1 入すよう

i産Ih.寸¥¥る乙判定 Lマ¥) ~ 'L =tの DPLLjb

力開 3容を文ずだ寸いあ 3 ウ、 5



ko. ヂ?

fj=丸/十 PIM/A〆 (3-1) 

閉じく

在三 for-九A〆 Gーヱ)

す、、今寄与れき。 D P ししは，平均 1/ Sγ フレーム

|之 112]の位相工ヒ軟がす?われ志方、[; N/Stフム

ム停 I~ ムヲイムスロットのイ主相fÞ'I特了カい1 可台五 7
11

あ a eJ J-. フレーム間減数-)/'i t夫、、方、 5

九t仰
ム.f寸.s γ 
N 。一司一一一

シX .Lのあち 7J¥ .--フ

ャ ω一一一一一 ----J/-= ---1; 寸 γ

一
片、d
…
・
"

1
4
・
4

一
Jv

rャ，

J
-
r
'
'

-
蜘
A

一 一一一一一一一一一一一f..3--==-Lj-)一戸一

一一一一ー を-~一手正
A . ff・5γ
N 

β-5)一一

ず、、不め 5れ三



必 SO

J . J野純右

タ亨イ lま スタッフジ、吃アセ 1~r 万五するイ支相

先111針回払 l二 D P ししセ閉リカこに屯チえ安 L

乏の由競犠威主説明し九段そし τ この装置

か、、グベジ、タ jレ臼払に主リ作製すカことず‘可能

であ 3らため，経海1注，イ言頼性の面力、らづえ来の

とE し Lt用けたイ立相格I1 1町田銑 i二氏べ、~乞一三

の介1]点、カ♂あ b こX 屯述べ、た。"tIL . D P L L 

の同期ろi込み用;久数乾面セ解析的 i二求めた。



}f. 

A''o. .$"， 

事テ奪 ::;-、t ィジ、ア jレA1r.ホ自問知てものスタッ

フジ・っタ抑圧特性

字. 1 ~ir }キ 4b 
U 

本 哲イ 11-，D P ししによわスタっフジ、っタ芋tr

lt.生色素め今 D P L しの入品沙問件、はヰド

手気動的マH あリ しタキ弓粉~11'1 J在イ火 1"'-.. よ呑計 i車二 A

ずい不可告ι寸、、音)a李主 J 31J=あ泉的性の jJ.J信ず六を L10

そのた l1J， 王室も角的取及川 ¥Jタタ久 η 場/与，回安佐

マいあし背I:挙 7"提案した-EfL Lりた -9 'i ") 

;ン、ッタ i二;干すゐ特性主てそのイ91jタト 1 まなけ o そ

一 一三:仁左二奪三:」Lyま仁ノ可 i芝方 j土之二五乞立一一戸

ない D P L L I~ フ l' 1 出 f;イ立本自治い入力イ主本自
一一一一一一一-?一一一一一一

i二勾配 i車賃請しな¥)と言う最毛矯洋なま島ノ信 lこ

関 L1 角寿村T的なもI 1車九行フ 1 い~ . これず‘、与

ス ~r '7"論じ、 SL/1. -z 11 a 択に勾爵乙l.~負荷寸 3



;fo. 5'之

j:~イヨ，-tx l;t D P L L の守 iミ可逆方ウ L タずH

キミー花守 3 念事 sの特性モポめまため 1 釘当機シ

ミュレーション九行フ( ¥¥右。ヂ 3 続 7"も?

J車千発シ Jュレーレ三々の方;t..p¥'1 t九日Rされ寸 t) 

?" そし 1
今L

.; 
安全年 γ、lS，n 協も7強じま?鷺

機レミュレァレa. 1--によリ符うれた数値持寄花

者 iミ DP L L のス夕、ッフジ、、ッアすもrJ三 l持性のうち

を仔っ"( ¥ ¥ d-. 



止5. グ3

3
一

7

f
h
J

一，rV9

7
¥
一
偽

.
ご
と
ιv

ケ
?
1
一

片
官
ur

一

n
，A

一
a

，W
 

4
'
一

タ 1tf[i..特性のまま

ヨド la??、は，司法 d 勺ンタすと金まな¥) D P L ム

につけマ (図 3-1 1い M ミ j の湯本に相当事ま)

主、竹イ宣相ず、入カイ主相 iミ勾自乙i色魚者i Lな 1i主義ノ色

U) iliヵジ、，，)タセ鮪祈勾 lこポめち o 図 3-1 にすt

しず乙 DP LL"'r‘iまディスタ η アが行われずミ直

待の/¥ () )レス iこ対し，イ立非自己ι軟ず行われ，良マ

ス夕、、) 7 可役時 j在、は 1 フレーム lカ，~ 1 l~ i}一花

す-ZE企J乙主13LLJ-Z-L三_h~聖二!当主五J一旦一一

ー 一一一一均一竺互主ーを一三二コタ jま白定~廷に関イ私すゐず

寸‘、あ Y Y 14 】タ.~_..作一二え手ミイ仁寸土全日1-i室津 ...1 芹¥

けられ 3 フレーム長国 J在宅:のフレーム字予トメxの

字幕ノ百 ラサー仁、ヌ符号(iを);1{舛 1B¥制 i引 Fハ。 jレ

丞ーヲヌ夕、ヮフ可官E 内定、 l~ 志、け呑・ It音寺忘九 lr，... え 3



j拓 sャチ

S I ¥0 )レス 3 対局管私用 ηAハ。 jレス)の挿入に

Iゐジヴタはフしーム周波数7、株 i丞七れるた

め， DPししの出力傾日に兎皐32者主与えな 1) 0 

このま宝由によリ，これうサー仁、ス特号による

ジ、フタにづ¥)1 I立角度、しなくマ良¥) o 

ね仰に，糸ま?でゆ要 iこまゐ言仁王ちの、元二義、九行

う。 以下の吉会t各 iこ宇¥l ¥ 1. ，問;波警久，佼ひ、;時間 iS 吃

それイJ-K.，フレーム問;皮事久，フ Lーム時「訂て、 JE犬見

イヒされ I ¥ ¥均 イ主本自のきFイ立ち ! ムス

ロット ζ する。(入カ側の Zロッ 71¥0 Jレス L D 

U L J Iコ、} 7 成、のハ。ルスは~ /'I， If笠ーし日用主ι一一

1Lr守フマ¥ì ね任主~.4 ネBa更生主主主主2.X2__

りブハ。ルスじし寸 1'1.，選i官官?唾しやす l)才色

月u ，特 l二位相の挟議全行っ 7けな() ) 

ft D P L L入カ周波委久(イち次対クロッ 7



ノ拓: sr 

の i引3京事女〉

fシ D P L L フ口ッ?5舟、の夜抜国;及孝久

c:&.. (.オ). 0 P L L のイ主ネE1tι 幸失業 i二入方す aA主相

(.:+) .• D P L L t， カA11:.ホ自

Cfo的. D P L L 口、フフ〉Rhの出 -IJイ宣不自

件tめ D P L L 入元の規準A相(スタっフィ

シケ、予刊行われ寸いないイ弘次 クロ ク

のイ主柑)

e"，'(.め D P L L べの入効ジ タ

んか)二谷川一旬、ω 色ゴ2

?ち京しす¥¥ ~ D P L L 1まず、ィスヲッフ

が行わすt1:.. 色今をのハo)レス工イ主亦13~ι 津久し

マ¥， ~ T"¥...め弘、{めは図 2-Lf I三身、止命 γ 示し

たス夕、ソフジ、っ?の 1)，穴佑)~ ;.ま局、~ 1" 

1;; a o ~ ミγ、6片付) 1二rllしl -A、〈十ユ)ず‘必



五 Sb

JL 

o <f θィfめく Sゾ (タ-2.)

。也、iオ) ( 0 ヒすまヒ(..L}'l t ~ l!iユ-3 Iこ汀、

しナL ス夕、ッフ l司 ~11 ;jに 1] ¥フ、ソ J) ，0 )レスヒ

イ色次芳ヰイ主主与のク口、フワノマ jレスのイ主相差

8¥，¥ 1タイムス口、ソトン:><1:..認をば1~首I )~ ， 

ス夕、ソつィシ 7"カド行わ似たこ L J~ なジ z

立洋なを合弁をし寸¥) '3.私 γ、L- このよ

う な ~ 'c志野、 1)"明豆一J一一任竺土一三一三ι tーヲ よ

Y二 )J{のような矛危モ;生ずもき。 式¥ (之町 1)が

らタヂ 3 ように、 1フレーム内問(1 

__~_f LJ_J~_一三ヱJ一三 101 知イヒえ Jヨーコ J ーの』

位相 1;3: .{全;1{%子アロ二L2のイ主相よ-2-J--517司

タ イムスロ 7 ト毛色、' ~のため 3 f)-t'{め

~ 5γ すい局、1L L 1 けゑこには 少〈工モ



ko. 5"1 

1フレーム首!のス夕、ヮフ可告ι時去、 jミ示、

l1 マスタ")フィレプ、ウ刊行わせ1L ¥ l な 1)

れ Id.、、なるず dz、μ) とわず威主す三こ Y二

11 な 1¥ () ~の争t* . -i¥' l十ユ)ず‘広1Lつ
(;f;) D P L L弘カ ν タ

係/法)26iμ)一%、的 作づ)

ウ¥"p;. iLぢ与。

μ-) D P L し入忠、づウベiLホgdi 

向)二会的(入，什) (ザ{

ξ :イ色ニrtキクロックヒ DP L L ヤ iコック J庁、

ηi釘波数 1

円乙 九三旬、何-cう 作一幻

ここず.ま時間 ftt/iすよゑわダ

ttず t Iこ最も:近え寸、、行れれ九ぺiL相 ι仁字文の時判

C ミ T、， • t¥' ( LJ. -b ) 才、万う{支可~.f



Yo. s? 

てi均一壬メー (.1，1.-り

スタッフィシゲ、ゲ、行われす乙自宅金¥¥L L e. 

ズ夕、ッフハ。ルスヒ究の直後の )，0 }しス℃

のまえ;ffの日守主'1-ちと~ D P L L のイ金ホEltι 

孝久セこの時議1¥γ、行の以 t ¥.， a 乙考え τ

τe-1室主偽 L メ主 ( r:l定員 ず“与号、 l) 有のた〆~

日)ーはオに義主ええ 1“行』われたスタ‘・3

7 時刻iγ、毛ず〉さト D

τ的十 : 也づウイ金柑のすZAヒ-q包tB~ 7， 

tf先)- I乙示1 咋まイセ亦ej!ι孝久の総系:tカ lこ

ムタイムスロットのイ主ネ白骨11 1.佐fゲ、行わ凶

~ 1.~!& (~ Iま 時金'1 τ(オ)寸 lミ示、¥¥ (. -/)ィi

非自ず‘、安 dとす ~ιー ζ ミマ‘角寄っ尚一ぞ j笠めきと

?‘、の僚を」二

τ/オ)十 コユてf村山 {チー?ノ



A'O. 51 

ι萱く. 、実?京の白手島マ叫 =t . τf均寸 l TN)--

生J ほ If、写し l'¥値一主1i"みのでまて(与一1)

tイぷ 1主ミし主豆急品風間主行っマ食¥)0 

ア)仕)余万葉~ El寺弘'1ウ) a寄金1\オ念寸弘、の ~;l にす1 vb L}1 

tイ主相払，1作f回孝弘のイイ数炉

初制日寺弘1)に o1己完又リ

ili 7J A立本自吃 A タイムスロット進めるに

さ，その室主t，o)イ直に 1を和賞する o

出オイ主ネgたム?イムス口、ソよ」乏を tゐ

乙ミ"tー金一車首iの値ーカJーらしえろi喚する。

初期時れ乙 L マて{ρ)す有量ぞー以後コで(0)t壬オ

につけ寸芳、家可 Lo_手ヱ-Jf__:t~ぺ、 7三 Li-l三ぷ…ー

夕、ヮフィレグI~刊行われ 3 悶玲 Id:.い /$γ~

i主， l 1 / Sγ~ フレーム 7“あ 3 ミ Y... y... ，ず11

(q.-b) ‘ (If-? )よリ，ョギ(1--11)ず'1iX主す 3、。



Aii. bρ 

-1[1/Gィ]寸 1T くて{の十~ 0 (.If-~) 

示、有乙市専を I~ 有 三 î~ 占ク ‘ ιFo (:1-)ーの拘禁同社相 iad f村

の有れ i二等しい℃イ夜 lipす忌。 手?ち

ι合{τ(o)十) = db tて{りつ (少ーの

勺その a¥志家 Jズヲ町、昔、。主主、1Lす き。

43f》)2Lι/均十，d..何l土) '-f -/0) 

岩i)普γ 守え課した D P L L 手¥5 可逆 1; うレタ

え取得I ¥，た場ノ包 1-の f色合イ手 l;tそ欠の よ 3 1二、要毛)'17

されま p ゲィス夕、ソフグ、行;わ1{l 1~ 直後のハo Iレ

ス(函 3-' 1 の C のパ主柑佐、白川)乙， 宅れに対

丸、 L L弘 hハo }レ イ立手B4iτI坊っ の

イ主相t-(李入 1とq::y l) 

(I)忠?うずは入カよリ 11べマ" a 弘カイ主不自

ム准めぷ

呼(1:t，f.)つza(Z町) 一一一一う 号{てが)t)= 告白(.t)]寸 A ('1--1υ 



Ato. b / 

tii)出1) 1}"、入力よリb.)..)くと 治人 γ、¥¥ ~ 'L.主J

thカイ'Jtフト日丸ム ~ ~ 

ぺ
4{W  

(yりとも乙 U)(]i> ¥メタトのとを 出ーカベ立ホ目たすえイt ~ -t 

なけ。

令{て{tうつ寸ム 〉 fて/沿っ 〉 弘、tnオ)づ

A 〆、

一→ cp~ {てI:J)+) ::::弘行ゲ)づ -13) 

式、(ト1)(1-ーチ〉 μーの μ一/り ょ

ル舟)コ %か)十 A、何併) - ~\ [り-&也、仕)

二千;r[-T.-L-りう Jτ;(ε寸 64「刷ー叫べ叩一

$(" ヒ εす、

. I ~ ¥寸 Sγ くム 一 I~)

の~イサセ;あたし t ¥¥ -;与とて1 出ヮウイ主宇13.1a入 7J

位相 iこ勾爵Gl色領主計 t すり



A'o. b 

ペペ
ームく Cfo{τtぜγ) 一句{τめつく 2ム (手イり

A ペ
O くば ("tl勾十)一句、{て(.k)寸) 三 A (手ーノワJ

か、、王争、主す 三o イ生支、のイ主亦昆tt孝夫尚美、今、 s) ~欠の

イ主オ週ピピ京文日寺 j三)1:.. 1、、の Fe4Iミ/主ず右 入弘ヲウ f:¥のイ立

キ日発 jま，ちマ ，示、 ('f-/5") η ji 疋句、‘有子、され~ ...:量

マ、、安コ志。 こηイ直方¥"D P Lし のイ主ホ自制御三重Ll)火

}カマ、、あまこ乙 iま、出オゲ、入ヲウ i二 1常 i二毛布えして

¥ ，三 (勾母乙造象請し寸¥)な t¥ )こ工 I~ な~ ~ 

dユ土ユ丘iとどとL~竺誕生-a; ~ ~ ミとマ‘、--'-'夫、(!..j.-

ノタ) -乞J 可逆 ψlう L タヴヒ含まな l) D P L しの

ιカゲ勿語L1白旗若fしない家イ々と呼が， J卒包?で‘ iL一一一

こo)4示件 f威主っ寄宿 i三つ¥¥ '( i号牢花援をめ弘 o

ぷ刀剣時刻て(v)寸 i二(f:.¥ ¥ ¥ l i司知 )1天徒、にあL_~ どす

三℃まだ (4--1t-) 作一/ワ) よリ

O くの(てtり+)三 A (L;--/8') 



io. '.-173 

主、マ

弘行fO)"'") ェムーに

。一/り

ペ思し o ~ちくム

乙置くこ乙カ\1\γ、を~ "去、 (ヂー/りょ

A ，A-A-r  ffe λ Ir>' "'¥ I __ .L. ^ .明川
刀0，4.) - ω ゥ ¥ ¥1し Bνィl'-')ノ{/Lο ‘1 ノ

Il.O! 

J欠に ，ク1{オ) を主1'}奈ちる p 時刻 τ{片先)目すけてJρ)寸の?負.

務長私自のイ主ネ@tι争久時夫、マ“才)~ 'L す aD 孝介た

な急乙ミちんセ序1¥ ¥ 1 工.勾/オゅは )J{~、で‘条わ念出 J D 

¥、
k、 k、

実

勾 (.1r) ~ ~ a.Q.. 
::e=i 

マ、、
J 
ん Jd: --e i急自のイ支柑 ιι 卒久 lこよフ

{ヂ-21)

出 yう

イ金詐B吃ム設がつ 3 とをには 1 Jj返ら t三ピさ
引~一一 一一一一一一一 一一一一一-) 一一一一一一一一司~ ー一一一

には-1 1 虫カィ主手自主女ィιミtないとさには

Oの J吾イ直屯耳又る寸めと守る。 試作一;0) .(ヂー2/)

よ



yo. b t，ι 

ら(T.Ii--t2:rl=仇印町) 十 Az h 。-22)
古文 (4ー/り よ Y ， 43fτ(ii0-) ℃ afて仇) のf司i之 1本

次のこ)皇、jη 閉必ず、あ y 2 づをれ句、、以内主易相 iこ

づけ寸 j古川下 I~ 守1 したイ産主取本

二死

Li) ~/ ~ (T{オイ) - Cf~ (τ(i-a.T) とρ のピマ式、(1--11) 

よリ

d主主 1 μーユむ

(iJ) 0:> eA'{T(Jfl.fJ -i (てぬf) ~...;~のピで ヲ式、(十

/ヨ)よリ

a ~ -=ρ (LJ.--2り

ぺ:'¥.
UH) -.d.)> 旬、 (T(九)コ - Cfo{てかι)つ )....:..2..d のヒ色 合1

J 

dゐヱ -1 -2.ε) 

点、(4--2 2.) ~斥1 ¥ ¥ l 司支え、 (4-2/)主主t']詩可ゑ℃

l1) rv {.!Iひのいずれにつけ寸子，ダヲベ、ウい1J5X主つ。



A'o. bグ

η壬わ
l A 十 4fmj-)一'fo{y的づ|

作サ砂一一

会、 (Lf-2.りにホ， ¥， c.子 τ/均一 I¥.. I色学長私自のイ立相 tι

意文時 j君、に言うえ~~、なすラ/"J-'穿ず J妹¥'¥ ð) γ~え長、

学プミセ冶¥ì マあ~" .，手作-1)(I.J.ーの μ戸 s)(トワ)仔

宅前¥¥ l 作ーユ6)主変形すち

I 

~ WTIO)十)寸 f-tr合同一一向
丹1.11.

TtO)寸 ρJ 勺/7)
L 1./ 

』、
A 

J 

安 i二) ~ (宇一/q) セJfi¥ ¥ l -t¥' (与-27)主事的し f

-;¥' ，(チ -2'0) I二村入オ忌 4

合ず

てin吐

一号 tj (日r師同
t-fa 

τ10)+ 
作-!2d"}一一

A 

d (与一1)(1f-3) (4-り(与一之町) ょ y 



Yo. 66 

Øo 舟)ニゆ~ f:J:) 十 θμォ)

ームー ε(尤ーで{りつ十似てωつ-LJ.(γ-[γJ}トユり

J，..， I 、/
I~ レ l

ζ 十f.(て{オ)+ーで(0)十)十 θ也、(てめつーん (τlO)つ
A 

この之さ，以下のことす“冷j主つ，

(;)ス夕、フつ者〈グ‘ S♂のじで，ス夕、フヲィ L ゲ‘す‘

行われ 3問?んは[1 / sγ¥ 1 J-Iま， L 1 /5γ]十1

フレームイ、ある 1]' ~ 」 会、 (キーユヲ') 7ら足~ '2宮東

の 't-pイ畠 lよ

jε(尤 7- I I:f)つ h~ :::: [1/5γ 十 1J . I E I (十3θ

ul)式、作ーユ〉 よ~ r:¥' (4 -.2.ヲ~ j; j乏~ 3項の t-tイ直

/j: ::: ~ず

(i心力、、ウスも己早うの交差yd:.ソ 針作-:;..'1)iもえ事チ

工員の 't-pイ直 Ia:

111 ( Y -[ IJ) J l'・p ニ A 。-32)



A'Ii. 61 

出づウジ、勺タの十時pイ直セ Cst-t 勺をの上?~ it:. CPOH 

ヒ~ ~ L 官会、 ('f-2 q)化 μ-32.)ょリ
， 

ctp T-t ~ 九州 (ター33)

SJMコム十日ん十1].I三|十 Sγ 作 -3り

す、、得主1-11.志向 ~' (午 -3t，L)Jも」乏の穿 1噸 Id-.it，カイ主

不自め棋Ij1をf'!J"、ズチ、Jフ。関哲夫的 1:"行わす1.~犬め lこ

ιず、ゐ童手イヒ茶色主ふ1タ?‘1あ手。 第ユ工員は入オ

と D P L-L クロ")?滋の問 I~ 間減数先 (ε) ず

rL 私オ~ 1ミめ I j.児 ~~PX ペ$ 7，"あち o 安 iこ p 第

3 工員 I~ 入カイ主柑 lこ告宇ーは1. .~ス夕、ソフジヴタ l 三

出ヵ札相方Idj皇従i) ~れ系 J1::-.ず、ゐ戸ヌタ 7‘あ三 o

ここで、，学 1J貴仁第ユ工費 It.L P L L J二 l立見五

れない D P L L回右のジ¥Jタ要事 7‘1あ手。

ヌ， Z¥、(宇一/$)歩¥5 ~Ii ;がなように ，'}j.又エ裂と

}葬 31-負の i号.3智I'j...L1サモ起えることはな l) " その



jfo. f:，(l 

純察 3 勾語乙 i島寝坊しなけ℃ぎの :tカジッタの F

同十イ直 jま 2A 以下 γ、あ J ， 1::.を¥1¥さくす 3 こ L

Iミよ 2 ジ、ヴタ守1，1丘 l注屯tえすふな宇め iこすまこ

ヒグ、 7、、

次 i二 D P L L 11:.，サジ、っタの夫?脅し屯カ伎労州5

主計官~る o ス夕、フフキ Sγ ‘え1s'用法数券

zf一定のと芝噌初制杖箆よ59 でfり十， θt‘Jてゆっ

話、、、決ま右 ζ 忠カジサタ L表明タは一九的 lζ 立をま~ o 

こにず，ミれ S初期点、15、すとF漣年安数と?ちえ 3

ととによリ。 dネカジ¥、}タ qものは F凌キII五位五み

なすと乙 rグマいさま しが宅テ-J;)~特定の J初共丹

3盟主持フた弘吟ジ¥yタのり伶皐{句、竹町弘

2骨イ会~ よ!) h.ι是乙しやす l)ョ又 Iel:- 1 ノ主えとしにく

1) 'L..ほうるえられな l)かる A---z.の弘 ψジ、ゥタ

の見ホイ会事~ I~ Ief..等し 1) ~主起持キ官 lミず、党 1y.、ミ



J拓 6ヲ

れマ¥，争と仮定しマ友¥¥ 0 宅のれ家ョイ生先、の

出ゆジ、‘ソタ i鬼才イ主宰乙 3 をl1¥主仕え、時間犬、、 Jj

ヰ行令今含φ し'(q専らす1 三頭L2年イももと I'j:写 Lt) 庄

走乙ルを z牢'zt主主持フ ? ~\リタ にの ρ雀考過任 iま定

1洋マ‘、あ~ 'L みなす一之、乙 ψ刊 γ、芝~ " ょっ~ 時

を'10 I~ 1;¥ )t ~広オジ‘っタ合 fりのみすえをまî )車す

急こヱによ 1)子4γ内全告、め舎にとず、、 7‘、さ a (ウ

イ t . ~ 
、 (2り、

レチンの 1え王室 I~ よ~ ) その?とめに

ます¥' fr在キ変数 ζ ，2 り寸‘んfτtりつの1'14 ヒ均年

官接 14〈 k勺~ 0 てlO)寸℃ θdて

~の 7、はなく ペモ lれらめ安1-JXIこは次下にす:す

f見イ手、ずあま。

Li) 仇、仰のつ → lt/sザJ・3γ 壬! 内ピ芝

て{正)ーのたゐヒホ:(宇{けから明ら ψ1なように

てtげは時刻 otこ責主会、えくで'行われ九スタザ



JYO. 70 

フィレク、、時~，であ~" f3"，‘(rtりt) 方、、、 0)のふイ守宅 F為

7tしマ¥，今とき，て(O)十の II/ $ γ]フしーム怜 7"

は司ス夕、づフィレワ叫す、 f=rわれす叫， [1 /手γ〕十 j

フレーム?安 γスタ 、ソフィパ"す市われ 3 L互

の純泉 J 対 ('-1--35) す、、五主主すま。

一([1 / $ィ]十 1) くてfり十 ('1--3り

Ui) f).ィfτfりつ→ ULふ]• $ y /1 のとき

このとさ，てfρ)寸の L1 / $ ペフレーム?安 7"ノ

広之ニy フィン 1"1]'¥¥行わJ1. ~ 1)'を

一 l1/$γ] くで[0j十 (ヂー31，)

江主主簡常にするため，次のような遣す突すと行

で{o)t' - ν 

a: (Ttり十 θ 

[1/$γ〕 も



必 1/

ζ 炉、で(o)十&1.‘{てlO)寸) ヒノ主く号1]r ~ ~定数 γ' あまミ

ヒー 又‘式(十二o(チ-8)(ヂー/ヲ)(チー35)('1--3り主用 1¥ 

3 と之によリ向 τ女数L;句 Y~ θ の守主哉 VI立

ポ (Lf -3ξ) ---(‘与え 5111 ~ 

安工域し/

O云と3くム

O~θ{ 1-.{.Sγ の乙で O壬ジぐ〈十1 。-"3り

1 --e. Sィ<8くSγ のとで~ O壬ジくも

女数ζ+どJGのF准キ、盆111利数乞 t(s，Ydよ一一

℃す手。7.産キ t安定関数の:たおから

)11--粁号アヤケ出ーな d-p.-d-e十{ 。ーサマj一一

出カジヴタの J各免法イもち」ιJ等兵渡字宮ノ安 7“危

たする工仮定三しマ l)るウ'S，J夜キィ安委えは VIカ

マ柏戸検タ砕しマ¥¥ a 0 よ 2 マ



、必ず2

や/ピ;')..>4 e) ~ 1/ム

丘三!!l
イ毘し} Z; J ジ， θ £ν 

一方， ~ (宇{ユヲ)よリ

c:t()μ) ::: s -ζ 一 ξ ジ十 θ 色こ盟

~\ (1f -宇り(4--I.j.j) セ閉¥)寸弘fりのアレサシプ、 jレ

平均 13". f ~o (O)ケ をヰミめ手。

山いJt竺wい+-:t/とt1引 rirri、~刀

z Lj， /2-ξ《十写 (チ-.9-.2) 

ここマ、、鋲示、イと崎学にするため， νJ θ のア2---

サンフ 11 J レ乎~セ rエ3 1トマ‘'完くした。 討ち

え二 EiνV 

ェ 1 2じ十 i一t(イ十 1)Sず 1/ユ
。一旬)

1二モ 1e 1 

-1 (1一心手γ)¥1-$: 1 /ユ
ノ



%o. 13 

よ欠に I cfb (o) のペタ哲久 ytt喚し ， 体向5-tt ~、め手。

位二5 コ E1 (仇ω-E1仇(o)r)之?

-E  1 (t; ーム/ユ〕之~ Tと2..c'f(νース)之i

十 E1 (θ-~)寸 .c.. 2ιE f (ジース)(θ一事)) 

十 2εE~(ζ-b/2J (νース)

-1  E 1 (ζ-~/ユ) (θ 一写)1 (1j. -'1-4) 

ポ (4-'1-け を j引 1)マ， d(4-4りの糸工買を訂質す

その科系

合九一/f一一/Tf-P141-U72-ε--U) 。→ガ一一

一一 tf空土-.J-丘ィ v -}ωiよ~(手-q. 6) マ、、たきLij土プ¥')る。

一一u..竺 己{()/.で-zri-一一一一
-1 (3 i之十 31.，'十 1) (1 -げず)寸 {3)γぜ3-γ 

U ニ E ~ (θ 一げ1

ェ{(1 -乙 Sγ)3十iSノJ/3 -~< 



止5. マチ

ω 事 Ef (ジ一元)(e-~)r 

-f t 2. $:寸(ミイ十 1)(1-i、心)之1/4 ーズ手

シXよ(併-'1-6)

手ィくく 1 のヒさ 、J欠のよ丘イl.Xず、'1"さd- 0 

i C:ヒ 1 / Sザ /チー私て)

式、 (Lf -併の づと用¥¥マ 式、(宇一千5う宅情学 Jι す 3

ヒ ， まだ (チ -IfF) ずいfぎ5 J{L 忌。

A^.  / t (八2.. ε乙c'之¥
b γ71'S -J / ユ人ム~I $:いγノ 作→吋一一

の平方本長肉の b 工負 Id:.. JKマ"H1式)

(4--3り/0}互の k 唄 lこ 7すた、し寸志1 り コミ寸1.~の
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーマ3

ゑを l主 j手、国主先 iこもえ臼円した透!っ γ、あま。



1， yo. 

ム/の言吃E?f-lン sレー
、、
込レ計 t車検?? 3 今L
::2. 

な¥ ) 生易 43 J しセJfら足L(与-/5"")フ空〈今¥":;:.¥' タス 、、l

也、 立易ンヲセイ2、ヮの中 i二可逆カL しP D 1J.、、 z夜

ジ、っタセ時間関数どカ出L η L P D ィきには
」〆

議留なまま協問粁fなげためマ?易 i二糸、主見 γ、をし

こめヱ怠ノ信寸‘、 z‘、
1.... マL j本因安佳 1"あ℃ 

、
、』主行う

3. レ/レ:::2.. 会ナ}車検レミ1"2. 、嗣幽
旦

Tζ め人
ノの事実主守主行

2手:iy]王ん/、、2れた数値慨皇室」ミ、ム
J4号ン九行け主

F永野で i主ームjf4'q 
I~ ヰと

旬、
、ー特性の免、君主行う

1ン I~一二三--~-)--]-~説mー主， 1i うシレーシミ軍機 ヨコー

とに
『

、e・

スヲ、っフキカ¥"--t¥' (与一)5")包?あえしな1.)ヨZA， 

そすH z な 5みtし LP せン、 D セイ3レタワi7)-tiカ σ3 

勾哲じ色r 布三 i乙L

号マゑ i二本¥¥ ¥ なけれ乞イるま
+ .J. 

五」な場)AつよこのこTい‘っそ三オρえ己 ζ 食指



Jtfo. 76 

ス夕、っフモ年4 ず、勾窃t3@負希々京域、にあ令 ζU4d;、ミ

初期)J天ちEL Aえが勾治ハロラ〆ータ~~ミ神的に

金久イ護L1"与え:1&'-(二 F ス?、フフジ、、っタ主イZ2む入ァう

律相 42{めか、史ま Y 21のもも来 D P 1-L のb:¥

カベ主オミ84/オ)左京刀制時安Ilカ、 5今逐次的 l之子夫えず

合こ Y二ず 7、、=i ~ (1 この II主任すとフローケャート

i盟 4-1 lこす、したように セ i弔¥'¥ (械

採乏し，出カジ、2 タをボめた。 ここ寸叫 J初)9)の

約 JPρU フレームは ii2J在jりよ I~ おI ~ ~ Lユヌ一一

泣二方 ン y タ ηti鳴今、ら除外し司九の?去の手u

o 0 0 フレー i二つ l) l 出カジい) Jの T-t

イ直見川ヒ女〉存しi電カイ直弘 γ知5をポぷうた D



が. 71 

制 U
U又メに

ト一

J久の--iiL本自工に軟時点、てUT5え定

入カ位相会(てωつ訂等
おカイ主祖母白川-)~t 望
↓ 

会(τ仕)つ '( eえ(て併)]tr較

J 今

J 
/ 

根 様 D P L しは 11
会(て的-t) 決定

広カジ、勺タ合弁-f， 

Oo Y'mS 主ポめ呑 ~t 等

回 4-1 ~t 唱す楚シミュレー
フロー今ャート

「
一
」
ト
仁
L

、
ν ヲ ンの



A'o. 1 t? 

4. 宇佐 数値計}東れ来 iミ対す 3うも京

本的 1、、|ま‘Lf. 2宮??、、専¥，ナ二月協封，及iA¥¥ ~ 

午. 3時マ、、説Df-¥した計 i車検レミュレーシ 9 ../ 

!こょっマボめられ九委文イ色料来 4主宰・と iこ3 D P 

しし η シ、、、コ タ J~r)五特性!こ芳奪モカ口え三 o

図与ーユ l"¥.. ムコ 1/ I.f z i/Fη 場〆舎につ I)マ

手ま諸予討議 l二ょう得 5れた出カジ¥、) 1-の t-T A直

の.1::1民弘ψ と久;え電乞カ値労 γ>>15 (吠¥(宇 -3tJ-) ， ( 

4--り)_1を示す 9____ 乞」ZEbH行 y たJj村 -1)'"iE 

しけこ乙主滞認する t~ め J 計官機シミ L レー

ふ./ "'5l シセ行 l13 21η11も衆電 i前図!こフo0 '/.トし

た o 11 ~品イ達しと乙/;ネレーシ シイítL 方い1 京~めマ訣

くーを久し寸¥， ~こ工ずら J-2J2 詐7. \1 JJ___~__ T; 

王室協会t~者の手当性ずIJ在認芝tJi 実 jこ，六、作一

3今) 7け与え 5れる弘中 l志 t-plJ直弘rゃ'L ， I志 l宏、



必 11

同じ‘イ畠九百1.~ミ℃す“タヂ呑 ヌ 1 T.三 1/チと

ムミ 1/ f の特 't生色 tι 孝女する'L 1:.を小守くす

右之とによリ ， D P L L η ジッタ守ij正安司深 ida

政三喜マ、、をるミ乙ず，¥fo塞がめられ 1:..0 - 75 
2 
同lIl

方、~ ¥319らや1 な ょう I~ ，ス夕、フフて，守ゐ帽(ミ対し出コウ

ジ y タ i立大をなすィιを Ll ¥)な I10 :'れほ¥.. "" I 11' 

1~ (宇一)s) . If' tx.' i.し寸いるとさ，スタ‘フフキ j之

ょっママィιしなけ君子イヒ雑考 A'0 (ず作づり

め 7らえ}第 11京‘度ひ、¥ 弐、 (Lj.一手けのヰ方方な iカの

1第 1 1負)ゲ，払カシ山、っタの大きな考 1¥名すと占め

マ112与すミめ'7."ある。 そこア，ス夕日J フキセ勾

面乙i色負荷しな l) ~\負吟ミ史的手℃ス夕、つフキの

イ重がな変動!こ対 L ， iliオ ジヴタグ、急:数 i二兎イι

す手ことが領、く.ス夕、ソフキの捻らぎに対し，

K 戟竹始¥.，系 1j'"1寄られ右。 このごとはヲ通常



A'O. 1? 0 

の LP Lしには見られな¥¥特?を久 7“1;1) ， 2ドi先

文寸‘、千え朱し t:..D P し Lγ 持フマ¥)る手'¥来、の一

っマ・あ?0 

点、漁;iaゃ(短絡働
帥シサ夕 刻魚;合~ms(程倫漬)
dB Jr.. .... 

Aロ1ArtyJrウ
一 10 十、';:_*~-K-. .. .， T_pイ直
苅;uA，pr j 

ョ=均
四20

岩
田

ν
L
v
d
M
 

一

iv
判
、
鴻

レ
hr
し
み
メ

z

b

z
語

、~、い
A

V

¥

ヘヘよ

シ
に
シ
に

メ

。

E.:: 0.0 0 1 
N工 i
o lB :: 1 タイムスロ、~ki

国4ーユ 勾面白色負荷しなけとさの DP LL 

出力ジ‘サタ

q' 、N
J
O

U

J

J

S

 

A
B
-

a
，a
 

-20 

Sγ 

A Z1/4L P Nニ4ム

ート叶
JロザハλM

 

e
J
q
 

4
1

J々

O
 
O
 0

8

 

ニ

l
d

ε

。

回キ目3 ス夕、っフ毛卒、すいポ(宇一J5)主 3あえヰる

zt iEiこ志、 Itる可迫力わ Lタ吃念む
DPLしおカジッタ{シ(ェ Lーショ〉イ車)

-30 
0.0. 0.1 0.2 



Ao. (f I 

図 Lf-3 Iζ スタヴァキずい対(少ーJS)イモ》あえ司君専ZL

i記 i二示、 lt令 官?進歩 1うレタセ告c.t)DP LLの

dネウジ、ソタ j持 't色色守1 す。 ここマ、、， A ュ 1/守，

可逆カ行レタの手立争文 N/j.，斗マ、、ある o 図斗ーユ lζ

ff¥ L た，可;芝カ~フン?芝宮本な L1J誌の特?生工

比較すコ弘之ジ、ゾタ抑圧特性はおまリ Z文芸名ミζ れ

/1 ¥ '¥な t¥ これは先 l二足ヘ、、た、弘カジ、っ?の

大雪な嘗11'信せと占めマ¥¥右笠マトイヒ本佳も王示、タ lミ対

ふ-}可 i主力ウ L タ i三 1eI-1-く咋昇給 j弔すH 棟、 li た

約 γ、ある。 ?人タ このこ乙ウ， 5 . N疋ょっ大さ

なイ直に史的マ千勺ジ、、)1がrJl.初来 lま吃れほど1

主一色!と主ーらな L'¥ こヒウ¥¥'.-1}'ずる。一二三-) 弘 J] ジ1

lミ Id:-. tO - 7ず、l!たれ 1 )す“y1グコ ヒ。一

令， ~の千万え中島 i立大をくな L\ えのため，スタ

い) 7苧のイまがな安全力 j之対し，広域ジ、、リタグ大



yo. ?之

さえ妻、イヒする こ:.. '(二 11.持、¥) 

次 I~ スタ・ッフ午、か、大きな佐色 h }2 ty酉乙L邑

領若r傾城 i二会〉志士号TIE Iこつけマの枚・討主行う.

11m 4--Lf ，ここめようなスヲ、フフキ lこ対すラ可並

カ勺レ 1 -J:乙念まな l) 阻 3-1γ、 Mパ )0P L 

L の出カジ、ッタ特住宅ホした。 ヲ~ ，可並カ tう

ンタ l之 K 争抑反女治家;;えが、、， εの J号、3響セ矧ぺ‘

3~ t~ め これうセ lマラメー夕、ιしたじきの込

カジ、、戸 タ特性セ図 11--s- 八ノ 図与-/0 iこそ子、 しすミ

図チータ〆レ @4-1ρl志任寸シミュレーション総穿¥

マ、、す〉ソ ;) 0 dB ::: 1 ~イムス口、ヮト 、ム L t ¥ ¥ ま色。

rgJ宇-:;- /\J 鴎チー/ρ?“ I~ ゲラフセ見寸フすくす J T~ 

め J 一作Ijヒ Ll ス夕、 3 フキゲI 0 ユl イ寸 j丘の欽

イ車純泉 I~ つけマ ーす襲誇色をキ仏大し 1 晶 l) 1 \\~o 

ヌ， 安 i二.従来 η イ主事自侍'11毎r0 rr;，$ 'L の民教主



d'3 A'O. 

(女
同
比・一一:
 

!
 
!
 

J
2
ν

一

み
す
一ノ々一、

J'f
 

‘、

mfv一
dコLL  P L ため、つ行

~ 

しナし。!こ苛:ター /I 図し主計噂シえ電力イ皐 、同

jレタ特 'j'i.主持ちつィ1 ;欠伶±哉l志L L L P τ ‘、
、-

i羽波数寸“規1:念イヒムレフ/( 1十け/Jc-リ

手と今O. ()ρ 今L周波数 fιletフオカれたムて 、':L

‘ト寸，，ロ

パ
ス
ω

ム

ム
イ

{
回
一
々
/

ア』

4
1

之

必

M
川
ハ
ν

ム=1パ6
ム':1/32 

iliカジッタ
olB 

同 10

同 ，20

O 

-30 

γ
 
円、一w'
n
u
 

-
-1
 

-4-0 
O D.~ 0.6 0.4 o.立

ズ夕、ソフキカい‘勾萌乙11五負桁傾城 1~4~留守-0/-

DPLL出カレ、¥ソタ(1)とをの



8チιが.

一一一一一
.' iliァう以フタ

ol.B 国/ρ

-10 

一30

一手。

ト一
ータo

c‘2.0 0，22 。‘ユl

一ー一!「一

¥11 1-ーケ スタッフキt 均い、勾市乙iEL負者1々勇士tXJこ花3

シ:ッタ (2)tt~ カD PLL ヒさの

E =. 0‘O ρ1 N二 1
J 

4 = 1/ヨユ



Ko. ?$-

おカジ吋タ1一一ーペー
dB 4 

一/ρ

由 20

ペ

一手。

-30 

-50 
Gュ。 0，21 。‘2ユ

l函 'f-b ス夕、ッつ普労い、勾窃euB1突すまI局員工科

!こ花 3之さの DPムL 也カシ~ァ(ヨ〉

.6= 1/32 ) Nコザ J εz ρ‘O ρ1 



rるA'O. 

ト一出効ジ")タ

dB 

トト4直 "..t

グ;?L
「

一/ρ ヰ，

-20 

γ'YVI S 1直

下F叫ん川んんL

ーヨo

一字。

-1;-0 

0.ュρ tク‘2ユρ.ユ/

キサ“勾菌乙昆寝棺T特工弘、 1'2..

出方ジ¥ジタ(宇)

図与一マ スタッフ

ピミグラ DP l..L f:ta 

-0‘ρρl 同
一5
L
 

人/ごデL¥ = 1 / 3ユJ

「



寸

出効夕、bタ
tA8 

一/0

i¥J 
-J.O ; 

-3ρ 

-4-0 

-5O 

o‘ユρ

I~ Lf-~ 

A'O. d'1 

司~'， . ・

ーー宇.\;~ ./:.~';可・1 ・
‘"ゆ '" ， 

P、ユj ρ，22.. 山こ
スタッフキか、勾苗乙i活魚指傾城 lこ

花3 之をの DPLし出力シ~タ (.5)

Lj=: 1/3ユJ N二4-) εュ ρ‘ρeJ() 7 



A'o. 3(f 

2
 

4
 

. 

おが心、タl

A801 

'・‘.

-.2.0 

" ・ E

白. '-

-ー

-!Jρ 寸$yl
ι2.1 ()，22 0，23 ! 

ス夕、ソ 7考方い、勾苗乙lffi負託1々 頭ヱ本 iこ ! 

一少。&

。‘20

図宇-~

私~ 'Lをの[)P LLtb、汐シ~タ(/，) 

ム之 1/6!f) NニI) t:ニ ρ‘ρo1 



f'i A'o. 

~. '_  • i ~ 

町-. 
‘ー'ー

吋 e・
噂.

一 白今一.'.' .一-'. ....、←
一Iι"よーρ. 、

・1 可博 守一 、

. 出ウジ!フタjeb  
dB ~I 

. 一/。

トPイ~-20 

-30 

四与。

一一J人
中

川

ケケ下一ーでナ寸

ρ'，2.2 

-50 
P、20

すい、勾自己~丞領訪々頭立合( 1<.. フキ入夕、ソ凶 Lf-10

おサジ、フタ〈りρFLL 花 ~'L を η

εこρ.00ρ7Nニ今LF A2l/64J 



出サジ¥フタ

0¥8 

『又0

-117 

-1fo 

-50 

4 ・.

.0‘20 。‘ユj

A'O. qρ 

一一一一一一句白._.__..一一
マ"

4 今.・
邑巴 -

0.2ユ 。，2:3

i現宇一11 LPしし (1 ;j(尾山私〉によるズタッフ

レ、、ッタ抑止/持性 (γThSイ連)

(フレ♂ム同浪芸文寸目見山たサソト)ー .

オフ 1%1 ~彦警久 O. ω lf ) 



yo. q/ 

直 4ι-Lf I'V図供一;0 のグラっかう‘状下cf)

ゑも~4i宇ず、得 3 昨1 ~o DPLLo)出始シ、 η タ!こ ld:.

ブ々をな U ークグ挽以‘久夕、っフキのイ色にふコ

マジ、")7すiyJ王女効率 I~ 九しく裂なっマ\) ~o 特

に，スタ‘ソフキ力、‘、簡洋な整数 tt(作'1えは¥玖2二

1/ S ， o. S 二 1/2)近傍に丘やときには，

業しい t.O'- ? ~ ¥' ¥ X与注す~ (1 し かも ー、、
-
7
 

の よ主

なピークず'1見れるス夕、ソフす l二誌I ¥ ¥マは司 A‘

Nでを fえす毛特，)全 1;1t久きちさ&1tな t)。 をめたの，

スターy フ李主員当 /Jイ達Lに定めることず， ン、立

タ吃事r]王手~ J:.. -r、重要なこ'Llこな宅入。次 Iと y

D P L Lの iliオジ、っ J I"Lこのようなfe..d ーア

主'J~ι以今と乙 i二関し寸 i定性的 7主袴討常行う D

図ユーウム l之示 l ~通リ，スr.; ':>フジ‘ヴタゆえ

角球今、 G正弘、る無数の他用法以タモ含人 7'1¥ ¥ ~ 



必?之

ず 4 うぐ角ズ 11、、佐藤f.J¥11区長べ‘マリラ友う l乙、 宅 t}1.

ずれの局、与のす忌中島之間期 iまヌ夕、っ y 年!こよコ

7-え的 iこだまも。 品カジ、っタ i二 (:.0- 1 7)'" 1弘

れ令スタっフキ l二関し 11もi訂成局16の瓶、協 X

間禁H乞認の急乙 これーら-o)今、 /jjη 寸 iこゆず¥

張、憶がA I~ tζ べずなフづえを〈、 .5LP 同期 f

均約マ長¥.)-=--角波すい、存在し7. ¥ ¥-右 o 必')え if，

ズタ η フキ() • s-イ守泣マ、、弘オジ、い〕タ Id:.大きな

C-1 を持つグ(図i;--付 C ミ γ、Il-.，ズ夕、‘J
ー一-7 一一-;/

アジ、ヴタの -YJ? イ~J!\波長)(タ η 有ゑ?長方、ρ 守 j手 lピ

0. タタイムスロット~]又~ ， 7zの同支FlIまスタ

~ 7 1<ウ¥¥¥ O. j /こ近付くにつれ τJ 知、子長に長く

な令。 ヌ、ス夕、っフ寺;， 2 / I = o.ユ22

(図手-b ) 付近 iこ本， \)寸は，ニ次のイ色 I~ 波坂

ゐの宇品悔す。 ，Iま l志、、よ乙2 クイムスロコ トぷそ



必ず3

の間決f-¥I立，ス夕、フフ努カ、、、ユ/q Iこ近代くにつ

れ L 無限に長くな ~o このような字以f&ず大， 

をく 3 良 J 間期のホ~めマ長\\ -=拘;攻取1タ L時

間合ヲにゆっく リ吹イヒす b均タ〕。¥'1 D P L L Jこよ

リ抑止されなりミ-'<こすけ今 dコカジ、‘ゾヲ l三ピーークー

支柱乙ず、手王室由 γ、あら乙う奇えうれ.~ o こ のこと

から DP l.. L -tとジ JI張置に伺いラ 7 

ヮフ 79~をすキ突払 iζ 示、い寸、スヲ‘つフキの伎を

次官芝草1;ヒで スヲフJ一一ーと ?の伶 l~ 1;及

)'0¥タグ") ¥ずにこのような千忌寸長 f 大さく J

如の長¥.、工角球ウ¥，1存庇しな l) iL問 iこ

t 疋グì~q 翠ウt叫あ五但

し P L L d)スマ フジ、

i弓聞
ここ=----;L

そ丘三箪

抑止-
j王特性

とt.l.手大するこ'L I工よリ， J欠の C 工法、，，~ポ\ ~ o 

D P L l の出方ジ、、フタず“スタ叶フキ ρ.5"Iこっ



JVO. 1宇

¥ )マタ守寺弘 γ‘犠¥'¥ ミ、乙 i主 L P L L の特 11、生'L察~

っている。しウ、し勺図宇一 11. ~は， ヌ南元 11の会主

界乙 ιι敦可ると必ずゐよフ l乙， D P L しのぬ

Aジヴタ i二六さなどークた&ず、令スタっフキ

i 二~\ ¥¥寸 lま 2L  PLL宅大でなピークをl:E.-ず、

る， ヌ)明じこヱ?、 tYi"? ず" L P L しず、設す子な

ジ、、)1れT丘特 l見 1とす1 すスタ J フす(出サジ、つ

?の必間 η 七Fタ〉マ、、 jま， D P L L毛友ず予な咋守

性たすI し寸¥¥ 1ιD  P L L '(二 L P LLζ 仁 ι 一一

d二ノ7ジ、ッタのどークイ支量カ1叫 f 致するのはスタ

'~ 2ジ、‘ソタの中にイ2ま片1t ¥) ~ fi品、持が yえさく電

一一一一五)lJE1301五土三位JFJUX金ι」上京弘一位ヱム一一
L によ 7___1t tcr _E-~二れなり 1~ ぬと一塁む旦 2p_崎一一

?に.凶年一タ rvl幻与一10 ~\ 5>スタ・コフキグ勾

面El昆食若I特主ぢにあ J:t為A 句出カジ、叶タ jこビDー



A'o. 15"" 

7t生じI 7与日スアヴフ考 iこ示、¥)7 . I志， A 1と小

でくす a ~" '1 7、、なくヮ旬並カうレヲの勾数 N

イと 7えをくす奇ミモ I~ ょっ t モ ，ジ、、っタ抑圧動

察力、、、玖きらでれ呑ミヒ力、、分ウ¥-:9 t7 

安 iミタ )司禁FlitlID r内に ある下及リ一二二、 ジ、、コ タポ下一一広

特 'f生 jこ対しマ E(フレーム l司法救 7'1正大見イヒさ

れ了Lイt弘次男子;-;(2 ")ク乙 DP L L 7ロっ 7;mの

同坊を女差) I立大きな号~智兜与えな L ¥と芳え令

こ 乙オ、、、 i"をそ注

以 L のを女イ色針 i専iこよフて得 Gれ定， DPし

し η ジっタ千i，丘特性ず 53殺計 )，Dヲメータり

一つ--(、才コ孟 λ タ ァキの!J!~_ I ~l1Q__l_ユ一色壬ρ一一一

、乙ず、

まずま記(* -/ s) l}I'¥ ~ 11:.し 1け多傾城マ 11 l;lえ

夕、フアキのす《イヒ l~ 対 L (払カジ、っタサ2内定識な



;vo. ヲ6

〈受 dι セしない 側、
とずら ヌ夕、リフキ Id:-この坑に

.). 

邸内 γ サ、なリ白台 i之、変 dfこ、ιすけず'で三 o - /3 
-7 

勾面乙 i邑負花?領域 l三誌、¥i マiま y D P L L ム L P 

ししめビ。ークイ立遣すい-敬司わし、ιJ;¥ι 之 L-P 

L L -1;"、長拘十な特性一定ーホす託 i到 lミスー夕、ゥーフキ句

?‘、すフ三と言うこ、ムずけマいき B

しれらめ ζ ℃歩、 β ス夕、 J フ今年茨持活?の

伎が民年'11長Il~ i1，去宅 D P L L ヲ¥ ~ L P 1.... L I二室主失

する場 ~I三宅ヲスタ_..:.:.2フキの~安全ゆ孝三℃し

な¥¥こ L す‘、タウl よ o 乏の季五泉ヲスタッフキに

ジ¥っタ折rli-特性じめ関イ系ウ1 五 D Pし L(まム

L L 'L-の盈 J)、':LI二 人 γ、li ~ι 主クィ主宰な

ず、、得られ



JVo. 91 

ヂ. J 計約 ムロロ

オ界孝で iま，まま格言↑簿に計~~妓シミェレーよン

ョレによリ 1 D Pししのスタッフジヮア抑圧

特 '1注 iこ詳争、切な枝討友行フた。

ヌド警で?寄らu1.たゑι生穿な結論ーは位相指'1q材

国政危し P ししから D P L L Iこ置換すゐ照 jこ

七人夕、ソフ苧の丈史か学事与罪、¥)ことマ“あみ。

スア、ソフキはスタッフ開制イιク D 、ソ 7-ハ。)レス

の間;皮駄によづ T 、之まゐ~ ___t!2___J ス夕、/~字主

:変更する こと iま 3 J，重交換喬在特にお響を与
えるこ ζ!こなゐ o しウ、し L 1iIオ習がI7針田区j告をし

P ししか長 司オト i各又 7いよ主'べ、た D P L L I~ 置す突

え治 ζ さ lて毛 J スタッフキの叉愛ーを委しなけ

ことによ L スタッフ /7を去』謹話 lこ大きな手‘多

1Zセ与えず F 乙の置換が‘可従 τ“あると主ラこ



必 I?

とか'できる このこ 乙iま. 0 P L ムセ pc門

通信マト1にたと用す右上で.金事念， しずヰ，タチ

発?イぎな ζ 乙で‘あ 1J"



が r9

事 ユゑ為

仁、タピ(VLtεγい)樹事'1茶色閉¥i T:... 

長女色魚イち



/ρρ AIo. 

及が‘タピタピ、主主設もq患のまえ SfI

問題束、の建て[，

3 
回目『

¥::] fを監

5望

ピ
J

}第

ピt部(1事q民主 l弔 l， 寸‘、!なヒタ
~ 

主まリ J葬 rが章ょ

こマピゴ秀容、す7ミ長弘通複合の間交主包」才気合すーすら三止と

1;)イゑ活争、 I'J.:昔ヂ年域データー通信添マいある;音

方持寸、、 r~垣べ、たよう工 11;I 
J 

i直イまタ
τど 4お τ~ ， --::::，，'¥ 
~ず:r..!:!-x T 

J'陪季五百とアーの封建れ泉 J等のタ
。
ビ ユ
、
“/ コ

マイ弘法主し問ヌ与の哲差帯域 i電話回教セ体イホと

I/'、、タ lレグ)点、ず、閉じディ師、、i重イも-%¥'1" 安、私 o行う

乙7こPミマそ首i撃:ま寸‘'pj又扱フマ通信者 l'、あっ

マ¥) ~o fv\~直イ之、ム l主要企 フ

~ J1 U子及品「の 3年奪以降にやけマ、、 jま~ {; 杢二空

/持?欽づををのめをψイ手じ、も'~hIJ 笈じ、タ'てイあ工し と
子

る?響、じ‘織 ];11~セ安町イヒ寸ピ‘デし筒半 l~ もえ B丹



A'o. /ρ/ 

の「れ完塁走、セ SI3tらウ¥I之ヰウ o

まず!:>- . 2 I桁γ¥イ玄』差ゑセ等イ極的 にず、ィジ、

タ iレ PA M芽包帯域、伝送ゑ i二-::t...q" )レイιしl 1) 

手~ 0 ふちとく E . 3 時マ、、 lま.ピ、ヲど、主坊主1)誌のイむを

寸とも免Elj=lし ? いる。 長?を I~ S.. チ箭 7‘It仁、、タ

C械やJ:器~"\lでの今ィ七手、 lこど仁ぺt よリ勝れた竹

'r/主主守、す乙 、ι乞う文和天 tをろ11弔1')与こ 'CI~ よ フマ J

B丹ら--D¥ Iこし 1 いづち しずし i明日奇 iこ こηもも主

1I J ~混五、実用化す私 I~ 1古」修二大しなけれ iずな j

な t¥ fb~ 是主ずえる ~ 'L ヘ‘、寸¥¥ ~ 



. Ho. /ρ之

5 . 2 1:千 イ弘法~のてず jレイヒ

ビ、、 J C、主制 ~II 笈ちι ィ22むず、{タ通信今、主00. 5イ

めようなず、ィジタ jレ p A M 1.怠帯域、伝誌をゑに

モず、 jレ Jとする。¥タ?家のも芦キ域1ず、 -7直イもゑ

で‘ It.安調方刊行われ句1$_屯帯主主、伝送力刊行われる

こ Yこl主野、 13 ， し少し.名速なず、ータ通イも争、 γ‘

iまz下平安3守宅 3角女労 l二手11 I和司今ナ~'t) 通 l津，依す品安

も同 4、.、帰いられる d 千島九十品?をも同 iこ よフマイ主主ず‘行

qJ 
し
イ
わ
，
一

7

R
一

ノ
A
1
2

υ

送

川
、
一
，
，
-

ぷ

一

白

、

山
川

5

、、

-Aa憎

い

列

引

法
九

ι引
い

ド-
4
4ー

ポ

一

山

|ー
ド一一イ弘法定会

H臼)

主性昔 NDI之

でたイ言ブィjレタ

4ω 
ぞT
サレ?Dヲ

一一九、 1

じ、タピ、

i殻方ijz 

図ト 1、}シγル PA M ~主 l包常吟1 伝送~，てすもソレ



yo. /ρ3 

vh rKマけ合 4、イは，同波数の平行物私 I~ よリ.

2f 俗的に茎鬼帯域1 イ弘法話~、 I~ =t-守、、 lレイとす私こ工

併?
ずの可官色?“ある。 三李会各矢マ、、 jk守鼠十長女主簡方万九、を

再i¥¥今ミ L寸己的?え Yこし l ¥ ¥るため 図 s-1 の

ぶう l二葉 7包キ域、伝送各¥に宅二ず jレイ仁し‘ zzi各党

展開し寸友¥.¥ D 次同 l二 J吠翠とな右も乙 33fをうええL

し，焚づすのイ反 1たすき行う o

引す)ゑ佑フィ iレタの間減数 j持性

片付) .伝長助の伺波数特性

G行) .今イもアィ iレタの前月数特性

寸 :i差イもでL れづら JDシレポ jレη 時間間?あ

χィ 8守安Ij i 1 I~ 本\ ¥ ¥ 1: ~設作ミれ t 芝工作弘号。

治%、 iま (M-1) /2 . (H-3)/.2， 一一¥(1-M)/2

な今泉なるパイ固のレベ、 jレすと等F濯キ 1、、買又

治ビ仮定す念。 吃し1.. ..，弘、よりが手 1，



io. I f) 

タIJ Iま私色散時間え学台色 F危キ活経マ‘、あち

乙すヲ~ p 又喝 買のタ昔久を σよとゑわす p

EYち 0才全 E ~叉L乙 j

一(附-1 )/1ユ (j-1) 

送イ全保1¥γiま ズイ 1:" よ y作 5 れ t イJ シ jマ}レ

スを:ヲリ rJ，.tオ) =乙ワ(A.'S (士一〈寸 今、.、逆しイも

フィ}レタ屯過し寸仏送¥tJ.?に送ろ寸l'( ¥¥ 

呑 L '7と人手。

会 :時支'1イT I~ 京\ l¥ 1. fLられえ切手毛セピ、タ

ピ12哉、名刊誌は全日立てある℃識もIjし寸 l¥ ~ 

ビタピ制民1)混は活伶フィ jレタ(引の)ずう令イも

フ ( qけ))ま 7、のイシハo I レスた培~\\' S(オ)

マ‘、安〉合ヒみなし寸 7子号の識、~'1 it行う o s'的の

すよノプ jレ時茨Ij i T におけづらイ直を弘之家のす D

ここ 7‘z ら心 -= 0 。くo， {. :2 k 台一心



必/() s-

包似たし

{ So， SI .1 ・・ e ・a ・・ 51<-1 ] (&--3) 

なゐ Kイ曲のゑ列吃 D工尺(D e. s lγ乙d 1制作Is乙

μ9 
bs p 0切 5乙〉と口千 13;、o 久， Kのことを D工尺の

長セとロ乎今;、ことにすゐ。 オ三許次後. K を D 1-

R の長さ以外のも乙 231二 IJ: 1引けなけ。-;;モーこで¥

色JZHKO 庁、.用けられた乙さには z 特にことわ

リゲ罪、く'ct- 吃れほ D 1 尺の長ミマ“あ 2むと

うちえ_~_I員きた L\ 支 lζ/---~次元』の D 工尺べ、

ト jレをズ

3 全

(s -りで、 1えも1三z

IT s 0 5 I •••••• S /(-1 (.r-

d (5"-り j三京、 lJ令 l.. . ..JT Iq主主主主主~-ι-Li-一一

T.、次の~， I二3主主すべ、を?"ある o を Ihlま‘安?字、

の仏法令、戸11)H tt) 6 (f) のイレハo )レス;a悲を時刻

iT 1"サレフ。ルし 1 符うれ右手‘9"'1ヒDI 尺 jaJ



ko. /Ob 

F .$.1-1.. I二，イ乏かに実なっマけるこモマいある p ユ

つのゑ ρ!のよ童¥) I~ よ令都響/j:.後 7“定義J され令

仁、タピ論、 hl) 器入オ雑考万ズタ j乙挟~される。

三→イゑ選手法がう抑止71;;本設者 l正史 17字台色マ〉

究 ηrあイ別ハ。ワースヘリャいレセ生μ ヒ系わ

時女IJ i T 二事、¥，マピ、タピ i~ hl¥ ;震に入カす右

畳二主おとゑわ之」 この乙さ

K宮 7

J 4  全 FL041tL - 一一企ーの

工主J義、さ似る恥寸己問¥1る-LJZd lま

z 1，' =- 1Jィ十竹心 (グ-6) 

、、
わされる Id-. ビ、 7 ピ、tt);XJI 1混入オ雑も d寸

d&' -'('、あ Y 1 __t'忽のニつのぷL愛ヲ155V〉マ¥'¥な。

21の一つ ld.‘イ広〉主主多か 5仰のフ九本盆告方、“令イも

フィ iレヲ q(t) セ通過し九政、タ寸“ある。をうー



必 l'フマ

つは，官 l~\ 0)イ玄送手、 戸If)Hlj) qtf) のインハ。)レス

た l若手 IJ が、、え在には J. D 工尺 I~ 等し〈な l )ため lミ

生す'‘ゐチガ管弘美L均;タ寸、、あ争。 ζ に γ‘竹千 iます乎

判定洋F在考過程 γ、あ Y 吃グコタ散を α?で'議長Jコ
コP

す o 反了ち

。?11 全 Ef 竹~~1 (sーマJ

安!こ テピ、タ~\\ t主~' ~Il ~えのイら維の説明主 1a 易 i 二

するた均，以下めも乙 ZLt 1え為すら。

i差ィ主側かう i主~ yへた庄送位協与3F， C足。， χf.… 

、元N イあ会乙イ反更する~ '. (N寸 1)次元の紙

ぺ、 I J¥jレメセ-ti，'L S--(f'). i“生五し土J これ宅 j差7i

ぺ、?ト jレヒ汁 dJIo タ Nt?白?弘ヒ Ll =}ち九マ

¥ ¥ ~ 1)い )N今、、、 jゑ?民大 l二 ts..コ τ会メ急く乏しっか

えなけ o

X 全[覚。叉'X.l. ズNJキ (s--~) 



A'O. Jo? 

XlL7寸九、す1;;イも毛ぺ、 7 ト jレ1tが) 筏が、 l T安A

べ、フム jレZ 今雑話ぺ、フト iレmをーえれずれ Jョザ

(ターヲ) (ター /1) (S--11)マいえ売する o

Y(心全 I'lj. 0 'lct， ~ 1- ‘…… L…" (!i-1) 
j告知は去、 U--!J) マ、、定義、芝れ戸7.. ¥ ¥右 g イ旦じ y 試1

f!)-ヲo1“史義ミlfLl ¥¥る Y似)すと取扱う?良リ iにホl

¥) '7は

'11.' = 0 t〉く0) --t>N ( $"'-1の

じ考え右。 ミミで，芹ずだま令 ζY似) I志一主、

的 i三えま y うめベ、 i /.¥lレ li 1対 グ〕対応、芝し

1 ¥i ら

玄全 ['10 51， 'l，- 丸山f (S--l/J 

zの j奇事室 Ia:式、()-6) 1、、与え 5れ念。
「午

前全 l 110 竹1 ヴ}之 、ー崎町崎句鎌崎‘ーナlN作品Il' (s--/勺

~ o) ~穿意的 i立与t に正ぺ、た ~'^I t." i旬 ~II 器入



/0 cj A'o. 

よ内法芝 j色、ピ壬¥(5"-6) シXJ二マ“あ布。カ茶色老 h'l.m

在-/3)わ十'1 (%) Z 

カド f弘、主ザヨ D

u1十1)ターあ 1主間づ〉が存在ヰト iレ's、えイもぺ、つ

z作号ぺ、ヌ℃来 dっす。セ送イもセ閉℃ロキ 1〆ヌ乙

(ゲトル l 1J'" X与活与す 1dと食品ぺ、フr ()X) ト jレ7 

次元ム l空間主今イ志台間とロ与が句乞 γ‘秀、~Wつ

OO/.吠事 iこなる i乙ユちの 1えるな行フた当

ーノυれ

L ~X 

同十

=t ヒセ i二 lま Jず、，安 iこ，新たなま乙男坊¥"ゆ撃な

ゐ虫工、、、定去二主グ〕つ



必 110 

5"'. 3 ~r t:"タ C、梅~'1誌の i主主主') ~患キ主

主J告す.1 Id:-.. 1::::..¥¥ 'Y C' 識 ~Il 漢の識~ h'l i邑佐 tと意義見合守

lこ分ウ¥')やすく主え θfi~右 J 以下 1'-法‘べ、てむきたSfI

のイでにも争再iたする方玖ずある γ '1.'if¥. 1，-つ l) 

寸 l志文前ガ 11 を参照江れ T¥..¥ ¥ o 

C J ~\ ~もむも'\ ~ Iま食作ぺ、ワト jレz一位向 l¥ t 

〉主イ会べ、つト iレ戸主推たす布張-iマ、、あ与法、"之

め?京、司以下のようにス(め宇佐!そか‘行すつれ "t-J 0 

安全空母iて乙 lL示、 l¥'"1__，今イもべ、つト lレ宮 l二

宅近¥) JE.髄(ユークリ、ソド:tf融)にある件毛

、々フト lレ γ伊)を戒める コそしマフこ ηYが) I-=. 

対た、す奇 i送作ぺ、?トルメの jf;撃を長方¥ S 討)t.'ゐ ~r

号ず“ i差ィまされた℃推実有志。灯ち

ァ乙 ¥11- -1. (AX) 112 =:例ム¥¥~ -1が)W ケー/り
γt>>'~ 人J 〆ーをう五

(イ思し 1¥・1¥ I主ユークク、ッド1 ノjレム花木わす)



，，，
g
 

，，，， '''' 
A'o. 

~;;あョミ (S--) 4-・)すけある。わ~のな点:'% 九 FAあ t~ す

の立寄与~I-iマ
3

つ
グコ耳ヌ対t己dめて虫干京 l之生二1 J 's 

マの計 j車色付 l) ， j'cぽ)Il '-u 日てI~ づけイろ
.J. 

/対事tJ 』
ム
ノなるすL I 寄与 ¥h値を伐す守がらη 

免
許す主主大てiこ己ιイタリしみ潔う急巴議文 l志村 "'+1にな

ヲミ久学的なイ直 iこな Jlr 1車不台ιマいある." にの 1~主 lよ

lL 71 コすじ、、 識も1\ 完21立以下 I~ 守lじタT、、 1 よ

行歩?γぜ勃j
シワ\1η 字文 ~1入を i明

「

九、

イっす ? ミ7・フo ¥つつ、、ラ

づモ

、ソ

念。l ， l η 尚もIj吃 fr件片付 lこ送作~~号¥ i ( フ

めるの 7d ，詳しえは1、は且三塁な説四円 lこiと可、、、、

ぢlh寸と桝Mt.)し寸ζ文側、 f.'f-Ctjヌ、、ムじ¥ア lし 7、yじ、、タ
z 

夕、、イプ〈川 7 ・ 70 口つ竹ラ Jレ7叫セ向いすこ林、党、

れたけ o
“
flり

するま与私文 吃づた竪ーさ雄、たに Ptl

私。な窓会乙 Zう花、定義iすゆ要 iしまず A

マ川急列 Mゑ屯式、(5"ーノタ)宅〉ホjから:生イも%号Kイ国の



ko. /12.. 

Ut全 ( 'X~， ~*-_\，、、 J 円、， 'X~-I< T' ) 。ぎ金二重 N十k-1

向日心

-1¥S1し ':;(ζ ヱ O 〈くO .J {"/  N 

九 It異な右門イ凶の 1犬、徒、左耳又ジうるずら，点刀事丹

時京'1 (長三 o) 径が.最終時刻(負ヱ Nt に ~1) 近傍

セ下手さー μ九i主要なるげイ自のが徒、主取リう私 o

づ之れう糸砂も包えた新 f，，-な事:数吃 i引けマ 3μぇゲ)

乙悲くわず() t{fi. {J、) の 1番目 "" (k -1)各自の事

事~ -f; ¥¥¥ 吃if¥.可、、れ， 叫え守¥ (ポノ) のス色白 r¥.-- k 急

自の妥急 I~ 等し\)之さ，

h (j. ) (丸，五:777::コ二三ユ凶J

ぷ』」主主ー-Fーで二勺D
fオザθ-

bdつ二はい
J::;r，ぷL→一十→
守

fA..f..J ;')ずう μ氏十I(幻ヘ l本選物可台五 1"歩、る げとL閉じP?っ

又 fAえずも 7N右急ヲ'1を-0¥' (t-づりのよ会 l乙 1友会



;yo， 113 

す右。

U(J!.) 全 (Uo (1:~) J u.， (f，) ~--ニメん)) ()--/り

C ミ γ‘4.7.のえにつ¥¥ -zぱ-s..1J.'f"J 昔、 sμ府 l似+1

へは選ホタタ官j.告ei、、あ右℃す及。

之内之さ ， 戸'LUlN寸十1) I本 1対 1η 対応1]¥11あ一右 o

との C ヒカ¥~、洋花守色えするこにセ υ(Ntト1) の

千径三さに f五千笑えラこ工ずけ可情五 γ‘あ令。 受 l~ 式1

(!)-/(?) を 1たすらす右 o

入ィ全 (ゎ-~ぐ)三 ケー/(?) 

式 lグイ) よリ恥乙凶 i手{対 i 対応、花なし寸¥， 

フ~ () "1のため ryィグ、入ヲ& :!. i{'l T ¥.. 'Lさ‘ A'L' J志向

らーさフ て吃のイ在力1いえま予三o-2-L7LJ一位[/2lこ対一一

点、するスft kfMtf必)ζ 先くわま」 一方

ilz-m)irzEム ケー/デノ

か‘、威主すみず 5，対 (sー/りセ最 lhイとす a急列



必 / Iイナ

U (N十K叶IJ-t-.戒め~ミ乙 I'L友ソ角ヰ炉、得うれる。 B守

を'¥-( I二ホ¥¥， 1.ぬci)を貫1 手私事'1Ulむの寸寸、、 F

乙し
高品o 、

セ 最 IhÁι す争~~ fl} 7: P (以t(t)) ヒゑゎ

L 可し寸， ~η 工ミの Loh の値を r(μ川

と表わ事。 C:rラ

十4

r (uィu¥)) =.伽九 ZLf比例'J)寸 l{，¥(仇、(f)) (S-2o) 
-';f--;;-f>M ヤーーっぞ帯。

但し，免れ{矧j ずる U.{!十，(?l1/)ペ j主選物可縦

了e，) の1定孝弘、ょソ y ヨ封、(s--I q)セゑ1日ι方。ゑヲq

U(山一1) Iま. fCぱN十トI(})) セ最d，バ仁す急係列 p( 

ぱN寸ト， (が))こイせな 5な川 e

ろ，臼守主qゼ I'L示， 't勺在 1 の代、(Jo')Iζ閑 Ll ， 

p (u~.' (/))ピ f(μィ(i)) かρ ボめられマ¥)私じす勺 o

こめ℃芝 吟次のえ主主 I~ にフ τB守家1\ (心十 1)Iζ 

が ltゐ P(以ぐ+1{iつ)ヒr (Uふ， (f) ) 7J¥¥¥旬 5 I{l ~ø 



五 //S-

党主宝 5 -1 

的十， (-;")へ遷物可台ιな内/刊の中昔、五円以バ制))グ最

1h 1、、あや的向t)セポめカ g この内(w.) i?:μ内)と置

く， Rfち

r(以心(竹)) '7yl--レyi.

M寸 4州斗
fC Ut'l州)) ケーヱ1)

このじを ，私ヲ1)p(μt、f刊)) I乙 μω {J.つ吃イす加して

?寄 4れるま介たなゑ亨q~tl\ P ( L{ i'+l (f) ) で、ある o

も2ミ 9ft

ボゲ -2

「(μ判(れ)~ つ九九 L ~Æ(μぷ制)) 十スイ十I(内十I(j旬。tz-i吋一一せり ' 

一一二訪島λ!:10~__~~))山川J)
十ユイ十I{μ.t'-tl (iつ) (j-2.2) 

イ空し ， !l.e (勿 1) ウ¥5 fA.e寸1(11'1 ')へは還特可管長

21、が与えられ寸¥"¥右℃さ.ゐ(内向)) Iま μ4向)



A'O. /Ib 

のみによ〉マえま窃ずら

世~

f(内+1(f))コ立与;r:J il ~ (u.~ ( ?n ) )十位丸、{().1.'(m)) 
回

十 ス州 {μらI(f)) 

r!;' (j -20) 主用¥，ちヒ

「(UUI(}つ)ェーム~-f (lム:Lm)) 十九+1(仏、+1…trJJ 日(子必

ず (j-2今ょリ，r ( u 1 '-t¥ (Jつ) [まれ的/判))モゑd，.[こ

す"9氏、/均)Iこ ζ っマ t定まゐ寸1 ら，更壬ま 5""-1 If'も正

aRミ lれる。(吉正明会会リ〉

Yit I か、売をイもミリへた之さ J」iEF笠宮寸 !こ菱さ k二年

ての的+I (;;'/) I二関 L1 P (uω(}') ) ヒ了(tAi十1(J'))すとポ

グヲ右 i台時を1)毎!こ 3 このような再Y争的な攻1v

t~~会返す乙'L I~ ぶフ T ，最終日寺刻 lこはず ( s 

一/りを急 d，にす合ゑ列 υ例 が、えまる o

安芸宝 s-1 二茎¥) (最過簡を拾えする計官玖

は夕、、イナ?、っつ 70 ログラミレゲのーバ、用。リ



;vo. 11 

マ‘、あ令。 ζ めようにダ、イナ;、、)7 'フo 0 ゲラ

ミ シワ叫 η 守安私宅用 I\マ送信号~ ~ ~ '111を守色合更す

f村 j
2~ y Iしコ¥1 ~ス、、ムセピ、タ t'\. アルプリス、ム と咋

zf‘こ η 言t~象広 llj基く鵠J 胃1)説 η ミ℃をピ、ヲピ、

'-、

と三つ

ミ t'(.、、 治九i主要な右 Ml(イ固めが‘徒、丸取る叩才、

う定王室子1 1こす、ミれ右 41長草花 4eの μμ;;'J(こ

つけマ行う I~ I'd-. j告白寺安'1毎一!こT1
K
にぷιィヲ'1-L 1ミ計

唱す、、/φ 穿になる。 ごめミ℃から，ピ、タ仁い i弘、 ~Il

23f鴻毛ヰ'1¥えのた幻，ゑレン寸fiレ間隔(了紗)

l争 i二行わなけれ It¥、な Gな¥)計 j車臼挙矢 iま門κlこ工ヒ

イヲリ司るこ℃炉、必ず急 d



五 /If

どタピi惨事1)誌の特長と

ttのPT'l得、点、

ιJ詮「つ

た--1]'、、 zじ‘も域事'1認のすψイ手セ祢先もえ L前前 γ、ピ、タ

手持、の jD¥母、長、角的特長之、実用イιすヲド 'e.r ('、は
+ 

今、 lこ~ E>f' 

仁、タまず.送イも 254らか'台色、等 pをキ，主L今

ピ常日'1.混入カ本金もがど方旬、ず台色記夫見?、、あ各企易

じ、、?じ、 ~W ~/l 訴によゾ，五~L推定値功、。待ノぢ i二 i主
.t 

jレa すい、注Jli-すトぺ、?戸
/ ミ Yこを示す。られ?

ト jレあへい

J 

一- 32土者-ji-友_i('}o C回ム主企:す o

るメ案件村P産キイミ急設ポマ‘、 aすい/主匙すが‘、在と疋乙し

去、 (S--l3Jーより
一一tC~.l l?)一一 ーと-京れず a日 窒度セ

トルず、 rn-r、あるF濯キ哲授はヘゲフ多色ニき

二台(~- 1似))?っ(1tl) 

(5"-2ヂJャ(玄¥}' (%) ) 



A'O. IItt 

τ、、ゑ iわされ今 n 更に勺メ Y二γ(>l!)炉、 1Y守 1の対

/たをすること℃力帯同な苑キ海強セ行うこ 'L'

i~ d二リ

や(的) = p (玄 iλ〉

1o(兵|玄〉や(玄)

ヤ(%)
ケ去の

す、、今寄られて弘 m グィ多色征夫見で、 jろ令 之をイ石 1疋

マ¥i ;与治、

同6l:吋t

…ペ
2.U'l'iL べ寸11

 
m
 
¥¥日刊 仔ガ〉

イ旦し J a.は規扮イヒ 1乏をえイ、あータ。

か、万立すZす為 o ずく ( s-一之b) よリ. /lz-/i似)112 

を最 ，]¥にする Xは宇(刊を最大にする a 更に.

ベクト)レメか‘筈雄さf-r&起す呑ミ ζ，~交がし~



A'O. 120 

(!)-'2りセ用¥，令'Lこのような災は卒後減キ

ヤ(%I ~)セ最大にす b こ之ず今世 i 令。 この乙

とかタ 先 i二組ぺ、 r~ ~村ウド、 fi:x'1L し可日~場合

i二 1j:. ，ピ、?と、、均~~l\ '蕊によ〉マゑiL推え他方¥"得

られ r 長過な食イもす‘、竹われ右。 このすミめ~ピ、

タ仁、機 ~/J \~ li .しは、、しはd 令長丈;急列槻 'tl/晃三 f

M仏x"'YY¥ vl wt L，' k e L' h 0 0 d 5叫 MγtC.εE  st~γM 

lf LtL3o しずし，一布三 I~ I主、ピ、 1 t" i判j完11~入

カ7、の雑宅内/努 Id-.令色王室乞土'/'d-. tJ- ¥ ¥o) γ1J--iFL一一

え〉宇佐えイ庖 lま?寄られな l) 0 宏之三 T、、 J 非論文 γ、lよ

最先;私利主的汚1J器乙言う先制¥1t.. ~いな 1 )ことに

す b

C タ C\~~ ~Il 号27、の系fまもんザタウ\" 台色万三夫見T‘

な¥) 1.皐右 i二ヰヶ dせの今イも方式、 争、九約 l箸ィι完SWサ一一

仔付~引ι母 、
寺'1~之 Yキ還方索、 ) Iこ比伸，特性ガ仇 t支持τ叫



yo: /之/

あるミリ1" • -j( 'ffi1¥' -(' 13 Rらが!こで川¥¥るヤ叶一

一般にヲイ弘法法九(ずーレート)示、怠くな 3

じミ，けがな? I争体方式-tと開¥''7千，その特

性 l主要主イヒすラ。 しサ1 し ， ピ、ヲ ι1旬、主刊誌はイ弘法

法?ミグl包逮になる叩とさのわ得セ長毛今けにく

. 附行封7
1， L主フ特長 か、あま担?のため，伝送i主一一

11すい、 71ク(/ 0 0 hr5 y-むえるち1.i玄本音， 1字主義ずい

ータ通信ゑ η 拘~ þlj 哀 ζ して，どタビ‘諦~ ;:;'1器乞

用 ( )均こ ζ 庁、不失言ずされ τ¥¥ゐ o

ピ、タじ、、言も~h'l ~えにはこのよう I~ fI券tKT:: 特長ず

あ手段面‘決前イヒ寄るには つ大きな f打数ず'jう

るo ULLL111114べ、た過しt-"J_ιj明主一一

才、、 J各シレホ、、 jレ間協(i ~、少)場一!こ行わなければt

な S な l) ~安官回数ず‘ jま It" 門κ iこtヒ必'¥し 1 t官

久す 3 ミて 7、安1 ~ " 乙のよ質強回全女 lま Kす‘1大芝



が /22

くな令とき，組~ゼL i争的 iこま営大すヲ~" ~そのた

め，手見1乞の教弓一日続技術主用 1) '1-=f-， K 力V

強‘)]，さなイ査を取らなけ限 J • 仁、タ C 角川i 器

キと突ま見す ?会こ'Llな)!l支色イあ令。 Kのイ産主矢豆手お

すラミヒ Id: . 1送作フ"，( Jしタ，域 l主，すを 1tフd

)レタの調整によっママf 能 7‘1)~ 方、‘2 .，. こfJ) とを

じれらのフバ jレタ特性と D1尺をど、のよム

lL立てめ 3べ、きかと乞う ζ に. tJ.fち. こ ~ 5の

素通ィιを行うミ L I~ -iを婁 7、あ â 0 ~欠者マ“ lま.

乙め問題屯;7S'家す an



S . J憐れ ~ 
"ー
-守口

NO. 1之3

津守号 γ‘i主.ど、タピ、主主旬、日I};誌の動枠イピ手続iえし そ

の特 If生かけ従来の受付私!こ氏へ、、マ‘時似 t ¥ ¥玄

ミじ吃文書i犬1tろ I Iflす~ ~ 'Lによフマ明ら寸夕、!こ

した， しがし D 工尺 η 長ミウ判長くな三どで

/少事な海事臼数ウド1組ノ包せ念品的 lζ 工営大す 3 と言

う久ミな Fo'~東京、 f ぁ y 、ピ、タピ、制弘1) 誌を安政

す 3 ためにはヲこめ長ミモタ豆急揺しなけれは、、な

らなけと℃吃泣:へ、、た。

級キ也粧の宇佐 1え 1，"，-..夕、イナ。;ぃy ク フ"1コつ机

ラごンつい η子支 3私有斤1¥¥3 ミ工 11. ，余万ょの，倍'11iJ':f

主主協のル有安匁 lこよフてナえ家ミれナこ i吃れ 11- ， 

レスラムグ")~，供、従‘変数推え宅自的どしたヰ ηγI

安〉フ?と。、通イ舎のめ問 1'- このもt~手以す‘、点、同芝

れた最初 η イヲ'\は，プミたみ込み符号の最メ~1安号



M・ /2.づム

猿竃 T あ争ヤ乏のすを J10t'r'Jιy !こょってデパジ‘

タ lレ盆イ舎の識別案ヒして伎芹l可従 γあ三 ζ
 

う広回すべ、き C乙才、。宇急措lミt.h1三:勾ピ、タ t..". ア

jレプ、 y ス。ム lま， 吃のイ色 I~ 宅 p 今〈ミのグ野，'-応、

(4'1) 
斥li7) 合~ -(、、あ 3オペ

ィミ 1Yl1ミ¥ i 0 



io. 12!>-

事 6脅 今イ宅フ ~L レタ乙 D 工尺り l司自寺
最多1化

L . 1侍 ノキ ー
す
口

仁、タ Ci制;日'):器セ女主丸す争?智 I~ I志，。工 1にの

長てとす、、?を，女王くなけ水 li"ならな l )こ とを前!

で括備した.，彼に 1去作フィ jレタ 又 IJ:. ， 

今ィ会フィ j レタ主主I~ 整す 3 ミ ζr~ ょ y ，2 D 工え

η 長さセイ士す芝、!こ択豆急拡す 3とにす‘、可れマu あま。

三o) 'L ~ J-Ld jレタ性 IpιLD 工尺 ど、 η よ 3

I~ えめ三ウ1 と言う乙'L I主主宰な r:-j数 γ\ dtJ 注。

がをの!第一の目的 lci送丘金一乙ιjレタ?紘え均怜

生J Zえか、、 2 p 工尺の長ミグ'与え 5lM '( ¥¥ J と

乙J 最過な食イもフィ jレ J壬D l RーセポめまJ

ヒマ‘、安〉ふ p ヌ与をめ j葬ニの目的 Ia"-与えられた伝

法~\ I~ 示、\，マ J D 1 Rめ長ミ九どのイ直!こ定め



/ユb

'[ 「

L 

特

ko. 

jd." 特 'f生カ¥¥，R京芸!こなまずを戒め手づるなろ

尺の長ミカ1リ長¥， 4主zD 工-i込じLチ7、、あま且

ピ、科1111混せと 1矢王丸C タ歩、し 2しな 3-.0 〈、性 i主食

なイ直にだめこのイ直セ盆む li ¥さr~ ~ '''-. Iま3 笠

D l Jミの長コミモ

主

な \r-~ --2そーこ γ、F れ iずならな 1

設す子な特 i他方1¥、1女印とキt γ 保亘急拡し 1ヒJ、ζ
.;.. 

Y 主主宰な閉鎖 7いあ~ 0 

司、
、間lYl ~ウ 1\ムもうう向日一寸，

んペ
1
・

苗
J
A

吃行 l) よ~問題 tと餌え九め|乙吻一生土佐討強

長ミカ¥'¥~4-支、 i二長えなりう 3 ヒし

"( \，~。t~ 'L乏の特性の上醇イ直ヒ比較朽¥討し

ビ‘1i旬、男I)訴すとメz~)イZユ包?で、 lまt，'、タます07

3~ 1-t殺の訴イqJ121一一迭さFLの特 'jι釘イ活 iこ i引¥i ら机

読売こ~o ¥ ~ マtヒ軟1trtっのijへら~ 数セ史Jゑ1ー」→

長島 At-法 lミ抑キ1)主力口3昨?、、|志 a従来のb L 

夕日?マ、、 i怠，来アらによジ. b 
t 
T キ3 ¥ ¥ 'h..L 



yo. /之7

T芝表され寸に今イもフィ iしヲヒ D1-j尺の同時議通

保叫収タ

ィι 法をもた明してい~ 0 6 -!) ~rγ、 j 主， D 工への

長ミザイ生支、 iζ 長くなっう a 'cした工芝のヲ句

性 η .Lp良住宅備が1的 l'¥.討潰し 1 t， ~ 0 ゑ?わ之 2

6. b 1砕す、、 l主aD S B ，S S B 両仏i生会 i之つ¥) 

1争久イ遣し計 l議づ弘行 I¥ ，符も41..ブ三れ系ペ η ，75'草セ

47フマ¥i ~ 0 



/之rA'O. 

許縄問を久の突義J~r 2 

2 急宝イ@茂iJJ1 、，h
d

本能 7‘、 11..1ゑえ二舎の材価 jζi相¥， 

hゲ円

イ干z 牟来 .今寺 l)仕も手相 I~ Iよ数の 1主義、吃行う.

こc

.;. 

? 
J 

~し3 へ‘、を γ、あ守
Aι

れ該 yをjf'1jヌ 5

領整されたイ弘法令 ~I" 長阜、イ産す‘、最 tl，になケよ主

にご主主持1別誌の符5fs言及CC' 1 ~ 入y」な急 7‘、あま

がの幸良 i告。I}れま T¥1然っ
綱、

'-し l Lt タフ宇\~関

織号1I混入庁雑音が台 tJE犬たで‘
併がぜナり

ず“ウい、あま
.J. 

を31急ノ合色降、~'L-ゴの計?舎は困菜色で'ある《認う

こで『託倒的 i"Iま均フマ苓主土皇ーす従な許イ面的

ず三手金にてfi以下これまで、 J弘笠!$-墨 I~ なさ

小
引

「

、h・

.... 

IEの許イ宙開設 f;¥ンヱムー単一三也LJ-J一二部 l'

ι・'斗叫，
hdHE 

f--
、

らの佐ウ¥tI大芝¥¥位.織広iiZp特性 l;t良女与

3傾向ゲ、あ忌 oにな号該リず、、少な¥¥ ') 

とす gっ&1叫 iくで、あ 3Rの長さD工



Ho. I 

日)ピ、ヲ~\ i~ 7;11 混入方?“の
け丹

SN ~に

じ、タ仁、均 ~I) ~入 IJ 7“の StJ r-ヒをボ C{;-1)て、、定金L

これ宅 SNl叫にゑわ事 o

'
I
V

‘J
一

之
心
↑
一
乙

u.
ヱ
〈
T
L
一
E
一

ゐ一一一
、.ノ一K

一

、
，
，
S
E

、町 作付

す主 (6-1) Iこ式、 (s--;-)をイで入し.式、 {Sーヂ)宅 i引いま L

与がι) 山一日山
tfr=-:kj一一

か、す与

一一寸.If粉-v-め
ο)、文 t:iJ5 N t-I乙'

送イもべ、 7 トル(1=¥' (S-Cf)) ず、夫 7、、あま 12.-毛す ψ¥

わらず、 C、タじ1す旬、 hl}.器 ld:，えれ LJ実な a %ーなよ

三二ヱム lレモ訟もIjしたじす忌 o 万五えヒ主義乏一委

弘主と(%.)交)ヒJ表わ 7.x ，会 I~ 対炎、す~ "Iも

号べ‘、?ト jレ(1¥'(5 -1)) iと，え判ずれ，向)， 

'1(%)マ叫あま℃す s 



ro. 130 

X ， r (刈 jま，~れずれ.ヲゼ (5-8う J -U-~ り でゑ

れで似~ 1)¥¥'余， γrs) It .去、 (b -3). (6 -'1-)で‘え

義、ミれマ t¥ d. 0 

京=[を。 全1 え 、、、、、、ぃ ‘・リ丸〕宇 (6-3) 

芝(定)=-[~o 1てーなL ““  ‘ -、“・ 、“ 町陽 、 、もや111 {6戸乎)

も咲ソ事象く と(s7父) Iζ 対たす 3 宅全イ告を P品之よ

マ、、のユ- 7 ~、、J ド、 ;tE 誌雀d.{e (月(，釆)) た企， {dーゴj-7¥1 

主義ヰ三。

d (E札え))全 11yω-YC発)1¥ μ三)

こ~ (、¥来とえの念事春、問 IZ: 次の間俄 ~l\\ ~ 

χ心=込、 山 J 二日土) ~ 
。一り

::t..e十l キ会針l えれムキ乙十ι (lーとの

安 iこ ， -0.，¥ (トマ)をだましす 3

εzf 全 3ピJ!.t J' ( 1妥jぎし〉 μ一1)



A'O. / 3 

ε(% J ~) Iζ 対炭、する Lj，突7LJ差イ主主菜リベ、 7 ト jレん

色、友会す 3 の

εメ全 Lε;(.，れよ ーいこι三~丁 (b-d') 

愛 jこ，弘ソ事象と(メJ安)Iこ対応、ザまイ主主詠うぺ、

71¥jレ A!I-1 定 t~ 可ð- o

ε》全〔ε外I e ~2.. ε本山一IJT (bーモ)

ものえ号穿奪 Ili¥' Lb-jo) γ 定義〈立以 L ¥ ¥色。

らJ114tf ーし~ ( 1 ~ J.'壬L寸k-1) (6ブり

式 U--.f) 包-J:.I (b-IのlこAt'入し，支え、 fトガセ I'f)1 ¥ ~ L 

4 7一二-Z-瓦L74; {bーノリ

イ旦し コニ ρ (判壬ρJ 灯 >L-

t¥' (b-q) 1、、与久 5 1}1 aイ言 Jちま突っ ぺ、つ ト lレ£千すと印

l¥3 と合、 (6-りは

d2-(& )ι £臼ネ 白-/2)

寸‘、ゑわてとれき。



A'O. 13之

C~ l'、， i乞毛セ簡洋 iこち~ tζ め. e {s.雪景)壬洋

lこε℃害¥¥マ山 3ロ >X qを，乙の 1官るi乙之れたもζ

号弘前日'$o 安 iこA.:I>ηF撃事.}Iミ3主、 (6ー1/)をィゼ

入し， ff 仰すまと C;{~{t) I'd--式1(6-/3)のように，

D ヱ尺ヘ、、ウトル 5 の工次的dγゑわされ d-o 

ol?-(Iε) 之宮Tfイεs f'/; -J 3) 

バιlよK行 K衣qJマホかずーっ e リ、ソツ行 fljγもあ')

?のイ行手 f'/建五ク川

3 

一一 一一一一一一一 一一一一一一ーに

竺し三五ムん

イ毘し J ε託制二 ρ (例ぎ 0ノ 竹>L)乙す3

ヨ三/下 lこす1全立LZ--'7")) ッツ行刊の言乞 G~ を行う内

〈行 j列翠悉庁、、 ωω マぃ糸約されラ行列主ずー
. 

~ りツ行列と言う。 1t料行列イ .Eし，ず

フ・ )l ッツ行 91J マ、あ~キのを対手午ず J フø J .リツ



133 A'G. 

μJ/t-il_ '1‘'ゑゎlまi-f/J客室〈イ?を行チIJとり手 AJ. !!2 

7
0 

~ 灯チリ対孝弘チーの行列 lま代行次止13a〆突
、‘・ 'L之

ッ11チりである。
、

ω。ωIω.2. .. え)n-t

乱)f 白)0 白)， ・・・ μ)1)サ
. . . ‘ . . . . . 

4 

‘ 
. ‘ . . . . • . . 、 a . . . . . . . . ‘ . ‘ . . . ， . . 位 t， . . ‘ . 

氏)11ωIω11-2・・・・・・・ ω1 μ) 0 
、.込 / 

ソヰ弘言呉I~ 
J 

ょうまサ¥会 JO ~\ d (6-/3)，(b-/り

すけla t長リドlt:足首色o(2-Lf)》フコ『ーI~ 対応、すF」 、、l

I /~良一し点 t) "'_け1 すク一一し均めた日守安JJλiこ経/主

ιJ l!.. [~(é! 七子イill5問委久もiれ 3d (b -ゅ γえ長さ

日号表リ lま_ -t~~L一三LZLJ J白色 J2-1t122/土互ま

j¥jレA:z，ー主一一一ぺ、クマ¥¥ -zヰ E 間ーの送付言長ク安志 つ

九九 3向

lι 閉じ1 ヰテグ)7、I ~ a 亭{ゑ I;}.， Iiι う持つも長

E 之丞ば~ ~集名主y幸弘す 5てのも与え在受!こ曙



止O. 13 

わす。 oi2. (e.) の εI~ 関す 3 義 d ，佐々と dム γ 来わ

1r.' (b -) j) γ、!之君主守主。

んらみ A φMJ同 OC-(f) (6-H) 
~ 

ピ‘タ C31卸会IJ 混のイむを乙式、 (6-;-) か 5タヲ¥ ~ J: 

うに tA '6ε) ~\'\ ¥h 't \\イ直モ恥 3 今主←吃 ~I こ d 対 R

有 3t呉リ事象 εiま生走乙しゃ方 l)ヒ七うミピすけ

7、、をに 弐、 (b-/ s) マけたおミれ 3最d，ltE取〆怖心レベ

は漏常 η スレ、ソショルト、1 協~ ~'l ~るにあ、 11 d-アイ

ハo./.jーシグ〕開き臭A2，灯ち q 雑多;ff，ネが lミ対ん

13 称え点、マ、、あ :J イゑ送私主計イ告す~ L でも念事

なイ色 7、あゑ。 〆ム LC誌を問¥)l 安安iJ 5 N Jt 

一一 1t.~豆主主阜、 tf JJ 0 

百科(~)主合支L
ール一

ω
。-t-b-)-



A'O. I 3 

β〉雑もの柑閉モヲ~ ;t.、し t 安狗 SN tと

先!こえ為しすこ核ソ事箆とセ用¥)l 、以寸之の

玄室鴻A開弘行う。 今伶すZ悶:Z J二 I~ 'J;I 1¥ L .J雑

者ぺ、つ j¥lレ爪の (γ似)一γ(ゑ)) え1t>)への巴知和

だ竹lZ) ヒヌ長叶っす? 衣了ち.

ηι〉全 1nl丁、 (yα)-1C足))1/11 Y(%) -yc受)11 (6-/り

安)'-.ぺ、つよ jレ tfi，主式、 (6-/8')('、定義j ぢ主。

引l会[九l 九十乙 一一一一九十L+1::'-/〕寸 μ-Jの

1(~) 

ト
トー佐一~一一

、

γO~) rh 7~ 

@ 6-1 雑もぺ、フトlレの〈ゆ〉一γ何万への五射号、3



ず¥¥(6-守){る一/0

ln，' I tE与

JムT ε忠一

開¥¥ ~ 'L 

A'O. /3b 

(6 /1フ

す、、侍~ lI1- ~D 句(?-")のづ会背交をのι;で、九わず。台、

(6一/りを閉 llFZGfd主計 l車す与。

匂{を;全Þ-S- η~

εJ とわ
ムー

イ巴し ct>(L作-))全 E

な 3 書宇与員九可?っ た。

A，ふ
砂利一一

rfil)fi日一時一一一一 一_Jb_~:2'.2__ 

安 (L寸トリ はじ、、タじいi句、日刊誌入カ I~ ?;¥ 11 J 奈佐二量点~.?)

の共タ意文行予'1γぁソ{し十k~1) 行(し十 k -1) 列苅桁1



d~. 13マ

ずーフ o~、ソツ行 9~1 マ、あま。

令し， t-'、タ乙了、制百'l混入力 l工事、 I""} ~縫もがタ

ず白色 γ、7う a L 可~ 1J.. c; ld"-'¥ J 行 JI]歪ι寸ド1) 主〈

LT に-1) it (し十 k - 1)列の学佐竹Y'lI(LtドF り

セ用¥¥ 1 

ヒゑ叶って工れ三方13 ，dt、(b一之0) I二イぜ入~ ~ど

G (ο2...二 σ~L (ぷ一之り

ず、、?ぎられ三百 tf ち~" /9 t:.，" ~私~~'l 混入沙 I~- 恥け

3卒後もがタず、、台色 7、、会〉去とを!こは 稚二島eX.夕、

σ) Ii}'昔久 Id" ‘ 仁、のま呉 DZ争雪之のオ合1I二宅 l等しれイ在

。ν 主一通一三~等方九 l_Q_

セ守きっ?¥) ~ピきには y 全作を問ょ γ、のみ色も

域分のタ為 It.I考方?、生?、、 Jd-..なく 言長リ事案 ξiこ

依存すき o. ~\ (6-μ) マ“ゑわ立す1 J. ch必ずと免 i乙



HO. 13? 

夫議lL たp{(あセ向¥，寸 .宇佐ものホgj闘うとうえJI、し

允安MSN どにす己主¥ (6 -23) --(‘ 1定去す a0 

、
.A qn，-t/同 ぜ

ρL之氏)

Oh fOL 
白→ヨフ

εfE 

〉X 1: J tc' (b-之.). (b-Iり.(b-β) γ 三竹美負の関孝久

吃、会Z義t し寸Lゲ，錦織開欽の色ミ iミ閉し l l?多 P本

セ竹うノナ~ず、あふ。1-\\fる一之 3) マ、、 1えまd 立 ùへ 3

E S Mf)j主茶色告の Y白色 '1、也工令イも 1を問ょ γ、の令長フ

孝弘!こ対決、す 3 ユーフフ、ソド弘~色句同時!こ 75

一 一一皮斗ZJ-L3-LJidLE-ー最ヰ時 iJ1112T停-塑一位γ

合〉志と意久ふ a しク1し， マの釘唱 ldヰド常 l二回

震性マ、、あ 3 モもう/欠点すけ あ~ 0 rt' (b -I 6) -t与え

6れ 3吹矢nS N工には E.S N c(!:.) ~$. ~ iえ歩手な討イ否問委久

ではないず，雑告にも宍フ幸弘 I~ 勾 F与す 2 ユー

?っい3 ド、民総せと完走、し 1 ¥ ¥ ~ミ 'c L 釘鷺ずの



1'31 A'O. 

『ム
Jι

向日今寺性もヰイ窃!こ Jhくサ、 Lじ
、
¥... 3 可官乏寸“あ

S N(ド)I d; 3 れうi"与え
世5')(g-'j) lb 0) . 

昔、 (b-2) ¥ ¥ a サ11. 

象にしかし，言呉リ菱イある

。

キ弘めて 172与ず洛易

入L1'1lllド、 ]fE髄サ己売2!、 /ζy フユ3 対九、す

ミ，-れ主la 1 

、.L

釘イ宙開数 X し℃が五
旬、、な¥'1 

3品

壱o)γ1歩)~ '" る潟。〕守 γ長 t盤強



が I千ρ

b. 3務 従来の長晶化以 i之対す 3批判

D1尺の長之の短縮 iま，通常， iゑイもフィ lレ

タ噌又 lt.宅金ィもフィ lレタの調整!こ Kって行り

止1."a 0 このじを， づそれ守、ld1のフィ jレノテ今寺小包 y

局て/C14D 工尺すと之、、 η よ〉 iLえの志すと言うミ

と，灯ち，これら η 最鬼イヒオ\\\~ X零な問議了、、あ

右ことは， 仇 1'-週土ぺ、?三。 ヨ争時 γ、はこれま γ、lこ

ぷ色東芝 iれた急車イヒ法に対手~ +叱半'1セ竹う。

今) D 工凡の長!K手付与え 5れ 1¥ ~主とダ

ミ

Q LA ye s h ，¥ モ Ne.wht¥11 11-与えうれた D1尺 iこ

間し九，扶えぷ~，夕方い1 五21111にな J をイ会フィ jしタ

けり
を長約マい a 0 しがし， D 工 iミカ¥¥¥最長}イ仁ミボ

て¥"¥な¥， 1之め‘イゑ送車るによフ7. I志. 菟しく特

性カ、、悪化すゐことカ、あるー



Fo. / .4-I 

ぬIc.oηげとんμ乙 lま-r-¥' (6 -.2)で‘気象された

S f'Jlりを最大 lこす多々ィ会フィ lレタヒ D工尺を;:fミ

めて¥)ウヤしす、し，じタ C初 JJ器入カ!こ示、 )7

カ SN tιには，後イ告を問上マ‘のイ七号宗主聞の E五

寝食の黍告す、念まれマ布、与ず、 許イ飴関数とし 1

{ま~丈在\ "¥ をのため 51¥j{ゆを目的関数とし

て得られわ魚住フィルタ特 '1をと D1尺 J(t 1 ゆ

ず、しを食タテ在ぜの T‘l手法¥) " 

L Me..sseィ 5C. h m，' tt 1まDI R、の先頭墾重力、‘、 1

であ急 ζ言う拘末 η 毛とで. ~"L -:1己最 11，I二ず右

eTZr 
O 工たをボグ〉寸¥，多 o この O 工尺ぞ食待合間

」ニでのゑ山手E髄〆…を九友してけな¥)ミ ζ 方、

ら通切な毛の γ、!まなけ o

日;d". FiγedγfcS50η I#-{安イちフィ lレタに会色バ仁

整4ろ;族室主主置く ζ言うぷイヰの呑とで.突が



yo. Iチ之

S N 九最大 j二寄 3送イ会フィ jレタと D工尺ヲヒポ

れて， )五?蛍伶珍カグ P寸あ 2ヒ主主拘朱み

イ守夕、E示、 (bーユ与) l ミ示て~ tYl ~透L ジ DLRぺ、つ
-f 

ト lレ Sの工次的式、 γ、来わて工 卵管丘勺寄佐全会均Jタ

ず sにイオえ存しないミ工 1]'5 ‘最車¥D 工尺べ、、ク

ト jレ IcJ

j)T C 1> p (6 -2 

め千主]末 4条件の千と 7" ~ ヨ夫、 (6-)S-) γ‘与久 Sす1 J 

c;{/))1'~乙之引叫;zぺ <þT Jv(εも
一 乞一ιー干こ

モ長六 l乙ヰ 3ぺ 7 ム lレ

γ、あゑ o イ旦 ι ， C lð 伝え盤-り作性 lじよ~ ..1 . ..~え

if-- ~弘 K 行 iム Jïl 竹ダ'1γ\ 1)左右 ミのへ、、ワム lレ$iと

5jずめ 3訂質 v広す、1文献 53Iζ正二'-':'~-~収九日主ょ一塁一一一

{LF Fγdγ，'( S 5 0勾 lよ突か M5 Eな争目的問委文(ポ

(6 一之 3) て‘定義され ~t稚告の相関屯芳 fをした

実J:IJS N に長く似た千五t~ イある) I乙関 Lτ. 



fo. /43 

有γιdγマιssρn 7)1"取幸及った上も乙三ニつの問是負では

けす、れに布、¥)寸志.送作フパ jレタを伝送税特

性 l二通点でゼて義主主イと Lマ¥)t;;.p しずし法ず

s ，イ玄 i乱立港特性 jミ忠夫で tマ"法作ヌィザ jレタを

言問濯す.~こと l 阜、ヌミ pf、には JJS1安全なこどマ‘、あリ

盆洋 Id:-行われなけ。 吃の tzめ fi'Yedγ比 5ふ切に

よコ 1 4寄 5 れた約偽 Id-.短詩的 l~ I志興味涼¥'¥庁、¥

実用 jこのイ缶イ色 l立大き¥i乙主えなけ o

このように，従来の最短化法にはー I)すれ

令.イ可箸かの欠陥 jJ'"あリ，中矢討すべ、さ夫えがデ重一一一

て~J{1 1\)/包



/少f.o. 

尺のく受イもフィルタ'LD 工

同時系議， ;，ι玖のおえゑ
争終b 

~\\ iiX SJ} ピヲ書がれた，?年野 71¥ I'J...多量アらによジ

主主。プ)， Iこの急通 AL~0 宅自f-} 5 家主乞むぬえ二色

時，の某つ字覚、定最通北九行》グヲ lご
=---r 

ず )xiJキ
A
山

議日iこ la二之る長さ九欠乏毛布ヰたの工D 包 i毛ハtia

ち」jし7フィ今イ会a 15 ;1..ヒjレタ色調整司イ主フ ごf

ぜx¥ ¥ず、れ T3kzしてコミ忌;d" ;Aマグあ矧詮可 3

九イヨ入-述主金B性 iこ i畠A、さてIL--'2 フめオのl志、 3 イ

lレタi去作フな L10:存吠 l}¥ I在、、不与安イじ イt -'1 
¥ 

イ弘;主包一一セイ弘ょ差隆白一色 lLi亀左一三二巳豆 t~ iJ") Iこ!d:.

だめり生イも勾1)ヘ送リ JJLすく多作物iが長の i除手足を

yキ遠 ~Æ ~\'\ノぜ 1互にな忌。 ζめよ j な片道i払セiL一一

のため
が

そ不可官五?、、あま。こL l;t ¥r;. ~等、 よ二 、11" ~ 

ρ工 Rの長ミの銅整 lこよ差ゴi- t 2 jレタフd



A'O. ， 4-.5-

セ矢豆余督官 3 ミ、乙 Id:.回安住マ叫あま L ペミ久志 o そこ

/で¥赤色&女 マ、I I d:-.令ィもフィ jレタを調整す 3 乙じ i之

主;;D工尺の長てEtと矢gL611抱ヰ 3 こ'L7: J1ヌキ~う e

遊休つ，..jしヲ η 常通ィヒじ今ィも 7 /，しタの最高

イビ η 間 l~ 1ネ J 洋lこ時術的存難混の先ずあ香代、

1t 7.'‘な<. ，シXポ iこもえ籾門司令ふうな落領令?な掌

) )ず1 あd-0 民 s-¥ の乞ず、 lレ ψ¥5 ~ポ\~ょラベ

t安ィもフィ iレタ tとす Aι ミセ 3 ヒ， i旬即l悲!こ加わ

るイ云 i差説家住替のお宅か、変化す致。 日才， i主イ会

フィ lレタすとすパじ寸 t --z.も このお智 iまえ変わ 3

な 11a 有グ〉友00. 1 1差ィ室電力ーたヒリう拘*%， 

イヰ吃与えなけれ 1d: ¥¥無克明な偶ウ刊得 5れ a 0 ー、
¥ 

ハように s 今伶フィ jレタすと最短イζ すヨヒさ I"¥...

jd; 1 イも毛℃雑守主主恥敬うのに知し，送ばフィ

jレタモ最島イじ今 3 ときに Id: 1t Jえ'Li送イ言電治



J lI-b ;yo. 

ず叫あうコド f壊的 1弘主主 t) すりと11得点す 3針唱を行う

i 0 

328色慨をポ沌:ぺ、る a目的関数 I"¥....フリマI~ 次

ESN~り九回マ、‘文芸j しナこ~、 (b -2 3) tYJ %1 f京!ζlま

島しがしタへ、、 きγ、二あ 3 汗) ¥ ¥ a 

.;. 

しt℃ 的問委主

ず、'7"'L -、、、v .，?鳩 t包得 3ず、、回総 γ 安〉ホ介台?なiTうき

γ‘史こ会主的台、 (b-1ρ と寸、、~-、
L、o) 1い9な L¥1 

!こす争旦ピ
個、、争目的関数!こ問¥¥N工ヒを5 31笑か

ピ、タlミ i志 JE-5 N (りコlこユ昨?‘、必ぺ、たよb 、 J 

~'\t背広 1) .t[入沙雑もの相関 I~ け炉むごJ5_皇、さ

た同¥， 7. 1手E 5 N (にjサ1.:1在、 i主域主けな t¥ " れマ

た羽三友Li(L ~慨は泉佐もの組関→~ ， A-ムラ設ネ足しア
「
ノ

〉れた角差 lこつけ乙 e'¥ ‘キ野 γ、何乏予!ヰマ山歩、 g..， 

手企もグ〉ネ8し
.). 

下限定次脅マ“計資~ 5 N{i 寸 Q 
グ

べ、た最直J 主主}X J:. 関によるお智主主等級有£。



必 1'1-1

イヒセ行う隊のす主ヌ七億、定吃客約す 3な 5if，次

「与え;Iれた法伶フ 4 iレタ Lイ手、送協 J特性、 j支

tY，p工又の長ミ iこ関しマ，突か S.N .rヒ (E

S N lド))セ最大 I~ す三食-A-つなーんタヒ O 工尺

九51〈める J

まず\長 iあな令;(~/ぺ jレタすと求、片手" S.  3 

it子γ、Id-B寺会11 0 .ry¥; N I ま 1叫の為?良時間 lミ示、¥) 

マi差イ会す‘1行わt%L"1 ¥"¥アj.L /号えた甘い、，以後，主ま

盗斥;聞包窓 J!fhl二ず"a T~ め - 00 '"'--' 00 こ堵

フマ法イ告す‘行われマ l) ;J どイ'1i)たす与。

(1) 令イさつィ jしタ内最通イに

バ(6-/3) {6-/タ)(6-/6) よソ吠t fb-zf〉ffぎよ

VYt d-



「 et./ (K) 
q!}今~

εE-E 

~2.. $T H.ι$  
¥ノザ

0;2.. 

JYO. I少F

ケιえり

与， D 工 R べ、つ人ルケ1 与えられ τ¥¥ ~キのど

イ反えすま o ~'( 6ーユs-)I~ ホ\ l' l ? CJ;~ I~ た数 γ、~

つ， MEiよ該リ*'!弘 ιl~ よフマ 1之ま 3 ミ 、乙ヲウ\~ブ

実か SN'tヒサ己最大 l乙ヰ a受イもフィ jレタ iま本住宅坂

め η イ歩育文~2- -)己最¥1 ¥ Iこす~フィ jレタプ、あa- ~ 'L 

ずみず ~o このような今イもフバ jレタ Id. J -i¥' ( 

6{ス) 1“与え 5 ホ~ S N{りセ最大 I~ す宮アィ jしク

佐一性 j之等 l ¥¥， 吃め 7之戸L 最通今イちフィ jレタ

脅rt'_j / /三庄三三、 S W'lL \~;;三五-LIL-一望5一一

フィ jしタFi(f)キト1(f)李 乙夕、、J フ。数ず棟、限伺のト

ヲレス /γ ーサ iレ、フィルタの伏統持仇/ミな忌 e

このトランス j¥'、ーサ iレ‘フィ lレタの伺成す欠/持

JT包すと C(I)(t) とすま之 ヲ夫、 (t-.26) {6-2ヴjグ、 点-jz.つa



j伝/チ

ど)(f十世=-Cll1(-y) (If ¥ ~手f r食む心 (6-之6)

((1) (f)ー

T
 
A
 

r
ゴ花之‘

 
‘，d 一

-
S

，
，
.
町
一一一一
o

，
、
四
一
回
目
白

』
く

4
4

斗rl日す)HCt)¥<']ι十子会ι lj~ずすィ十2サ

ccγ、3 [xff)]今 iま x(分の等イ活ナイキスト符

性 (dbノマ“あ a
o つまつ，インハo)レスたりきの寸秒

毎めサレフo)レイ直方，¥¥X (t) のそtYl l~J苓しく，-L

常工事、古1叫ナイ苛ズト下平均(-去 rv去)1ミ合J)1弘之出

T¥ ，ラ間波数特 iト生全[メ付)J匂寸‘広わち o l~{t)Jニ恥ー

に閉しマ」歪_L仁立)グ、局主二万及。一一一一一一
。。

治会
仰なま

守1:::.-00 

一一一一(6-えの一←

O Ifl>ー

zt ~r 1-X 1女 ，r:jイ面ナイキスト特性寸とす 9*e号グ

たが、、たが、用いられ 3ηγ、注先ミれた 1¥e

ケイもフィ lレタ九堂イきち ~1又安℃上誕の j\-:; 1.，ス



J伝 JS()

1¥¥' - サ jレ・フィ jレタマ、、方主応、し穴ピさ " (j'~ I ~ ri. ¥ • ( 

bーユ今)マ“表れミれ令 o

qfzsγAU) $ (るーユり

f) }ま K行 K ~Il 対柿ラーフo ;Jッツ行予qマけあク

吃の骨t行 -nヲ'1~票意 AJ:;iaι究式1γ 与えられ志。

え ll) No T 
判明 ユ

ε 

;丁~部制LlJL
1.c. 1/一つ n、
恥 j ¥ . ..v 〆てノ

ーおむ~J 程お方法第宅、実主見する ζ 'L l 主匁)忍

なこと γ、lまな¥)c:> 之三二三-;:1一三塁-L-玄~__~_~J__~_

ζ皐ずれ大整名ろよ皮器モ閉¥)な¥)j:易砲の義過一一

令作フィ jしタ特性主明らがに~ ~ 0 Zのため

i二，ます、、 1 択の史 JI-モ述、ぺ、私 o

マ主主 るー{

ち(す)主~\ (6 -3 J) 1、史義，する。



dd. 1 S-/ 

判)6 (t}1 r s吋!川ωu

ここ t、、

-m 

也之三壬

T乞 s孔色一J27f.j..f.

O 

~I~~丘T

(6 -3/) 

日\~ 'i 。-32)
日1>一

仁、タじ、、識、民q~ 入方 l 二 1=>\ Jt令茶色宅域1タ附の台乙

ホ日開々数イ~ f-lとす~ 0 tiち

丸、全 Ef竹川竹明寸 L1 

の'c

ヌ11hFか花~-t-T-oIf

ウ、。威主する。

ι-33) 

(6 -3り

との、えどま宝 η%it:ef¥ I主附をゑA7‘'行けフ~ 1 ¥ ¥ a 0 

三¥(6-34-)ヒウィーナ，宍 L 今 L の史認ウ¥ ~ ~ 

九(t) 1ま rL1.' のハ。ワースイフト iレ7、、あ令ことかt

‘.'  



jVo. 15"え

グラ1 私 a しゲ寸 ちのはナイ今スト常 t~ Iご銑1)

?良ミ[ tY1 l li窃こ 'L ず L ィ54安.九μf)セピ、タビ、，

i旬、~'l 混入 β キ佐告の等イ百五ナイキスト・ハ。ワース々

クト jレヒ P手jfζ 'L (二平~。

メ与， 令イもフィ jレタサ、、、図 b-之のように， L(す〉

なち与問波数特性セ持フ 7ミキ士会第111良フペ jしタに

j表示 F良イ副 η 夕、ソフロか~ ~奇人ラムス J¥ ¥'ーザ jレ，

フィルタパょっ~事tx ミlYtマ\¥ ~ Lす方。 Cの

トラレスパ、ーサ jレ、フパ jレタの同 ;1誌を久特』性主

C勺f) とすてゑ ζ のヒを よ欠ポず、局、主する o

q (f)ェし(1) C (l)け) (6-3.5') 

ここ 7¥ しめの特性 Id=.与久 5れ寸l) ?干のど

しT ，dセ去ら¥1¥ 1こすラトランスパ、ーす jレ e フ

ィ jしタ特 l性 c(初主ポ〆7 宅~ ~ 'L I こ~ ~o イ設し，

~1:のイ直ず泊予Ik.. Iミな~ために



JVo. 1タ3

必二五2く∞|し(のl

τ な伺;夜数:f'I"Lつけ石仏、、，過当

/る -31)¥fl >王二 OL (f) 

一方て弘 oすとグ局、主して¥') ~安

(6-3?) fo 包と三

y ~ l ¥ 言文、 (b-31) (6-3tt-) τ¥ ¥ ~方、ちしfr' ;;及、主
J 

1乙ヲ弘

。ァー (h〔Gi."1r r/、 ，パ戸ハコ f c' l.c~ 1.2.. I 引一以T-IL問 H(t) (叫

L i乙式、 (6-3s-)セイぞ入す-
I
ノ式れる。ろいす寄ら

一一一一今一時

同す

キ土域特1)f良 トヲしス 1¥'‘ーサj

フィ jレタ フィ jレタ/ 

Lげ) C{Z)I丘)
」自由

整令ろ i皮誌セ令まな~ )食イもフィ)L-タ図6-2



/ ;11). 

fハIr，l1え
いりう笠|

( '71T 

~弘山 l¥ ~1. 1 に，、 11 …ー…ハμ] ，J
h-jbhl T I L M tt) H (j)しD)しωJ拘

J 

所---1'--0)-叫叶1t(~)(5) 14l ~ df-

Cρ)めず、周;攻委文字台 Jニjレア/、、、ーす jレ・フ dシストヲ

イ4:.がら旦同期間数であるミー之の1 / T '1" 1m英丹

T 業?の間流挙矢特1、生=-.x 行).I~ フ l， 

(6ーヂl)~/xéす) I~4 . C (1.)(1) C作)Lむ¥
1ノ
キ
J
'''t 
V
〈

t
r
i
l
l℃
 

ポ(b-Ij.o) {~ポ (b-"-3 ぇ)をイ千入ーし，4
9
 

ゲ広(、主す

1¥' (b -Lj.. / )の r~1 イふを用， ¥ 五」

。
晶丁

一
nd、一
i

f
T
J

一

江

一

之

一!
 

1
ノ
一
}
.
一

一
4一一。

イ
マ
'
P
E

ut
一
ノ
F
J、

:
 

f見r

FT-2.~ ¥ .~ ~l. lrr.凶 ， 11 (¥ 1 I n1 r弘、
VY¥ -1J了IL"lJ)'IUノムりノjヮししJ)

伊同d:f N'0 r， I 仙 I~ _ I r/~)1心 iふ l
ユL'

い
JJiJ43 1LIJ

ノIJ 

C
位)(t)のす辰守る ， ィ1l.jレタフィjレ、ンス八、、一勺一フト

B.f に童三」If(す)尺{オLれす、机タを相特性セ，

( (;-LJ-3) ひ)(す) == R. (t) e知 Dち



1，，5" 必.

に童三1l(J) 安 i二，ヲ夫、 (6-4-ユ〉のネ良手もみ間金女主

寸弓!ぐ 0-J'2.lI:f.R..Ti之
ぷ一---l‘.J..e. '-
-e=o 

zI r I. tr¥ I I u..¥ I / -? ¥ I D /ρjψ(f) 
昨 Tw州市)山jftf〉」

砂→吟一u

…
 

N~ ~ I川 4
之~山)，Jザ

ため 4C叫す)セポーめづらるO-;..L. ~賞与 d ，にす

仕イφクQ 
/O I'(t) 

dψ臼〉
。ず

一

η

γよ
一

ρ
K

9

3

 

tK Z ， 式、 (Lj.-t;.6)，{宇一字句)グ仔 5なる或}車九行う

たれ久〉-:-C吋ま)(17.) (J十手) (6 -9-6) 
J 

LFlt)トI(t)Ll:Y) Jよム S~ e f2.7f知 。11~ 2~) 
I I r rlハ It II、 I，、i ¥L ， • No íl ，山 I~
T¥しれい)ntJ)しりつづ 2.(J;t. 2. ~ '-¥.川jゃ

に笠併ミ

ヲY{6-げ)l二代、入するどすとヨ夫、 (d-4-2) -1'¥' (6 -'-1-7) 
A 

る oれが、?守ろ

(6 -チ.j>)s $i A 。;「エ



が• Is6 

句、‘、
、、1. τ、 2 A的 jま Kq守 K亨q:対赤'ui寸- ?O ;Jりツ行列

T" 吃のづ刊行ゲ?ヲlj手意 dml;)lま-r¥'(b -Lj.ヲ)マ“与え

、ムノ

A itールT-
ε 

ヨド No[11 U'!斗

~ ρ一切ナー

このように、今イもフ klしタ九過当な帯均体1I~永一一

ブペ jレタし(す)ヒトランスハ叶ーサ jレ‘フィ jしタ 7叫

ネ生別する乙セ トランス J¥"ーサ jレ・ アーバ lレヲ

53伺波数持 Ir生有-i¥、 (b-ヂ1) Iこ~〆〉づなな -Sif ， cpr

。い、最¥hlこな私。

与，送信滅的ずはナイ苛スト帯域怖に俸'1f良さ

れマ¥"¥ ~ 'L 有る。 ~f ち

戸(す)工 O 。叩fり

マ ll I -t.，' (b-れ)ゲ威主しマ¥"るヒイ友 dEす卒。



j拓. ノク7

IJI正よ

6-S/) 

引〉万O 
し(f)= 

d (6ーチ1)ょピを

ゲサ吋

2 

F行内(t)キ zd SJ -44 
111.仙， ，川|え
， T I 11 l.lノ I， lJノ!

M
M

一句ヱ
寸

.，. グ〕
「

¥... 

C匂})I主警ノ包れづるマ“来オフミ-;i (6ータユ)~\、、必J 主フ o

一
(
/
トれる、ムノヒ式、 (b-21) 1¥、与えち;度 ~fìの:t'H (f)が

}レタd)手.1Jt~l~七千養生花特性をず:フィサ jレンス J¥'、一

ベスト帯域 l三制限さブイフ目立みま一7 ¥ '¥念。し つ

/、。シス一「ノよ!こ lまとさtと閉¥¥ -1;J れた送イ会 ;1支均
子

サ jしフィ ウ;攻をど宣l の来通イヒ lζ よjレ笠
立フ

れる，モi司じ特 ?ιず‘'1寄ら宅34ヒ町¥¥1ミ

、突を用¥¥ す jレシス/¥'、{r7 
よ マJ LィタLi 

グッフ。欽にき7J. 実主足すをjレタ?害、 lこ令ィ告フィ
-1 

ろJ皮誌にjレタモ笠谷つヨ
;{.，;..， A去
、'~'f: '1 ij l立楕?氏マいあ呑 a



S? ;(t(i. 

芝'レス 1¥'、ーサル，ぷx会、っ 7
0 均'Sタ7白?良イ自の

270イ私委文 iよとさの最~タ7‘、株ぁ;す呑)レタフd

主更に一ご~寸‘ l立、ブ
ケザ

¥) ~ れマア
フまるに符 、

~ 

「

」

jζ，九l乙dぺ、た帯整ィ与ろ;皮器のイイ y/て4守主化し

主用¥)ラ会鬼伝 (図 b~ 3 ) )し/タr 七lt)主巧制下段フィ

dの誘導 l怠溶移 1"室。フ。イ私設久を守1内最主タヴ

3弘ゲ!こすめみ寸と回丹ちの γ、.念11車会t来あ ~

じト一
Ll一i

一一一一一ーー一 一一一叩叩

にいタじ、主主弘、男1)器

キ包帯、制限

ブィ lレタ

し行j

キt攻略'11及フィ jレヲと希?良イ的のヲッ 7fl1}¥f>' 
威3トラLλ/"‘ーサ/1.-、ブ'1Jレタ 7“本主将でれで

図ト3

ー}ヨ町内守吟一一.-ー ーーザー

一

会イ主フィ jレタ



A'o. I S-ヲ

トラシヌ/{ーサ jレ，フィ jレグは中 ler-;ッ 7D ( 

図 6-3η Co ) 色t夫人'1" .前方，件 b ，マJJ1イ

れ工イ国ずつ Jちもす(ユ 1十 1)イ面の? 、ヮプサ¥E

A\~ マトめとす志。 治夕、ヮプイ手、事文ヤ C工y 乙工+1・一-/-

CO.  C，.ぃー，ムヒーす私 o と似らの夕、っ 7Tイih普jヒセ

用¥，マ ‘べ、クト jレC吃まと募:すゑb

《全 μ二L~m刊竺二、\ C。 C工]ヰ (6-53) 

B tと(ユ工十 1)行(ヱ工 t1) 列行事1¥ヒし，究める
t

行 J、列軍事 b1.'J'宅ヲミ(6-j供)マ‘、京わず。

%=三帆MFj 十 2らh 。ザヂトー

L-L7‘ 4?n司中叫 l志，吃れずれ J
i¥' (6-~5"-) ( 

6-S-6) ず史義、さ~マ\， a-。

ι 会「汗のH仔)Lめ e 3 21L:f 'y1 T tXj 白-1-s)

中州全人 lし(す)I
乙 ej21t l判 I olJ (トS-h)



lo. /60 

安 i乙 D~と{之工十 1 )行 K列行事11t L 支の t

行プヲ'1軍事を

仇、-~+工 jぎが壬 kJ iぎどぎ21十 1 。-5"1)

とする o ミれらの i乙毛主用¥¥奇と，トラムス

/いーサル、フィ lレタ弘カ〈ピ‘ヲt."i的17'1~入ろ)

で、の雑告のタ散は

ザ二 σ~2..~ ([T B ([十 ~T$ _ :2 cc.T D 叶- μ-5'?) 

マ、、系くわミ此1づら。 まえ (6-S?)っき¢で‘佐久タヰコ虫乙て

i乙広リ，長通夕、っフ。係数からな 1ci-.へ‘、 7ートル ('ppt

す、、仔ろ凶~ 。

ιι=8-1 D $ (6 -51) 

示、 (6-5-q) セ式、 μ-5"'?) Iミイベ?入すづらピ 3欠壬¥1すけf号

qL257 A13〕s (6ーぶり

イ巴し ， Aめ I"J:.;穴式 7‘定説、で ut寸¥)令。



J拓 /6/

A(3)全Cr-./".~工ーゲ 8-1 0J (6-6/) 

点、 (b-2り μ-4-8') (6-6/) サ¥ ~ ~すl 否ように栓/包

3o ~攻誌のフ白根，. R トラレスパ、ーサ jレ‘フィ

jレタ η 夕、ソア数 lこようず. 与え 5l-れたg; J之島fi

しマ ，今イもフィ lレ夕方い、義過ィιされマリ右場ノ合

j之 jま ， ~ Iよ常 iこ$の 1 次約六¥i'、来Z見され三一

吃え で、ヲド j許以後‘これらた -ti L 1 

2.. :::::.. $T  A 9) ーは)

ヒゑすu A J"cl- をわとをこの食イも 7;f ]レタ lミ

ょっ AO)，A付 ，A("S) のけず、 iれずをねる毛の℃する、 D

伎でボめうれわゑ造ID 工jミベ、 7 ト jレ主 s とし

て.イ受信フィ lレタ屯式:(~-2 ヲ) (/，-勾)(6-$"りのよ

うに定めるな与ば‘ F 安倍アィ jレタと D 工尺を

安対 S N 氏 iこ閉し了間時 I~主主ーイヒ l たことに

な右 o



A'O. 16 

(2) 0 1 R-内長弘通ィι

次 iζ ，~女IJ 5 N 比を最大 I~ す今 D 工尺を 51i

め今治減免泣;べ、急 o ~ (6 -/3) (b-/S-)(b -//;) 

( b -b 2 

F~ド)
ι山

fMιs 
$T A $ 

伝場う

サ吋寄与れてる o 5i?〆)多角存 iまヲピ (6-65) 宅最大 I~ j 

~べ、'} )¥jレ <.6 ê“あ ~o -i¥' fb-T3)におけマ. $ 

の代、リ jこ， 0以タトのイを去のスカラー守セ開¥¥ 1: 

ズケーク~ 1いてとれた伊$セイセ1 入し(:f- 1 tSNlり

のイ直 lま交わらな t10 つな 1) ， E 5 N lりはヘ、、つ j¥

/1/ $の j告史峯問の tll:" よしL 究めイ農~1'1;をま

リ ， .1)めノ lレム lこ i忠イ永T+-しなけ n
勺そこで， '$ 

のノルムに過当な拘京本イザセ与え，最;車な 5

せとぜめる間態 tと釘嘗の怒尽な問頴 lこ鴻 jもさ t



yo. 163 

ることず 1いを手。

一方，i¥、仏-62} I こ~\ J-j ?竹 J，¥A I主主え行玄'1

マ‘、あるず多 37手玉合、

$T A $; =-.1 (6 -6り

i立 K~欠九 Y空間 I~ 色、けて;ì ， J司、去、土己中/¥ごにした

定主持内イ卒 t己表わじ寸いる o そのため ) .-i¥' (6-μ) 

i志 gη ノjレム lこす句京ゑ株主長える C ヒ iこな手 o

え三一主:一 手¥ (b -bりの朽}宋ふ件のヰ ζγ ， ESN{吋

九最大イヒヰ希べ、つ λjレgモポめ令ミ ~I二ヰヨ D

ぢ"(b-幻)ょ y この間続 13211f6-6りの掠イキ下

マ dムヱ (b -65") 

寸己最大イヒ寸づ弘$ i己王þ~ め勺こ℃じ i玄1 但?、、ある o

均末ゑイ牛 .-i¥、 (6-bりをズ (6-2 t，t.二) Iこ打万七ぃ吃ゼ 3 

な 6 ば、，上必の S セ;;t~めづ~ roi ~東 I d; R叱 dl' ，1 C S S D 11 

i 乙よコマ尊ウ\れナζ l!伶フィ jレタヒ D 工凡主 I~



io. /6テ

時代魚通ィι す令計 l車玖 I~ よフマ陥くミピ~\'\ 7" 

そ!. d. 0 こハょう 12 、- 2 ニつの最通問是東方い、j司ーク

iT等方;ま lこよリ備がれ 3の l本 p えイ会フ-1 Jレタ

ず‘51i車イヒミれた之さの法イ急電効司忍が.，今イ会

フィ iレタず最 i車イじ立似た℃さの稚主党カナ'共

j乙sの二次的--t.，'-1'‘弟くわされ 3 ため γ1ある. し

がし p これうニフ η 問母、は ，コド来 E 葵なむ問

懇マ、、あ J 符うれま D l 尺 l本，一句に 裏なフ

T¥¥  "a o 

戸ゲ.e.J '1 ，¥ ( .s 5 0れ ず、?え事ミし r~ ? Iレコ‘リス、、ム I"¥..d:. 1)，主主

七d為的 jこ l本，最通知ヰモ戒め 3ζ L. Ii-可包~ '1'、あ 3

。¥'¥ この 37J広 jま /，I;tγL子;叡為な1f1等法 γ、Ia:--古.....¥ ¥ 

ヨt ~ '1 '- ) 
;欠 lこ F 業九 lこよって改善 された取戸;;>庖..l，.. 

もす 1"詩ア jしコ、、');< ¥ \ムセもえ明す~ 0 まず、，ア jレコ、、

リス、、ム可差えナにめにゆ専とな zキイ私九行う。



j伝 /ts-

以下，初等的なさ案ノるも会 1、、開けられ 3 もζ1も I~ 関

し寸 l本 J 竹 i乙 えゑ，¥~竹コ1. ¥)なけ。

d2..( i:-)吃長 d、{二す 2域リ幸弘サ¥ ~ rN.~ 集ノ会一生

E加みとす~ 0 trち，

v εI E( 'E ~Eω) → 'VJ) 之フ t)マ

$1パεt宮キ

(6-66) A 

V t.1 E: E.，判ムq 一一一→ ヨ$ についマ

i)T J.1!.1 1) て 相叫ん-v $T J'1r. 1> 
会丘j三

1
1
T
I
t
i
-
-
T
 

こ のとを ，最忠告写モヰてが勺~こ と iよ~i\、 {b -6り

グ〉守句末*'イ牛の十 'L-z¥¥ 怖い勾1.. $T ttεg 
ιε~ 

を賞与六

イにす a$モポグi ~問題に j引伎で‘矛) a 0 E 明~令1 の

JE翠意セポ戸 3 こ 'LI本 3安!車臼挙矢グ門主う大工な

1 f，-め ノ吠す 1、し毛 47zzt、、 i本~ t) 0 し合¥し之

hdeγ$0刊 じんSAltt l二よリナ走家されたア jレ.J"



Jfo. /66 

クス、、ムセ i荊¥， ~な 5 Iピ，氏孝夫も勺小てL な K ..夜

が，¥ 門 I~ 関 L 1 E叩ゐグ)fi3-翌三脅号、セポゲコ三ミ Lウ'OJ

寸、、ミ~。ヲt ~ 1.、、衣 i弔1:..全翠 'L;足、われ~ J ¥ ") 

く つずの K ， H l二院iし<. E;仏の冷要事、 εl二女す

応、可 d 1差ィ主主張リペ、、つド iν をえ九求めた o こめ Y

スト jぷ予f守金~. 8 I こ Hヌ4.~R ミ~tJ'\ 7.\，~主。 以下 J この

E?仇ふたlf.it¥l J宝 t4品展 l~' i並行う o

E仙のイ生支、の訴の集る屯 E5℃すま o ま?ち J

ζ E仰い

盟獄尺(:1)2 E~) うとよ欠互主_) 1:.. ~ t均三竺

$T A 1> 二 1 を第九すイ七色、の '$ I之月JLて

尺es'-ム〉全 22山 t1) (6 -67) 

こめヒセ， J欠のを王まず五百iLヰd-. d 

実主主 十之

尺($) Es) 吃最大化手d. $モ宝o 'Lゑわ手。



;vo. Jb1 

尺 {$o. E"j ー ，yvlf尺($;Es) 。-6?)

vε/ f-E物ふ、 i二つい τ

sOT Hε/ $0 之尺{官。， E 5) θ-6モノ

す。局、主す~な 5 12Lz 5" I孟安かSNt:ιを最大にす

3最ょ畠解 l'、あ手。

も正 EJF! 

背主主 3弘史 j弔 t¥ I-0 (~X 下 1'-. 示、 t11 9 宮I I志す句末ゑ

併合、 (6-1:> 9-)吃 F也たし l ¥ ¥ ~ヒ可主。〉あと宴な

~ $， tf\ 最通情?、:あ~ c係長Eす 3 0 之内 ピさ P

5I tこ対応、す 3i長72事忽 εl方，，¥存万五しマ

$I
T 
1-1t.1 $， ーで午品川t$.1 {シ10.ノ

か、、威主ヰ 20 5lセ奇道L簡と何気 L l ¥) ~手、 5.

Stと!表な 3仕事、3の$えについ t 式、 (6-'11) ~'" 41 -t 

フ $IT M~I 包 l 二〉 ヴ孔ん"v"¥.
t εe:E畑ム

宮JHε$ム (b-11) 



Ato. /6 '? 

こ L T、，九幸均末森林武、 (6-6りを泌すζ し l l ¥ 

合乙す ~oA、 (b-11) の特別な土宗~/6、L l L 32K1 

fb -?之)かd威主寸志。

$1" H Z t j， :~; R.. (cf， O .J E 5 ) (6-1之J

ヌz 尺f耳， E;う== $，7 付Z:l.- $， (6 -13) 
-..宅

:EL 丘 Es {6 -1り

せと科たす ιゲ、存:泣す忌。 との工芝，点、 (6-11)) 

(b-13) (6-1り よ主リ一試 μ-=75)ず、得 5rYl三。

尺(1)， J ( 5 ) 2 $，THを1$， (tーク'tl

zx' {6ークリ (6ーヴり ょソ式¥(6-?6)ず1域主可 L

尺 l$， J E 5 )之尺 ('bo1 Es) (6 -76) 

これは，史認め保夫ミポ(6-68) に矛危守主。~

って $0は最通偽?、'み忌。 (な 8円余生リ)

誌、 {b-bりの符えは E?J-ゅ の治事事ず‘侍 5tKマ¥I 

3が 5察局主?‘、あ 30 E叫ふり J各打タ集ノ会 Eslにつ



j伝/{，~

i¥ t ， t¥、 (6-.6マ)宅渦ナζ す iミ($"t:!Jの最大佐ず‘符

うれ~ ~γ、，針 11言句各家返す ミ'L I~ よ~ ， 万与問

日の 3賀 l菊 γ 穀、通角~ fJ'"ポ iIJちれま o

次 I~ 民(1)) Es) の最大イ直した与久三有写 $01t ;;:1--(' 

グ〕玄方 FZ?ともえ旬月す 手。

尺(宮}Es) の手金イ在主与え~ 'sの中 寸叶 1 RfもJ ら)

う己最大 Jヒす 8 すのすり$。マ叫あ 3 沙¥S R{$" Es)の

盤金存在てヰマグì-'.~.- ミヒすけ可智正 γ‘あれーlil ， $。す‘¥•. 

?ぎ Fれま o ぞミ 10L-YX1ミ !二
.). 

こ ηF誌を女の字~イ直.

宅住て;f~めまさt l議法九述'々、志 o Esのイ主主、の幻

タ集合~ E~ じし， ε。/句-fLJ z ε二の f河ナJ)イ泊

グ〉持リ事考示。1 う~っマ l\ 互にす主白 幻ち，

EJ二 1E人 f/、 ε~ 1 (6ーク1)

そし 1

$i H~~ <$ = $T!1te.( $二、“ー・恥‘コj)THr:' $ 。-1J')



Ao. I r]ρ 

$T A $ = 1 

グ〕ず句末ゑイ今の宇 L マ‘ $7J..1f.: $ てを椅zイ直なろ し

め~ $完封め~ " η こ O のとき式、 (6ーヲりのえ

件 i古壊さくな志 o この偽 Id ラゲ、ヲレジュラド欠伯

数花岡山手 'L， 式、(ト71) の帰イ直 l之一致す主。

ν= j)TMr:包十芝そん1>T (J.1 f~\-~ M E~ ) ~ -λ($TAi-1) (仰の

。 oν θ /I __、，吟…、、
¥I ;:し;;::'Y¥J J Oλ 

rt3l/ 
G 今4砂一

ノ 'dp，-、

よ

A -11 H t: 十三7 ハ (/l1 ft~ -Tf.t;) r 1)ェス$ 。-3'υ
. ー・

(，l(Ht;.ール)$二 ρ CI~ t壬竹) (6-(2) 

:f，T A 1> エ 1 -8ミ)

す、、得 '; lVl 手。}1，、のく去、生霊~ず、

ρ壬ド1." ~ 1 (1壬ど三刊) (6 -(fの

lζ?良 1えセth.'l. め

日…

ダ (6-d/)rv (6-d'3)主



が. / 

数倍もす唱によフ'( ，儲くこ之が叶マ、、でま。つま

リヲまず、， ，ベジセ arv 1の問マ"いくつがのタ点、

lこA;Jt a-o k ハ、のそ会長、 1'--1羽し L ， 付手q

KI 1 Ht: 十吾作(Hfl -H f: ) 1 

の回栴イ直と白 7向ぺ、つ i\iレセもt l唱すユ之と I~ J: 

1) ， 15.' (b -f I ) モ;熱寸しぢ λ ヒ官。、、得 5れま。

こη 血清へ、、クト jレ(官)の寸 γ 噌i¥、 (6-if 2)す、 Jd'

主す ~ $ 寸モオミトめ ， 史jLJ 0-¥、 fb-oぅ) ず1-frx' -JLっ J 

うにスヶ -v シク叶芝山~二八二î 1-- jレオ)11点、 (b-7η 

の し
4
干
し

竹二 ρ 〆) iこでには J主1

f6 -? 2.)のネ笑、たす‘';(-\撃で、あ三 r~ め，式、 (6-?1) rv-

{6 -g 3) の討議 j広告宇な 3 回if;lイ直，匡)~声べ、、つト l レ

九点め~ 5-賀噴 l 二すき、、~ 1¥ .オ色ゲフ之官!洋マ“あき。

この本ij~ イ直、$"，ピし

R ( $ t， E.5 ) = $1' T H t/ j) t (6 -a'，弐)



ro. )，ヴ之

払fち J $; Hf~ j;ゃ コヴ出: $J MECJ:，t μ-o6) 

主3也ナL すネ盈イ浸 Sャセ4.1.も乙 'Jl九ぢ SLe Esの&-て

の七yタ象宿区 l二関しマ1¥'(6 -~S- ) ち;あたす本b

イ言L'1.セポめ三こ LIこよリ ， 氏(色 J E s) の強イ直すけ在

T得 5lh 1." }X 1:. I 一七F女1寄iズS-3 の=れ家主 l羽

I1 マ/少容になきょ牟イ私セ行った。

立乞 I~ ー改善で iれた言t I車 7 1レゴ、つス、¥ムをもえ r:rR

す与。 E叫がしイ国の訪ソ事官誌からがっマ t¥ a 

ζ互~ _.!'. j骨抜 y事ゑ九と(1・ー豆J Jεfと

ゑ~す。ちf ち

EmLq11U32JJ…一一、 ε: 1 (b -?ヴJ

ますt ，b め 1:"，老?タ集ベヲ Esの争季、としマ，

区仙のイ生善、、 η1 イlfl の該 y 事匁宅ヒ~ .尺 (':b)Es) 

内最大値$。モポめ，合、(/;-bヲ)の根史を行う。

Esの手意ず 1イi宣のじさ，えにも出ヘ、、 7ミXうフ



が" 113 

この;質事 Jd:，窓 hh 1" あ~ c 4:-し ， d f6-wj 沙リ正義、

立すれ ld:" ，吃れ l立最;通例 7、~志 o もし ，Px 主

っ?けな L可之さ I~ Iよ 3EsYLし l E~ の究'1の 1

イ白のき季五常取 J . )司じ1;後l車九竹う。 このよÆ~壬

寸己最遣}角手ナ1得らサ¥~ますり繰返す o もし.どの

言宗リ争家主 Esの雪己表に翠んて、す，ゑ直一角ヰ才“待

られなけ℃乏には Esの手季、孝久セユ l二し'( :J 

!引1Jlなよ積層吃繰必ず o このように，巳の、~意

をU111負次 Jむーと 'L Iz..よ J 最終的 l二は」長一一

起儲グ、匂うれし この~社主 7 1.)ーナャート

にゑほっす D C図 6-り この院の中 1" ぷl立集一一

右 Esの穿も益率」主ゑわし l ¥ ¥ 1、o フローサャー

トの手工句下皆 lま a 学な 3回コ有'¥'、つト jレの釘宮

iこすす、 f簡学?“ n ~ 0 しがし葬 E 何時 iま~

工何?監ょ J ヤフヤ言?3争力、dキ支去色マ、、ある，



174んj伝

ト

¥
1
1
1
1
ノ

回
J
4
1
 

Es セ史ごめ 3

(:叫のヤり吋の 1
の令長ジ事?去を抽出

「
1
i
l
l
-「
i
l
i
t
-「

$b ~\\、最 iま1 解

'(eS 

3 尺($)E5)'1最火花す

io it l-

混在勾階へ

i
l
「
l

i
一i
l
|ト
1
1
1
1

尺九ボ約三

ト

最道)D工

フロー今ャ

(~ 1段階)

図 b-1f (ム)



116-A'O. 

ト京工線路 ζ ソ

E仙のイ差克のど伺の該 y事
象から ρ1令都ィ分集4ぎを Esと
す治

一
!
「
ト

L
卜
ド
一

「

一一
lotoL;iトー
:
l」
i
l
L
l
i
一ー

Yε5 

尺($， Es)宅最大イど

すヨ Sotfi高

Es乞ヌミめヨ月刊の

最i島 p工人九ポめ 3

7ローサャ -1¥

(第 1 牧 P~) 

凶 {;-L;-(ω 



J1to. /1b 

安 I~ t 最造 D 工尺 l三フ ¥) -z.子栄つがりを穿

な l性質を臼R与が iこ有志 ます、 J2だの定主主 b-3

力、、点、1Lすよ.

だ 主管 6-3 

安対 S.Ntヒ l最大 lこす~ 0工R ぺ、 7 .)..ルセ s。ヒ

室く ミ¥.(" ピメプ~ $p 寸己最 ¥.1¥ 1こす 3i長う 雪ι

サ¥¥¥あa- 1日手安11 ("1 ルへい/レのも失 y をえL~ ダ事

雪L寸叶す) ~ L ず J .. ~f ち d d μ-8' )了、 1之島 t れ 3

-dl伶言宗 Yペ、、クト lレゲ

(6-J>r?) 

7、、あまとす~ n このとき，突如 SNtヒを最大に

す長持4-<J;O I立 SNt仁すと最大 iにす 3稿!こ-"iJ.-t ~ 0， 

も正 日目

ミ送イ主誠フベ、 7 ト lしゲまえ(ト88) 1"来わえれまと

ミ まど (b-/チ) よク このも失 Y 卒ちに対応す 3



Fo. /11 

行チ1¥fイi.Id-にす守 Kヲ"誉ィセ行 ;11とな忌" マの合~ ~ 

主夫、 (6-6りが 5タヂ 2 ょう!こ '$ 0 Iま示、 (1， -bりのヂ句

朱 ~ イ宇 η 会 L γ1 

$T$ (t-dヲj

を最大 lこ可 3 ぺ、クト l レ J~ 牢し\) . 一ぢ.sI¥J (~) 

の定義武、 (bーユ〉 ヒ-t.，'(b-6ユ)ょリ

計サ{叫 告ャ 告サり

づい、ぷ足立つ。 式、 (6-9o) ずタィ~ tJ' J ~う lこフ 5NJi仁

一一一一一手豆一三大:\~ t J旦Lι一色:百一色-/; 9-1__d2均末剣士..!2一一

キ℃ γ、‘武 (b -f>7) 吃最大 iこす 3 付、つト jレ T、為

3 。 >X L ηC 之ず~ $ι一月:5Nどとを最大にする

?鳩 I'Lーを女 2f 孟こ℃ず、/タ昔、d-0 {弘明争ゑ 9)

て1"'1.b-3 ;rフ， 5N t仁主目的関数乙し'Î~相互- t. ~ 

初 SNt仁曳目的関数ヒ L た解す、一致することずいあ



ro.〆78'

ると言うを興味深¥)ね鵠 1)"、得られた。

J欠!こ J K ぇ 2 受私、、 J<.=-3 の主義ノ古 lこつけ寸
ノ

械もす花行う。 以下の免奪 T、lま y トヲ シス ハ"-

す !ι/ アィ lレ?のタ っフ01女 l本袋、 fr>( イ白?‘~三 、ζ

ま
白

k -::: 2 の会志会

初め iこ，コ欠のた主主セ弘明すま o

定 主宝 ぷ一戸

Kぇ乏 のヒを イ弘主、の D工えにつけ 7 ，込イも

三条 yヘ、、フ λiレガ‘、、 7、、 安コ 3 談 y 

ユーフリ J ド、紅旗色 rA{i)丸五 d¥にす忌 o

、「{AP

K=ユt.'、方、五‘ ρ 工 Rの翠ヲ誌を 50. s， と朱わずこ

にず?‘、をまJ...‘;1-1二支、の桟ソ車徒主どとし"

をの与差Lイも殻リペ‘ ?λlレの J告、手私セムt.';(2.. ""εt.L.. 



Ko・ /クヲ

ヒオ a.0 ミ ζ マ、、

t1-1 キC εえムキ O ι-9/) 

じすよ o 弘、 {6-/之) γ‘え為され 3 ユー 7 リ、リド

EE襲雀セズ (b-1/ ) 主同¥¥マ it噴すま。

d2{ε1) 三」主主左乙

之仇叫Z 十三~(九So 十九一ISI)2-十(tズ，-5，)2(6-j2) 

d (6-12 )工 lL_l~欠《、 f、侍 S 寸l a目

d2-{ iっと(E.山50)よ寸(をえι5，)之 (t-守3)

式、/るーグ) (、、定~) ~ れ a E. ::(::1.' _1立整委文 γ、あ .J 且，

去、 (6ーヲ/)す、、局、立し τt) J方') J¥、(6-1りす“符

主れ d" 

vie.{E1) e 502- 寸 乙
-~t;.) 

一方 J AL ::: ~士 1 1 な 3扶ソ事象 iこ対九すま工

ークリ、ソド、主E散 i主{ど十ジ) 1‘、あ~ 0 よ， e I 

三大、 {6-1チ) よリ イ土支、の D T.尺 iこつけマ~ Aぇ



A'o. I d'tJ 

-i:t 1 1な s訪ソ亭ゑゲ，tA'!:のな最 ¥1I l~ ヰ品。

(会正常絞っ)

だ主主 b-:3 乙定立るーチ 1:.よソ 3D工R-の長

でか1 之内ヒを!こは，憶に， S 'N ttづき最大 i二今 3

簡と、女約 SN比すと最大 I~ J ~隔が一致す'J， 十
一
世

Dγ」

フ~\もも偽ゲ符 G れ~ <> そ の 7ミめ.S NJヒセ自や?戊i

主払 o か ~ ¥ J... -f・

数 l二 Lマ芳三ll!lDIR -j乏求めた天間丈グ/ の純系

すと聞いマ.以下 ö)~'L ず何られま。

整ノ6-;ぅ汲涼夕方イ5む令イもつィ lレタマ、、 l主

三同;山知4ぅ「 (初「

す42主丸刈 ~j二一イ自の;減交不在宅持つ場/ぢ l ミ lま，

議選三 O工尺 lま 11)-1 Y ζ な注目又 対 (6-95")

す‘、フイ守スト同;技会食(1 / 2 ~ )イす札 i之洋ーの減

主和平均つ乙でには，い)1 ~な 8 ワラス 1



/ "? I A'O. 

ン1¥() Jレ方d問のイLズ寸10ンスシャ jレのハD

ラ;皮~吃用主i宣a iこな尺ズJE、:若ず'‘最過 D 工

と て女宵ば、ヲ¥{/;ーチヲ)6-ユ2( IID ¥ )なけま易ノちに毛

it:;;J ヂぬ

のや、もも翁ヂ主

b恥恥/げ川f
「仏iιし{付的fわ)11-けL予

歩

ケ/

j司ときm 不きくな \I~ι 魚ポれもあま」ニ淀Lと!二ぽ¥L A t 

6-s ミめ悶イあモ図主1工尺?‘、、何 5れじ、最適 D

左下寸主三角、 Id-B D 5 長l常食。しi乙図号、6-b 

一

j

一!トトト

ずく(6-7の又は(トアり式({j-9!;)免除 (b-'!り

i 
..27 

i1) 1}を号弘通DIR.
とする吠、αィ'5)"，
(6 -9 b)のイ!Y

-
J
 O 

図 1>-6

.2T 

{1~ 十 1} を最通 DIえ

とすゐまで α一?のノ
(f， -r h)の例

r
T
d
 O 

図6-5



が/??2.

ル間千方のlふ響を努まぶ見 l1之 QA H1i..lき私 l二京、

I"¥ { IJ ， i¥' { 6 -7り (b-'1 b) Jj. ナイ苛 xトi司j法委久

lζ 洋ーのぷ公 表椅主主持つが~ ，賞与 ~D 工尺 iま j

1ヲ 1~ Iこなま。

・ k. -:::. 3 の乞完f.>!S

αfを与えき行亨'1A Iまづえ、 (b-30) (6一千q) にも芝サ1

3選立リ対4f.{Tl ずーっ o ;;、ヮツ 11)11 i'‘歩、 8 すろ J K 

之村内、乙

A -=- 一川 4-タワ〉

と置くミヒグ γ、を孟 o こハヒミ 1 えたの突児 L

ーグゲ\'~主つ 。

主l主 6-s-

玄¥(6-'11).1乙示、¥) t 

ぽ之 さ 10(， ¥ f品目デめ



JYo. Jず3

の関イ急ずあまどき f人 ρ，-1 t (クラスチの J¥O

ー拘フ
ーレャ jレ、レスホ。シジミ方式 のイレ /¥0Jレス夫、

t% )な a D工凡 iまSN tl宅最大 1，- し 同時 i乙.

、実J;.fJ5 N).仁寸己最大にす~ .， 

Bf) 

おめ iこト~_1 ， 0 ) -1 r f SN比主義大!こヰ a D 

工尺寸、、あ a ~ 'L主主主叩す忌。 5N (K) を賞与大 i二す

3 ぺ、 7 ト jレ$Iま 1完12宝 6-3 t1)主主 m円?‘記ヘ、、だよ 3

l~ J . $T A-'i> ぇ! の千句事象イ千めも 之γ ‘ J} J; 寸己資元

大!こすゑべ、つ人 lレマ、、あき。 この魚ヰ Id:ラグ、づこィ

ジ、 1 朱えイ読者久ジ平前 t， .1.に

γ ェj)T'i -ν( $T A:;; -1 ) 。-1'の
主最大にヰ S 々、?ト jレzγ、歩〉忌 そこ γ、~

主 gヒジ i二つ t¥ 寸徽みし o'L)章一ι。

qγ/~ $こ之(<$ -y  A 1>)之 O ({，戸/I1D)



Yo. I ? I.f 

3γ/oy = zγA ']; -1之 ρ

d(6-/r)())， (6-/ρ/) よソ

A S ぇ仕)1) 。一/p2)

~T A :3 こ f 企竺j

ポ (b-Iρ2) (6 -/03) ょ y

$1 J) :::ν .1>' A $"之 ν ー/ρり

dl、{6戸 /ρヱ)ょフ (:J I主行 9'1[ A 内白布告イ直 γ、あ~ o 

し少を > A I主主 1え付言') n."カ¥5庄 1 め由希イ良は

IE 7'、あ主 ¥)， l1)右イ色 lこ 三ff1

手iべ、?ト jレ主主/、乙す S ヒ. ~\ {b -1パ) よク

育弘通路 lま$'に拘歩 J条件合、 (6-/03) ずが立す~ J: 

う亀当なスケ - J レグ、吃行コたべ、?人/レ~ r:bl 

γ-=-[ t (/ -1n~芝 (t-jPS-) 

ζ 置く L J sf:1 "5がにぎ，1立Aの自治へ、、フトルマ‘、



必/?.s-

あま， マ l 1 吃れ!こ対必ず~ 1:11 ;負イ患は (d. 0 

一九) (、、芸品) ~ .， と れず1竹ヲ'1Aの最 tl¥固有イ直 iミ

な 3ためのゆ翠十タ念材 Ij匁思 jで討う脅さ1Yl.

マ4 叶l Iま，式¥ (6ーヲ?) す、1五主主す 3ミと 7‘あま n

とη こと秒、 5J -t\、 (6-tj l?) ず、~-tし'( ¥ Y a とを

fiJ U J-11 1 ま SN兆九最大 I~ す J D 工尺 1、、1ty

3 ま

。欠!こ い I rJ ) -1 1 ~\\\ ，女知 SI¥J，tt 1:と最大 lこすま

D 工尺マ、、あ~ ( 'Lをそ子、す。 定時 6-乏のそ手、とし

マ yJ欠の 4予定員~\い tx 主寸~ tJ 

社主うのも安 y事官ι 乙 lζ ウハ之 3γA $ ュ j η 守句

'c. '1" 

5THι ~ (る一/ゆ

電工最プミ l之 1aへ、、? J¥jレ支払ピゑわず o この℃

セーイせのイt昔、、のも失リ亭長どにつ¥) 1. 



Ao. I? 

$1寸トベ乞， $.， ~ 5，i}1ε$1  μ{ノρ'7)

惑い、万及、 1L し "( ¥¥ "a Tl.. $ iztd z 3J 1よ1女初 SN比一色長7¥

jLす 3解 γあき b ( ミLf'llま史認ら-2 -(‘ Es : fi r 

℃し七鴇イヨ iこホ目当ヰヨ)

も安フ争弘 f 'L L l 1 送イまも表フペ、、? J-. Jレサ、、 Z〆三

1士11なま会の完耳又 a" 之の仁て~ 安2主史 /:;-3 の

弘司で、民'¥'、たよfuJ竹宮')Mιlま洋北行ヲq凡な怠，

づ之のね* す句末一等ミつイヰ $Tノトヨ ~ I η 千 ピ'r'

合、 μ一/グωを最大 l二ヰ三角写 tLl S NJtーを最大 iミ

今~ ~$'/ 1、、あ志。 とミア、三 'f)""1孟式、{五一ftiS，}，(、、

与えきれ~ I正拘京本科 1l"tx iLす 3 よふ lこえ

められ T二スゆラー 7‘、丸忌白次 iこ，イ化支:の抜 y

事象すと乞/'Lゑわず. どに対点字 s竹 J'Iftイピ lま試h

(b -J3) 7'‘泌ぺ、たように 少すすべTI 7"ーアクりツ行

ヲ'17、、あ 3ヲ15 次弐、 γ‘来わすこピ少、?叫き.忌。



;yo， 11'7 

メイεノ ー 6四 /ρη

f， fo 

式、 (b-7 ) 寸、、定義、主れ~ E:i
J
' p¥¥¥整数 7“あ 3 ミ工 ψ

ら 3 ハ)片イ )A.乙は堂書官 T、あ a0 ミm ピ芝 32久、

(十/ρ1) グ、必11-っロ

( ~$//)T Hεノ(~j)づ= ~，(戸ρ-/， ) α-117ヲ)

~T ~'1 fv1f Iま t マのこ二弁 ff~ -i¥ ~\I\ユーフソ ソド、$E..事後

になコマ¥) ~ .::、ムポ¥?正支?‘、~) 直」了ノ4~

YL 夕、整数マ、、あ~ ~ c: 1とえ危3~ 之、

F(戸D ーノ，{-2:) 之 ~<- (6 -1/り

す、¥ly，主すま o 外イεぺで洋ィ立 11}" '1 にため? ¥ ¥ 3 と ど

ヒ J -i¥' (6 -/ρヲ)， (b -/ /0 ) よフ ‘イ七支のどに開

して

(~ 5>，，)T Mε〆(~1>") 之 (~γy(pv'JzeufMε (~ :f{') 。サリ

ず、、仔うvh. ~。 ミれは取ソ f 直立す‘、~、 (b-10勺)ずは



J{伝 I?lr

ぁt し 1 " ~ミ Yこ にな') p$" 立!実 ~?Ì S I¥j工仁吃

最穴!こぢ 3簡マ、あ 3 と主え a0 

以主のと℃ウ¥5 1 t tJ) -1 ~ }ぷ SNよと苛最大 i二

し 同時 I~ 安初 SN比九長大 lこヰ 3 隔 γ 安)主、

とず註刊された e (iu: B円安全う〉

合、 (b-jO) {6ーチヲJづ¥~6 沙\ a ように 4dtfd-

?り (b -76) 1 1\\ρ~ 1/2T の 1m波数晩)記寸、¥

1/ 4 T 1"7..関しマ手泉介料，丘 3 直;丸 Xナイキス

λi釘f歩安久 iこ;舟j支給キ持フ之さ l之 la J 

ぱ乙 〉 θ 民-:::.e J(  6 -/12.) 

ろい、威主ち 三¥¥ (る一切吃満たす(図 6-マ)。 え p

まヘ、(/，-9~) (b-μ) ず、、弘容にはあ年対机マ、、な I)場

ノち l工事) • Jこ i設の特性)~ばr ¥、他，f演を持っ 7 11 ~ 

な 5 Iず 、 示、 l b -1?) ゲ1メ段、 iL す ~ 0 作1)え li¥ . 3芝

イも;皮帝今，~ フヲス 4のハ。ーレャ jレ、レヌホ。しス



Ad. I?i 

方廷のイレ/¥o }レ入 y色、完FJ皮約~用 I )た S5 Bイゑ

i去後で‘{ま，ヌ?えの場/合唱この性管 1)'"J7'Q主ち

長25包D 工凡 lま f1 ， 0.1一11に右ゐ。

何ニ2.又 Id- . 3 のビさ，去、 (b-qぇ) (/;ーヂo)

サザ>)えよ 述べ、たよう在 '1ι 合員宅 L岱 7とす挙包囲で iま F

伝送路特 J!生少、、なむし 7 ヰ.意弘通 D 工尺 j本守交わ

らな l) 0 キーのれ系， D 1 凡だ作~ rt g~ 特性 j三

ミ色たさ t ~ノぽ事ずな t1o これは空襲な悦笥マJI
一一一一一一 ~ - '"-.，日十句 -

O 1/4-T 

仁
!iILL-

まで(6イ5)) ヌiまJ
(6 -96) 

十一一一一

一

ぷ
J

T
i
 

Mμ 

図十7 11) 0)-11 セ最通 D1. R.. "Lする
-rf(ト?のJfd-76J のイダI}



yo. ノダグ

あソ実用 jニ#キまし¥¥ ~ 'L寸、、あま D

-・、・・・



yo. 1ず/

b ， ，!y 1実初 SN工仁のよ?良

本 l許 7‘、 Id.)D 工下一 f><-- 之 K~、イ~;急 I~ 長くな y

う 3 とし穴場/告 I~ つ\"\ '( ピ、ヲ仁、繊 ~JI 移入刃

l二示¥)1 a S N工との九a限イ色主計 l車し 1実女1J '5N!ヒの

と F艮を尊く。 この女女1J S N比のよ F氏イ111本〆~の

イ在をため J~ぞ jこを事な判断の建株 j乙なふト ま

す、、」 ユ欠めぷ高是京 b -
ョF

6 ースモ g~ うヲ， 1:.... す L

表記 是負 6-1 

v(叫すと竹"11 竹安I1令対柿s行宮'1 ピ L. 'Y72ユについて

;又 η 性質すの5x主つ毛めとすゑ口 V{l1 j の何行客零~l

径が、¥ク?ヲ'1審議吃降、" l 作 5止1 ~. (ηー1)行何一J)

手q¥h ffヲ'1]立 v{η吋) lょ等 し¥) このピミ

最大自治イ直 ，ゑ d，白-楕イ苦し叱， づZれずれ

v'明J の

え川
生必低τP

九」;)じゑほっす"Lポ (6-J/ 3). (6 -11りす、 iX1L守ふ。

f明町/1 l'>¥】

ス判。~ 云 ス州~ /6品 /13)



A'O. /t:f之

λ叫/肉声け と えよl (d-JJチ〉

(但し 竹~ 2.. 乙すまロ)

かη
スターミアレタ考1¥え巧 よフこのネ語翻が威主

す 3 ミ 'L I 志 Ef~ ちウ ， î'‘あ~ D 究之で、 Ji主 tlr=t 1 j:. lゐ

明すし

ネギ 要員 6一之

η 今守何事1)片手弘子ーア クッツイ?事11 セ u'明)とす~ o 

交 のぐ行 j 安'1寺本 lま It'-j'! I~ ょっマえま 3

沙¥ .5 、 れせと μ"C-J' I 'Lゑわす土ーヌ J L/"')の長大田L 

治イ直にす急 d¥団フ合イ直定
J 
乏れてを、、 11ぺ

J 

スt明J
押 lO'VX

ノペ1~γ¥) 
J 骨叫M

℃す ao ζ 《じで υ吋の J号事マ~\ .~芹\ 1¥ 之 ， lコ
， 

フレ紙業矢ち'1ll'i)すとふ欠-t¥¥--r、1主ミ義J可 ま円

弓戸〉全 lAo十芸 lA-i!.{2.((.十戸〉 (6-付 J

。空し、2? ¥;J.均名数 l糸わず〉

-n ず叫撫~& 大 I~ な ~ 'L を スJZPλぷ jま z モ収



yo. Iヲ3

プ、れ. 1 .f;い‘洋札内 jニ iこあ右とをのぢη(1.)の最大

イ直， 最 d 、ィ直 I~ 等 し t 10 ~r ち

~スム川公
タ7自宅>""" 

守'V¥.PI..〆
王手

百可zη
合二弘(1) μー/1り

ムん λよ;-
2二支00 、…2戸 ?とぢn臼)

ぐる-/1，)

~ o) ~}!:. e Fl I d- 女高ズ 1~ で、なてと此1'1. ¥， ~ の 1、¥

ここで、 l#. 弘司セ吸す ζ ヒ\~， ~ 0 

O 工尺ず、、 C、ヲ C'~均 h t) 芸人才 7‘、の S N{吟包最大

三よ lこえめうれ1. ¥¥ ~乙 B '1 d)、乙

もの S N1吋モ SN02 ζ 三さえ
n
SN63η k I~ 関守 J

最大佐 iま すコ欠の 17てI'tb -b L" 
ー

与え 5判手 o

、だ 主主 b-b 

(1 )令伶フィ jレタす、、整省ろ広三2じ夕、') 70 数与号、?氏

イ固めトラ〉ス /γ、{勺 iレ・フ 1 . Jしタパよ『 τ

本主点、 ~lれマ\\ 1 ピセ



{ドJ
~(Aア $N o肘W r. 

τ:. .J..斗仇
伝二三CO

{払〉51¥I ()~;;; 

ヴ1::3.Fメ :~4 ri手間制i→4
J 1'¥ NoT 11ω11 M.  • ， f授は士) 110 I L" ") ~ 

;yo. ノヲテ

所サ均一一

L:2.)今作つィ jレタず、 1]1 b-2の占う/こ且常時削除

三正

7-1レヲし(りと夕、ファ数無下長イ国のトラ L ス

ハ、、ーサ iレ‘ 7 -1レタによフネ蒜ぶされC. ¥ ¥ ~ 

とを

γ5NoJ;)t色。 SM07 

B 

iLI1的 H のし(分IJ~Z，-

住金d咋
叶 什ザそタ

ゐ".

ゆ♂

41t fd-//F)/こつけ 1 のみ主主司令診。 ヨミ (b -1/今) Iこ

関し 1 も aく 閉じぶうにも五回丹可令t.1" ~ ~ '0 

d(/'-30) ?‘、 j号、雲寺 p"， ~定ゑ、セれた K 行 K事q行

ダ11A{')の最小回柏佐セスぷ ζ 来わず。 5N'りをキ



iVo. / 15-

え右主主 (b-デρ) )及ひ、、，対主宝 6ータのまrEeFl 1、、導方、

れ í~ -t¥' ( b -/ ()宇)かう晴ら ψ なように

関して1:¥'(bーはりす，、ぷ主すd- 0 

以ら戸 ~ 
。三乙

丸併にJ

ll)ず、対約17 ーフo .!J ッツ行 fl) t~-' ヲ15j

ω ゑ軍事づてぽ 1 と わす、℃すけ?‘、ぎ孟'""t ¥.)¥ Jt' -1'1 L- /IA.. VJ' '1 ¥ ...。

3N82 1三

f討対

-t' 1;づ :pli

安 i二 yj哨

惣 6-1 ， b-之よソ
' 

SN~Ft のに l二 l拐す 3 大イ直
， ， 

j立 J t¥' (長一/2-/) 7‘、与え:; Lh J、且

ヴy¥ρ1..)<

K 

t昨
日opt ームム SMr 

文す棋王診

ひょ
初でLntf押tζκ(:g)

(1手1:::'J )κ→ω 

/-k-.-か升

イ日し# 可J引はずt、(6-/日) 1" ¥々義j之1ftすこローラ L

tt及数 l'、あよ。
竺i

之ら/芸)= 0{ 0" J 十 LU'J(戸十 l-~) 。ーノユ。



る/ ;vo. 

在-/.23)一去をた会e }.27f.. fγ }{=-J欠

豆大、 {&-isyJ うなす主党、 {h -ノユユ)1こイぞ入ニ与
L ζj宣

咋1.a-

..J-

I 2. ~ι 

ナー~トナ~
fj壬i全土)し

抗ムι L沿レ
~ 7l・宇伺
(tZI :::り

i二

ffブ場一同~ ~T) 
h
一
均

i rl H{{) l-1糾 A
ル一
2

ωィ分 A 

コよ宮 (6-30)乙<.. じ i萱 1. 

伊 サー

，iをす一一一-

d十寸 t(f汁ド凶寸吋4弓=-J--.:.チ

" -1/2主

フのω(f) di)la (6~1ユりすと;苦ちたすd ゑウ、、、成主す

グハイ民間数IJ...ノ{え)更にζ 
胸、

L 三チ4夫妻女寸‘、志
.)-.J 

工

らオ、、ι
、、

'-3 1¥¥あ

争担が/H-I /¥  
I..'J I ::: 2T) 

ハI(1) • ""ぞ~ I l')……手fJ-r
-ー'-~ LXρ ...-v-"時'....J ...... 

"と:.1 

Uヴ?



;ro. /ヲ

d (6-/え1) Iこまえ、 (b-/ユ多少包材入し . .，封、 (6-/ユ5))どる一

/ユワ)セ閉口令ヒ ，示、 (6-/jりす、、得 Slれま o

〈も正叩絞っ)

次!こ A 、実か SN比セ最大に芳三よ うべ~工尺

ず、最通イどもM1マ¥¥ a Y....すま咽 との℃芝J の決安易

SNよとのイ直花 E5 N f)~~ 'c ゑれす。 広了ち

り

F

r・一
b
I一。

r判A 巧~ x 守?'zIら?1. r""'<"' 2.. 、.J-t
s ε6E 

σ
n
J

一一
C
J

t
一
M
一
A

T

一T
l

σ
D

一
4
4

が官苛フ

先 iミ泣Lべ、 k 通ソ £ぇ=: [工1]な主主事リヰ忽 lてつけ

T 主fL1tiま学ィir行亨11 !二 tJ-.ユサ¥!;;

Z γ$  
任制(j::.)...~例制一気L
-rι$-$7 A $ 

§札竺) 6討対ゲー

点、 (b-// ?) ( b -1/り μー 12.ヲ) の
1
品
開
花

企ノA什
，
引

γK
 、

7

N
I
J
 

ト
ホ

イ直すと取リラる乙 L T~ 'Lセの、女知SNよ仁 ηL下kI"d-

合、 μー 130)μー 13J)7‘、恋人わミれ S



io. /94" 

。)令イもフィ jレタ i三笠/包ち液窓セ〆~ ct，とを

メ.20-;:(と 1Ir f C¥ I I '-L '¥ 12 ¥ 
間 三 (J芝生) No T ~ r寸分間j~ 向寸が}一一

臼)常名ラ 3設定の J寸 I) i こ t 帯主実体111& フ~レ会的
， 

下t乞ぇ、乙で (12D bーユ)

.20ず )LF(-f)附)し(1)J~12 
E SKf{弘)く ヴ ma】 X 。T3ク'"- f 

NoT 1しけ)tl号伊i〈古)



j伝 111

6、 L路 孝文イ直tt噂結果 I¥..女すす S 秀容、

来的 7‘、 ld.数値3713各吃行1.i ，最通 DLR特 l&.，

及 v、¥ 0 工尺町長ミ jぺ'L'業安司 SNよとの j明イもモヰzJ

め~ 0 九し l 1 )くすモむ、の柱怠のイ査 I~ えめ三な

ら iピ まれな特性少、待~. ijぺ 3がめ持切花行う n

こよ丁、 I~ D S B.  S S Btめイ~送方式 l~ つけ

1tt Jゑセ行うこ ζ一(三 iる。(今ャネ J~ 間千方

ゲ~、1. '¥場ノちには. Q A H の持佐 j志 D'S 8 のそ

れ!こ-}.矢ヰ与。zz.η ため. D 5 f3 ~\j七閉す 3

れ来 i主 Q A門 η 特仕U 立笠竺3な自宇 iこなu

ゐ伝送~{ の)¥ ()ラ メータセ芳夫 6..-1 lこ守、三 d 又世

iす i南に同¥¥尺イ五え妨特性}l/(オ)モ 1]1b -i! • 6 -7に

す1 苛。 y話フヌ色工令 指予帯域、寄もも¥:;)綿の特性 γt

あフ，巧れず、サ1の仏本エゐ九伝送:bk 1 イ ~l乏除

ヱヒ吟 J\~、ミミI 1::... ヰ注。イ弘12tU 1 I"d- . Iま lず平均



A'O. 200 

的念特性 ζ丸山 uth 1)'" 4 伝送筋立は富士長の特

.性カザ力、なリ兎¥)イゑ i主防イあ争 o

ゑ 6-1 イヨkj差令、のハ。ヲメータ

方式 M キ金正送3夜間 L旗争矢 説-1t~食事も 寸，''-tI 1..-ート イ弘、話~~r害

却す母
/ユタ4ローiレオフ

酬3

ナ / ? () e HB 
旬余メ寺、写払

;) v CI ι〆 設すV汐一一一
hrS 

伊旬、 c' ，..・3 J ，? .... '" II 
7ヲλ1，J¥O-~ャl レ 例、 / 

ιノ〆 U F I CJ ι， 
Ilb 
レスホロレス

J ν V 1/ 
bZP Pu  bF5 

~ C D J 吋，、 II 
クラス今.ハD_μャlレ

/ チ2汐 trtJ<..1 .; IJ r .J V 1/ I Iみ

レスすII!lしス
p v U 11 

bp5 

ぢ??家のイゑ i走者ii iま@/，-10 のようにモデルイとミ~

る。(予告イ右側 τいは苛期根;決オ、、，行 nyf( ，二基 7主君事坊;ィ主

号!こ対し 1，)ろ J良オ刊行れれ 1 ¥)る)このとそ，S¥
、“市 • .' '-". ~.' ，';・ 6、・・ 4 ・':'.".....，..~. -' ".'・:.::' .，~ .' :."・..'・ 0 ・."・ v・.!: .._ I .，:同.

(6-/32) (6一133) カ¥"h¥主してはち 2毛のとす念。

戸(ず) = 0 げI/' fc- (6 -/32) 

今的 =. 0 11 Iγfc.. αー /33) 

但し， 1:ι11.搬送法嗣波数吃来わ多

又，フィルタ D，(J) は伝送方式色決史とするフィ



守詰t守義

(01.8 ) 。

， 

一/1ク

-..2ρ.慮、

O 

lM~ 
(叩5吋

/0 

fo. .2.ρ/ 

o.~ /，6 よlf 3、ュ f
(にけも)

宇品t中島牛寺 11''i.

8 ~.r." ¥ 

i羽 6-? 

ら

うL

1ユ

0， 
O O，~ ， λb :2、午

遅延特性

Aユデi
(KHt.) 

イ弘送ぬ] の千艮旬、 Jむι畳 'f生



ro. .2. P 2、

千Rえヤ島(olB) 

。河

一/。

，一、

-，20 

ρ、r メb J、午 μ一え之

千五、F~忌牛寺ナ主 (州市

治活伊 S-l!.C)
、、ー_.，-ー『…--一一一一一 ‘ 

ー

? 

/ρ 

6 

今L

. .・，ー守" . 

2 

。 -い，

。 。、r λb 

j忍廷 J持 'f包

2、lf
f 

]，'J.. 

(州訪 l

図ふ? イ弘法防ユの下{弘、t~ ・ dl毛何 1J'i. • 



止5. 之03

キャDア
ω~~Jl.f，t 

スもレ
・
山
崎
げ
れ
列

ポ
~
抗
争

送イミフィ jレタ

戸(f)

ブィ jレタ

以ω

ざイ七器

一♂dイ叉 i走路
H/(f) 

今でイ会アィ jレタ

可(予〉

ビ、、クビ¥1

i叡知I~

句~(2J[討すの

後湖南寺ャげ

安倍器

図{;-/0 実?r本のイ弘i迭令てず)レ

会.寸悶・ ・吋

亡
」
!

jレタ 7、、あソ. D ~ B方式めとをに Il

1 I f ¥ ~ユ九
D， (t) :=. 

O けI').2 f乙



之o~ムyo. 

f 下訓 1~.I1 常減九イ弘法オi立式、の土器/ちにB ;せS 5 

マ会

iflぎ1c
(みJ3，。

11 ¥フfc.O 

D， (f)之

立つ力引

ときますと7イ主ネi主色付?安三!日有ャ

十以(J守主)I-\ /(f 寸 f~)ε-JD，行-f.ι〉パ/(f-iι)巴J『

~ H (f) 

6 -/0 め喫?阜のイ~jえ一一I~ jrA rフなな令室喚主行う

写俗芸 J温帯主義‘伝送手、 i二湾し?と?す、毛、1寸と図ター j

ず~1. グコ t'¥.... め 」3-℃すけ 7" き
明、、

に主主ムマ究官オ 3

乍t竹i¥ マi711会i平}宇ま?と i義ii各九-zz.の1" ~T 切手 2 

-:i¥' (/; -/3 b )五等T、、 Iマ、t あ Lじず、可的可、フ 、
h 

「

.l... 

3. 0 主i二イ話芸]示事工三ミイZAM特性ヒ寸 dJ、こ℃

れが?寄 5アリ今命保1¥-(、 lま.議過な作切開封 '々



20，，" ‘ 
yo. 

jレタ iま私 .taラ J広漠金三室仮定し¥ '¥右τ d フJ. 
と

ンスハ“ーサ lレ'フプ委久かけ無 fC<..i国のア℃ 

1 ~" とグコw1.マ¥) -o;;ヰフオt五五誌で{こよ

:2 

jレタ

-J. 

イフ

ナイ者イ'ijt業j益帯域イ玄、義弘!之--i;、 1) 1: '1 しモ l 

イz.. 1差It~内~ 
一一一ーチ

.). 

ト帯域的の雑各 i竜オ j二対す弐ス

イ~ .l主I~ 
'
勺
ノにな右よ0¥8 3ρ のイ含 J21竜;/Jメじが

.). 

定 めマ¥)づaajレ No/2主ト7 〈、。ースの /¥
o7 E活雑ヰZ

手了

(有ヲガー
. 3 
;-f{} 

σ~2. 
r
∞

I r. (ハ II {ハド ， r 
T L∞I I'UJ II¥JJ/ ot] 

No 
又T

¥ i ~ 0 マがぶ主主

及 v‘.zt 氏のゑ遇。工なイ玄送手、フよ
-、、、』 z σ7 

実初 SNtヒめよ?民生一一実~の、文夫IJS NIヒとさの

ウム6 -2 をゑ 6、jノ、
2
2
J
P
 

J
d
 

l
I
 

/
b
 

f
I
t
k
 

(バ ベノ



io. 20 

ゑ 6-2 D S Bイゑ送訟の特性(1 ) 

'・ ， 

イ 弘道宇治 L イ去法手法 2

ρ工尺の Kさ 長;担 D工尺 J.5N{κ} tcJB) ゑ通 D工尺 E S lvibt吋18 

Jベコユ f 1 ， 1 r 3tJ、? f 1 ， 1 ~ 30， ? 
J< = 3 fO;1; 1 ~ 31)‘? f (); 1 J 1 1 3tJ，R 
上?色付 (6-150))ーJ〆---31‘4 ---------3/‘d 
ゑる-3 D .5 β イ玄 3左手、の特性 (2) 

/送作法的 クラス 1η /，0 _ ~ヤ IV 

¥ レスホロレス 3]J有多 ノ

イ示是正る イ'î-. 3差-~)告 2

ρ工lミグ)Aさ 長生 D 工尺 E SN fdL民EJ) 最盛 D工人 F55N fAf匂BJ 

六之♀ {I， 1 T ;z s>， s- r f / 1 Y 2.(f'‘7 
Jく -=-3 {1) 2) 11 之I，/ fl) 2) 1) ~1. I 

よ?良{点、/上/30))--------3]， b -------・m・-- 33、3

ゑ Lーヂ S S 8 伝送私、の特性

イ~~詮 54 イ弘え~.?o ユ

p 工久の長江 長通 D 工え
ESN'k) 長i色。ェ尺 ESrv'ゆ(ρ(8) t oJfJ) 

t::.ニユ {1 ) -1 ~ /五/ {I; -/~ /S、テ

に之3 fl， ρ; __L1 2? / f1， {); -/~ /7.うι
J f 1. 00 1， -()， 7ヲ? 〆~ t:l 

11. 0 IS"" ， -tJ .タF汽
，~・、

(¥ 7 

一1，() 1) / J ()， 1 q守}
A ，. I 
-tJ，1d>S"， l. olS-~ 

.........‘ J 

i二rl:， (式 μ-13り，--------------- s3， b二ン/ -39-. s-



d'o. 207 

ゑ /;;-2 /v 6ーチよリ.以下の-こ乙づo'"/;]'句。、者。

o S Bイゑ iぎ2誌につけて

(1) K ご 2η 鳴/ぢの最通 D 1 尺 I~ 伝送紘 1 .え

の li苓れにつ¥，マヰ .11， 1} i あ手。

これは b.宇野寸‘ i近ぺたように" i\~〆 (6 -9") 

が 7 イキスト問波数 I~ 洋ーの減衰絡をす守つ

ため?いあ苔，

ωi送信 J反物か、、/之メロール f フ自象ペ字務;1;えの

士易ぺ5 K ~ 3 の乙をの最通 D 工尺 Id:- k 三 2

めとさの乏れに等しく， K主 2 ゲ G 3 I~ t 
可時 ， 

る ことによ均 i}に季初来は無 t)。

(3)、実初 SNよとの上限イ度乙叱幸夫す合と 之寸Jーレー

トず 3 0 0 0 手三皮の DS B ~\I二京、\ )寸 lま

k z 又とす 1J ごとによリ， .{ま 11." 良幻 1i:特性

か叫得られると結言4らで‘で右 e



%o. 2o? 

(りこれ 5 のゑ l~ Iよぞ子、し寸 I)なけが，数値計 l車

によソ，更に‘ユえのととず‘ B~ ~ずになフた o

6. 5"狩て、i垣べ、たように， SNよじを最大にす

る解沖、“，とさには突が SNtl吃最大!こす令解

i二-~~久す治二 ζ ず‘ 2あ令。 し均、し p やij者の角等

かいす奇性をみ1j:.J兎イヒペミ t 均こど才‘'あて7.. D 

S 8仏丘乞j5dイイ広三乞える 1 ， K =-タ .EL JI 3差

づも法的ず、 12メロー jレオフ白象々、獄 j皮めとさ.

S Nt仁左最大にす均 D 工尺 i志 t1 J .2. oJj， 2. 0 s-s: 

であえ2 がし 「の D 1 尺 I~ 関しマ

1丈夫オ SNょに l"t 2うL ヱ ot B I乙なtL つまフ J K 

ユ とをよ b d B Jjλ1: =1:テ マ1) 

九酢 三"日じく伝 i主主治 1 タ K-:::.1-で¥， l迭イ七;皮

脅タオ刊クラス iの/マーシャ jし・ レスif¥O レズ J広

朽のとさ， SN工ヒモ最大イヒ吟る D 工尺 lま 11， 



A'o. 209 

2.5"2. 2.s2. 1 Jマ、為争。 この D 1 尺 iこ関

し l ，、支女IJSNエιId"- 2.s. (? d..B になる。 この

場イぎには子 κ 二 2 のとさよ :J 3 cA.B 特性が

費三イと しτl) ~ ̂  こ れは SNよとの中 lLJ 誠フ~

忽iこ対たするま正義色の要議才、、乞づえれ寸けなけ

ために生じた綿糸?あう，目的関数 I~ は !SN

工ヒマいはなく，安知SNよ仁左用けなければ'なる

ないミ ζ ずA金言忍ミ:.l{1た。

S S B伝送づるにつけて

モヲ 斗ァ

(1) K ェ 3 の場/名句寂担 D 1 f( I まイz..~まる L 2 

のけず、れにつけ l =t ~ f 1 • 0; ~ 1 1'1"あ令。

乙れはヲミ、 (6-IS) オ1¥1 6 .テ箭で‘足立べ、えよう

jこ‘金丸ヒナイ有スト問波数 i二J政支持主持

ち， 1 /チ了の問;夫妻jζ に閑し 1 ， (ま I=cr:、乱た対キq-，

に近 l) '/往領主持:;> l けるた約であ~.. 



A'O. ス/。

L2.)仏 i急防之のように特性が免しく更、けイ広単産会

免筒、¥¥寸， f ーレーよず、 t(l 。ρ 紅海の S

S B争、マ‘ iま， K -::; 3 とすづらことによ~え

jfv な特ナ生グ、作~ J}1 ~ o 

σ)伝送銑特性ず兎¥)各マ“t- (イ弘 i急務 z--)〆 k =. 

うん とヰづるこ Yこによ~ 4 実初 SNよと jまtll勾 lこ乙久

落さ

〈付表 6-t-ずうタヲlラょう!こ，実用 L ず 5右

え rf'. K = Lfのとをの最通 D 工尺 j本イ去五私

j 2 を問れず勾 11， I宏、 jL-1.一!とよj

であ今と芳文 τ良山 a

これらの叙佐釘宮純泉カ、長 IP5B  J55  

8¥  )ず~のイ弘込才ポ 1，-手引け/てや D 工に l立

弘法主主念特性の遣し l、によフ7. .づえを法三をふ智を委

けなけと言う興味深 l)性質が 8~ 5ずになフプ之 a



L 、 7箭れ 会
ロ

yo. 之 /I、

主宰す、、!L与えられた D 工 iにの長さ℃伝送ι会

につ t"¥ L 、今イもつィ jレ?に D l Iミ丸岡崎 iLfb

通イヒ寸志問題~ Ji}Z扱フた。 をめために字;{"

イ云 1差私の合平イ径関委久 l二略味セ行 t)，友灼 SN比すと

目的 l羽を丈!こ守弘前すヘ、、宅マ、、歩)~ミ℃九44 た。

吃 L1 最 i色令イもフィ jレタ特性iLF.lr=l Sウ¥Iこし.

長島ーな p 工尺モポめ attI車方法 t1え涙した。

次 i三， オ三撃 ηt葬:二の町主主京 7¥1あ a. D 1.尺の

長さ曳ど、グ");j直 i之、だめきへ、、でーカ1 ヒ言う問;韻 1色鮮一一一

くため. D 1 R...の長さか社 7もに f支えなううアシ

じしたときの突対 SNよとのよ illを与える《セ

最後 lこ fD  38  SS 8所1仏説話、‘ l二関 ll . 

数イ最もす l車九行っ Ttu 22のね泉，免しく特 iほの



io・ 2/2.

昼、 1イ弘主丞弘治巧c下宿、¥， t 、寸J、ー レートず‘ 3 (J 。ρ 

金主J包の D S 8イ忠良ゑ γ、Io- ~.1. 1 ~な注つラス

!のハ。ーレャ lレ、レスポレス方式1η イレハ")レ

スyb、佐J ヌ，， d ρ 。ρ ず一一笠Jきの S S s 伝送

毛¥~'、 Id: -{ 1， 0 I ー 1Y な~ 1ラス斗の/¥<1ι シャ

jレ、 レスす10シスえがのイレ /¥o)レズメ丸、法主 P 工

尺 iζ 定め 3 ことによリ、 1安対 SNtヒケ、良持 I~ 7与

る℃もう特徴的なれ請す‘符-与以ごた。 -1--.特性

の実~， ¥ \イ五;乏 U '1:け~イキ j 二 L l -J S S B イ弘主主党行

うピセ I~ 宅、 K=- 守二 "L'1"" ，玄こで!こよ V.特性

。いも大宅く改善さ th'3.こモーが叫。昔、つすこ.

こグ〉よ フ iLJ Kη イ達しず之へノ斗と主う)~をZA

k) ，でをイ直 7いを¥¥こヒウ1ら 、ヒ、、タピt i匂~'1若有二女

Eえすき~ L 方、、、可釣マ叫あ~に 3\1，も4もすâ. ~ y....グマ、1

を&。



jVo. 2/3 

第?奪 ビ:、タ C 均日Ij誌入カ雑もの相関

iLよ 番号ふ多毛布

1. 1 ~f 21 、すロ

稿者プ、 i志賀初5Ntヒ色目的関数 i之、えめ蝿今イ会

つ-1レタ之 D工氏 η 岡崎最盛イζセ竹 γ た@ し

かし，女初 SN 比 i二 I~ ， ~η 史ゑl -P. (6-/ゐ)ずう

8H ちずなように.乙、、タじ、1 識~Ij器入沙茶色も歳、 /jJ

の相関 1"'- ~ â 豹管ゲノ~ =tれ( 1.)なけ o 昨ち，

有fi者 γ¥~寄られた協は稚もの相岐\ 7:-~総会見した毒

&角ヰ γ1事)~に主えま n

?と 7‘. -;ド金 γI"J.- I 来往もの相 i認によっ T特

生三ごと、の位九.建、イζ す 3可台t'F包古川歩〉与す/二フ

t) 1.才で矢iす呼行うこ 'L1こ司 an をのためにま

ず.雑もの相関を 7ち念、した 1支NSN比(E. S N ~~) ) 

の下限曳向ifv(T命令 l乙オ〈め 7 l ¥ a o 次 iミ，官??奪寸叫



A'O. j I併

得られた最通宵ヰに関し 1 . このす限イ産主主t~

し，雑考 JiXIj]の相関によ治ゐ容色許イ掛しマ I) 

1;) 

ここで‘ J欠の J誌に;主支、すべ、きで、あ~ " モれ

ii . J.ド撃に名、¥)1ヰテ，送信号与号者?列ヒヲ広送路

系金者の台色性色イ反史:. L τ¥ )ること 7・あね。 ピ

ァιdt哉、判定入均手色脅威 o1]"¥;古色であるの J"d-

この主食昔万及、夕方、、、ブ A Jレタを通過 L"c..¥)忍ため

〆丁、あ b。



2ノタfo. 

系佳もの柑閑モヲも程、

N tヒの戸Fr長
!'r 女女カナζし

S 

之7 

ぴ、，喜久イ息切首一一ι
 

A丘

笠一-l]まもタトまえ、の 及

ま C支セit~書E5MT -t~â-マ“会ミ持ボ (b-:l3)

よの相関 i二C1i得、 ~II 'i{入効率色主ビ、、タリi二よζ 
-} 

舎し zずしぞ
A
日

1)、叫 7叫さkι 可
¥. 3 3守ろ管主計イ晶

(t.) 
E5N  ι 11司寸羊らナ、、与え尺工ヒtlレタフ壬 ，). 

モ1-込 11 I~ 安全?、 あ、
¥蜘;まめの佳 1て?梶本角的に三区

会民
T7¥ 

〉
ddYE)/sftJLE長 lhIこす?、、会 (bーユ3)れ 114

万 P玄す刊な~) t'¥... tn '7" 矛") ~ド ωYJ~ セヰミ¥ '可
」

の下 f~ iと京、め sfド)E S N L~ 主主)監つ、、 i主2手マ¥1
4 

れたう一~ '1ft-A¥士一塁¥iユよ¥a t7 :;7<ームュ一首豆ヱタ

維しぷの下 73にた挙女ペ直もt;車'ヲ
斗つれ九貴弘通怖に

7-

¥) a--" 注意ぅ智セ評価しマよの相関 I~主
回

J欠の治市1ik?J め I~ためくめ下?良主筆正SNl:} 



が• 2.Jb 

是主 7-1 セもE 包R す~ 0 

ネボ 是員 ヴー

回グーl のイ弘え~， 1'-京、¥¥ L J i九、 (6-20) γ、主義j芝

れ~ ~(í)乙 lこ関し 1 会 (7-1)ず、段、iL守主。

作 rpf/i βニLJ

但し.九号 lf) lぷi¥'(6 -3 / )γ、え2L、され 7ミピ‘ 11:¥‘均1

官，)~器入方泉佐も(ヴ1ィ)の嘗イ活ナイ守スト・ハ。つ一

久ハごクトルイef)

主主 臼R
'.噂・ 、 一. ..・ 0 ・ー

6、ユ続ア tたまら、し tjEi乙毛吃阿い--z. J -:4' (1-1) 
町 ・ ~ .... ー・ 6 

のもrE..s. Fl 1セ付う o イt 丸、のも味リヰ弓ι と lこ対丸、三~

豆工作協リペ、、つト iレセ εえ F モサ11こ対炎、す 3イ七弓

抜 y べ、?人 jレモ A と守~ D ここ γ、んのよタ元主

ゴ℃守主. Lのじてt J ~\ tbーユ0)にソ 3欠i¥'~'" 4¥ 



fo. 2./7 

す工呼 3 

什4う

U tとゴ次元.>A4:.色、べ、アム jレヒ有志。 i';l. I広丸一lこ方

た可 B ぺ、つよ jした、¥~， 5 会、 (7-3) 合、、、応<1L可~ z 

明令。r少¢

£ 
~ 

く
調L¥.-.bil...タt

u 

νi Ct(j)ν 

lJ)T lL; 
ケすう

ptりの最大国為イ在全入J2rと表わ可ヒ

相 4乱立正
UJT Ct U 

日 印一均一一
ν /1) T (j) 

ビリタt:.¥¥ ~旬、 ~I/ 器入沙宇佐もグ?心の台乙相関 qTt文花云，\

(6づけのよ 3iミJ;、で、悲えれ寸 o ョ5tJ) I e}; 77
1
、η 衣タ

普天行安'liけあ 3ウ'5 句 コtのク刊行 11安'1i孝弘 i志 flm-η

ヒナ広三。 しヲ， 4-， む的 iまゴ ~1 フタ'1 '片手'J.守一フ由



;l1O， 215' 

ク、、J ツ f=r ~ '¥γlあ 3 合153Jh商売ゑ 6-1 . 6ーユよフ

?y1. t¥. )< 
;工
ええコムム

ゴーヶCO v' 

的

仇
ぺ

λ

叫ん
4
一
一一辺一巴

i

md

・、'一一

z

zzat 

h
L

。

(イ色し~ 1主均等、数 γ、あ弘〉

Pタ?.I~ 支えとl'ユ冗.tT (1:5-1ぎ1/幻〉 〈ク-&)

と遣さ， ~\ (1づ)(1-t.j-) (1 -s-) ーを伺¥¥主℃

明-tJri{-~ 1- 乙 / 制P¥.?< ~ P -1- つ寸 O …円引い↑し //7_/1 ¥ 
、 f I J 0 • 主主).12. ~V....( 11 ‘日

/出妥てL")

す、、イ寄られa-D 

式¥(b-3/) よ tjR31カグ1 ナイキストキ ~1 d) タト俊'17、1

Oτ叫あ 3こに ナ一一互 し1 ，てえ¥ {b -3りより合、 (1-8う

ゲイ写 Sれま口

伝的。川町村 {テ子会一一

主夫、 (7-8')ょっ T九 i主旬、(t)のフーリ工係数になっ



ro. .2/7 

7¥ "¥ ~こ 'L 石 τ人、、， P~'i (-s)グ1イ高関数 γ、あ 2 こと

ウ¥

九州立 T ~ fo十一三Jf .. e. Iい吋呉川 州生?

まだけ-1){ クーのよリ，ず (1ーI) --1;，¥1威主守主。

(tEm絞り)

示ぶ定員ヲー/た閉山手'L E sN{2の下下氏主示す定

政 1 - I ず、得 5れ三

気死 1-1

E 5 )1 (2 I~ I羽し 1 品、 e'i-ltJ) ずぬ;1iLすま

長合Vff) ~~L  
~ I...J~ 

〆?，tLvt
。ザ)

rnぺIA..X Pf口

U白<f~会i 勺、 J .J

犯し』 ム:ム i正式、(6 -/土)γ、えま弘、ミれ寸¥¥ ~よ〉

川εJηゑd，イ色 7‘、あ手。

正、{tv
民間



ヱ2.0JYO. 

フよ式、 (1;-2.3) ~ ta E島1立ヌ安易 γ、訪う 。

台ポナ一一
oC-[tz.) ヴ争むレレベ

f. e E 

守的p¥-〆

U --'e:-

乙

6芝
Ohtt)ZF 

芝一

3 iζ -t..'_L 1-1) 宅イで入すポぐ (1-1/)"a-申1ず得一五

(な 9~ 絞り〉ヒ， d、{1-1けず、尊ずれ主。

3 めた 1択か SN凡を最大 I~ 今}.-首L考γ 求支 iこ

弘、作一1/)凡 I~ つ\ ¥c D 工とq(才〉jレタフィ今イも

u すともt)車
Q 

)dを女少、与号、にタっ互t昆-23笠笠A3:タiレL1 。〉金金

ソによjレタフィパ、ーワル、よ/スト?忌イ1屈の フ

¥
jノ
4
J
 

J

，，‘ 3
 

D
l
 

てt¥' (b -2 7 )丸岡 1， τ持、ιれマ 1¥1存事応(1セ
2兵

弘之主士ともtl車

〆ω判
7'-

γ('  1¥ I lμ) 
I I V C. 

日ι¥rベl毛il 12. 
2.Tz.. IL'""、，1jω晶子i

斗¥1問)HC:f")I'/ ^̂十去。乙
L.. ..Jヴ ....:;v託

ヴγ1ρLメ

t 
f廿l正式)

オ¥¥'q寄 ~ られ



A'O. ..2之

位)今イもフィ l レタず、ギt.~ ，*，1)限フィ jレタ l(j) と卵、

下設イ困の夕、っプウ¥?;段、るトラシスハ‘、ー勺 lレ，

つィ iレタ!こぶリ格必立れ7. \，・~ L きく図るーヱ〉

明今会長正

伊ヰう

dニふ

No r" I~.lil I r内 h 九 l之

5l: U Ll引IJ~す l いり)Jぅl

LlIrア仙 1I fハ 1I (司 i乙 Nofi I I:f}fl 
TI f"I t Jノ1Il Jノ…匂.2CJ~ ~ L.lJノリ性

tアノ刀

ず段、 jL つ。 点、 (1-1之〉ケー /3) I~ 事\ l) '( [5ω〕作

は -1¥'(h-32)の計1"1:ゑ lこよー γ 之得-s似 3 住 γ‘屯戸

ち

主X .t.. I~ 長SN の工法 JJI'二倍五T全{-;..重一一

ゲれた o )/( I三品、 6許寸、、得られた最 i車解 lミつ

¥ ¥ '( E SN t) め下限主ー盆9it1車ヰ忌 n ゑ?イ

ペノ ネ 1-3 (モれずれ 姦 6-2 rv 来 6- 少 I~

討九 Lc. " ~ ) Iミ安 ~iJ S N r-l モ最大 lこす~ D工尺，

乏のときの ESNl吋‘ぷ z，t ，E5Ntf η 下?艮 t示しれ。



fo. 2.2 

表7-1 DS Bイ誤認魚!こ対す z雑告の相聞によ 3
わ響。) (ゑトユ/こ対応)
(法ィ主;庁例 /ユガ ローlレオフ 台余々、執;め

イ示泣t.;t~ 1 イ玄込j:j}2 

D工尺の長さ p 工RESN hL吋(8) E下S戸/EvLtPfdの11) D1尺 EESA/J btt8砂J E4K S FA/gtJ ? tの叫fll

κ之立 {1 ) / Y 3&， / .2.?， 6 (J) 1ケ ]tJ， ? 11'，2 
k之 3 10) I J 1ら3tJ‘7 ュ?， b roノ fノ 1130， ? l?，之

ゑ 7-2. D58伝送令、 l二対耳 3雑色の相関 jこよ 3

那智 (2) (浮く b-3 I二対応)

i差ィ主流吟 クラス iの /¥0-):.今 lレ‘げか。レヌ;成形

、

イ弘ュえま宕 l ぬ送路 2

ρ工尺の長さ
ESN(砂

t7Zt 5FN 及fEFJfdのB) 
E SN{i句

笠でRSFN及 ?MのB) p工尺 /ρ(8) D工尺 (olB) 

氏ミヱ fl/'lY スF、j- ユ3'， .3 f 1 J 1 T 2f?‘7 25'，、f
ι之 3 fI) 2; 1ケ 之9，9 ヱτ6 fl) :2.， 1ケ21， ~ 之7，2. 

十一一一一

ゑ 1-3 s 三三炉一t丘J主ιm」乏差急主担坐亙伊一一__1正一 2;企3長量一包坦
よ 8 患為少てず毛g戸 ( ゑ 6か~デ jドこ片応;}2)

イ弘法悦 伝送初 ユ
宇一一一明一一

D工尺内長支 D L R j::S ん人l1f8ι) 〉 tFk SR 人Fajttf!dのs) p工尺
F. 51ゾf粍j UNtE1の
ρ(8) 寸'1: ~""- (ρtB) 

)(ご2. .fJ) -Jら /玉、、/ -3、ρ fl)-/} /久手L 一3，0

κ之3 If1; 0) -1 Y 1d'， / え/， ? If1) 0)叩 jト11‘ づム r‘4 

11.D01ノ叫'199 n. ;'、 。 1ft・01;'-()，'1，お "， c 、 ~ / 

l' -7 
-t，ool， 1)， '1H} 

.... 1， f 4γ、/ 1 . .1 ，.( CJ‘3 ""'7‘ム

叫付与 1・0グt



yo: ..Q. 2.3 

ゑクー 1 . ク-2 よリ D S B '1 広送今、 I~ 和\)マ I;}..

雑音の組問によるお響 iま千金，イまか 7“あり，

ヌ~る o-tB 手t71 l'、b)ゑーことかタチ1 フナこ o 一方.

S S B A広 i笠~ l'‘j喜，泰佐告の不足関の号J替市 05

Bぎ?の場石ょ y大をえな 3す皆伝性ずあま j怜

{こ K ず、 dlざ¥，位、 1必Jισ)7ミS か、大ラリ。 Lψ1 

し，伝え正念 jのよ 3l二千均的伶凡モ持コ犬伝

:差J;.1:;-e'、lま k :. 3 ，ーヌよイz 蛍~ if治♀ のよ うに一九一一し一一

一一-JL慢性_d)句史LL佳良弘 γ1志 ノ ド手 I~ 1疋Jコーゑ一広三一一一

相盟Jとt-ーしむ笠旦皇 I仔勺な~.1のす叫はなく

1主主 'Lt憶も偽す?ら ことか、ていきる



A'o. 22. 

7， 32守 ，ゆる3
百一{{ロ

ヌギ守きず Id:- ((.\\タ C 織広1/混入効絡もの相関 l~ ~ 

令与ぅ9Z定ポめまため ES N (~) の下?民全角ヰ才的的

l二言tl車し定。 をのれ塁→-Lの佐グピタヒけ旬、ちIj

32入汐与色告の i菩イ司五ナイ当ス i¥ ‘ハ
o '7 ー スぺ

っj¥jレ弘、白) l'、ゑわて~ th ~に会う緋ロす、;家けれ土各

す
1

得三tY¥..1ミ円次 i二，怖を γ得 5れたゑ通備に

づ¥) "(こめず移住宅もす笥し，ー左昔、な行う九円

朔日~-~二ょdー企控室 r/) 坐度ì 1主江主-U豆油 ~.J

三一れま γ1L72全主LALれた lL二長二竺壬ーィ:茅!万 1'-

よ〉て 1~ "5れたを零なれ系のーっ γ あ忌。



Yo.. 225 

の11L相官呉差 lこ主右H
/
 
乙

ι

キ一二
d
Aリ

主
場

所
一
の

同
一
性

役
一
特

者笠一第r ア

守
口J字

J-r'r 

ま「r 

(会詩文主調マ"はタ一色盆三重Z 者?帯域デー

すミ矧方式く iま Jll f糸、「品交調，核攻方式 l本1" Iま

I ) 庁、、行 Lわれてて， )方)

-J-

在て同期才女;久セ取扱フ

主務ノ宇アクヱJZ3間閉ぺカ?とめ 3f受付イ剣で、 11.

ア士 Yか'そ2ア.x 低調用封カノ生?l:1]'"あカ eす

けなければ'な 5てζ 閉じ問汲を久 ζイゴエ相吃持つ

首)-牽ま γId:、τけあ手。℃は周知の選~~な li こ

がイ寄られてけるとイ~~たャクア究aなう乞盟用金そ

た占Tマ，最盛イと乙特性の評価主行フし

ピ‘均 $1)zt.屯信 ι、伝送盆に手、】じ“タ三本意 7‘Jt.. 

に微d，な律相訪柔 fめZ リJ支会開閉究¥， 1 ヤ

?と家主行の特十生の !~Aに lこ関生しすこじさ
之

L .~ 



Afo. ヱユ

ラ。 安~ ~需の伝送需?で‘ i志‘，電話回議えのみ 1記念で三

にぶって，宍ャクアイ主柏にイまかの交を五(ジ、ゾ

タ)かいか1与す 1;).0 安イ右側の?文調用キャ Yア 1;1:.

このすL私に勺 JtL1突に毛?たしなければならなけ

E 
この ζ き 勾?受相内苛ャリアイ主相か“ゑ通な佐

からタトれ右こと lま今寸ノタ発えられる。 をのた

ダフ，イ'j[相訪差の彰 2Ft主計イ過し勾針案て工れるイ立

ネ自主持ゑの乾国主ポーめることは全委 1"ある。

のrl2'怒 i二関し寸は y一三ut孝一ゴ---) fi(). Icρ-ney  ζ 

刷、
丸一

Q A H伝送一手、ーに-2-JJ-ZJ一空白-25一一一

学なもす清 ζ シミ L レ~ :3.ンず、行仰れた 1:...

一一一一一一一一一一一段1)-(6り一一一一一 一一
き、、な lに ここで、~-よコ厳官 γ、‘一旦ー

令久的 7ま枚討を行うことにする。

ます、 ， d> ユ慎?で iL ，?支調用苛ャリアイ金柑

核差す“存ふずる 1昆/告の突劾 5ν 此な尊¥)1 1) 



J伝，2:27

為。 免 l二， r.31砕守、、 l主 1 S S B伝送各 l乙関

してよ Y詳し t\解オマ?と数イ建計~を什っマ 1 )る

特に5. S B イゑ送各( I二つ¥) L 持討したのは.

三ーの伝送方 d庁、枝管場j77をの Ji-事報をイ弘法す

ること 1]'"可背e1三、、から 1"ある。

~ 



が 224>

r ‘ユ節 句切用キャリアの律相訪免
Y 実知SI¥f.tヒの iliiA*， 

漁協之友胡セィ後 11 . j'引知機;攻ヅノ111 行 dつれ '( ¥， ~ 

伝送 ~Iま i蛮 6- /0 1.、、てず叫 ん兆 1l 之工すけ可終

マ、、あd- 0 有し L ，丈 (6-/32) n.ノ (6-/35')す、点 t し

マ¥¥ ~ ~す â . 之のヒさ 品、 4伶寸叫巡べ、た

ように，式、 16-/3θ の墨千失セ行うこ℃によって.

安~、の伝広急全国タ-1 JこすI した零細差短命主義

イゑ式会 t ず、 jレ iこ置換えマえ宇、す 3 ことす071

一一至。 つま~.作詞 l引守ャ') ?d相中屯 i害物的

区三是主今城イゑi差険特性 iミ才失明す 3 ミ乙ず 7iぺ

3 

長i車なイ安胡用今ャリ ptfiL袖セ ζ九pτ にし，そ

め之さの等佃茎 j色帯域イ~l主防特性セ H1{1) ヒゑ

iわす o d\、 (/;-136) よソ公~ ('8'-1)ず、々 、iL ~忌円



2.2 1 yo. 

く j中。 t
H， (f)之す 1D， (f -:fι)附一.1c.)e 

(~-I) 十以仇 1c.-)H/(刊ι〉 εづも~

l乙女(先月十中)合、 J?イ1I.t'li甘いt弘主マh員会前向者ャ

者イヨb 菜 j包帯主E\( 1~ え M 何?生一九 Hψ U)ヒセのイ包した

吉正 lt'-2)ず威主フ'L ~ この工表わす o

H 4' (す)=封。(t--S:川ノ(才一心 εj恥叫)

~り→DI山 ι〉州十むと畑山:J

(ぬpt 十中) Iミ支ψ¥ ~ 7 イ立柑カ1け私す守安言問問宍 ヤ

}専ぷ百'LIま差j包帯域ぬ送ゑ 1:"あ¥ l ¥ l 「
丸、?ミイ立し i 

-

ミ
A

生υと一

e

あ2
一プ
一

t

却

‘
悶マ一voと

・

ムロ円一
a

一汁
t

-
‘
M
 

t

匂

ふ
ヅ
一とこjろ九 a l よラグ〉〉欠的三J

(1)イ云送路

イ玄i主主治特ナ生力、、、 H，げ)1" jレタ(1.ブο)受信 z 

あゐ 最適イ仁でとれ寸ける。して

イ

みなζ 

笠窪のソアイオZ相官呉裳>? う支も国閉そ
J 
リま戸フ



Ho. 2. 3ρ 

セ等俗的 iこ，伝送主念特性の変動ヒ受信フィル

タの最通特性ずらのすえイ主 ζ~ えるこにず‘で‘でる

今宮 t~ If¥キャリ P I二イ主相桜美 V少、凡九したに

をのじ“タじs も主主主iiJZ 入沙系色ものタ昔文~O;よ ど来

わす。 ヲミ (b-3 q) ιy 

之~ 乙一 (%hTj qU釧Z可i什「ι恥π口Ir、II I rパ、 ιf仁A¥什l r ぐ/仏ふ:.c..，l司~ 12. 
〉 η川ザ一jムiνhパTl了IlしU一Jハ川'刈'lJυ山J

川「口1 ，ι4υ/削~ t d+ Iρ_.2 i 

空，¥侍られ三。 ここで¥J [Slt)弘、 i主 D工尺九胤 t¥ 

l す玄九~ (b -3ユ)γ 与えちは土手 E

ーち実初SN氏 η 史ゑ.，託、(るー/ぷ) ?J'長/ぢチIa， 

よ 3l之 . ，I=.SNLに)の/安子 l立 o1尺によフてえま

リ ‘イ主ホ自殺'イ立しP1こイええ Y与しなけ。 この ζ Y つ?'5-

す愛知府守ャリア j乙札字自主義先 ψ す、、丸紅す 2 場~

の安知 5Nよと/a; J ~I (?一字) 7¥1与え 5iM30



d'0. 23/ 

f#:.J 5与+f!ノ 昨
刈

パル一吋一

。_1.8

シXJ::.. I二区 y ψ に宗灼 SNよとの閉イ私dずれ等ヅ9'lYt 

特 i二，伶イもフィ jレタゲ‘、図 b-2 にす、ミれ宮 ζ

うi二 J 帯域拡'1r良づィ jしタし(のと i無限イ国内タ‘ソ

プずらぬ、るトラレス}¥'、ーサ lし/、フィル 1cl?-(j) 

マ、、株成、さ似マ ti a鳴/ち まど (~-3) のq(f) Jj 壬~l

('e -!)) rv Cf白骨 γ、ゑわされ 3

o) 二 L(J) C Iり 5) 

C吋十杢)=c町の ( If¥ぎ去 J え宅数) (e?-ρ 
、司

C{7-)け)= haぅ-附吋Jト-~~札b
|rr;削凶州 l仙:l 12.. . NoT rll山 l司

い日



A'O. フ3之

F、31;:千 S S 8イZ入送会 iこ本¥11る4震も厨 j弔

キャ 1) P仕柑減免の号.合管

S S Bイ示 i送会 マ、、 l京， づえ、 (6-/3土) 1;1')正義iLl "( 

t¥ 

よ円'(f-fι〉巴 官
tí'~f~Jι 

H， (かfまH/(すす九〉己づ附 -f.乙三すくρ ケ-?)

。 1-51 "/-f乙

安 lζ~'、(?-ユ)ょソ) ~' (? -~ ) 1/"成、 t すよ。

t/3:}孟毛

トi年(i)二
り
~ゴ乙三} ~ 0 一一(日し-

O /j-j > 

式(?~ð') ((f'-りょ y 式、 (e?…10) 1'¥' t9. iLずま o

けI(す)巴j'0/ ρ託子ぎt

出止と ト1.(f)とづ守 -1cぎずく O

O 



AIO. ・.23

ここで 2 ぎミイも湾管をず叫ナイキスト帯主者的 l二巻

城、先1¥PR芝山て¥¥ d- と今 a ETラ

瓦(わ ぇ O iオ¥>会 (d>ーノリ

イf'lん li"，S S B 伝送-*-{'¥L 1;(しは山間いられゐク

ラスチのハ。ーシャ jレ・レスホ。シス方式1 のJ イレハ。

jレス六:活法的(6. b tyの数値計阜マいは 3 こ以すと用

I1ナこ) の生男フノS，ポ(?-1/ )才、、A'j工する。

こめ之を・ 2 京、(8'-3)(~-I O) (?-II) ょy

ず正及、 t 方弘拘 受!こ 31後イ主フィ lレヲず、ナイ守ス

ト帯主トカ j乙場IJF長ミlJ1.. t:.アペ jレタム(ゴ) L 夕、、7 ) 0 

を矢疑下&イ阻のトラシス/¥，1ー竹 lレ‘アィ lしタ c'初

によリオt-;;x、てとす¥<. ¥)まと奇示 e ま?ち

し(t) =-0 lf¥ '/ -f-r (d'-13) 



A'o. 23$ι 

示、 (8-り̂ -'(?ーク) j(F-II) よリ

mゴラー管
同
i

t5l ~ 9~ 
之 2T

q (:f) -=-0 

~ (?~ J'f)すと会、(?-/之) I二イで入すよ。

之訂γ勺伶，1北.1，-之~/. Jj‘判 N札ゾιn汀T I~主 ‘ 1..，ハ I I Iパr川'
仁 lぺiア|いl刊川h削(わ制州H凡I(叫U叶|い一〈ヒ j 十 三3芯F|い十門仙0パl戸円問l句り加円Iパωlり3νノlリ;ハjLtlじγTρ)lJ) J~~ ¥ rI 

つ -ft1t(l) I ¥， {s) I之 ! 山之
J f1llJノ I 2wノ

在二E

ミミ τ，¥ 咋(~栢』 ふさ¥) ~事 1~3 とイ夜えす L

震了ち I <.p Iくι 主 (~~/り

この ζ

/v十J'LP -I?) 

ウ1山点主主主 ψL  3l' (f-17) を去、 (((-1.5-) I乙イセ入

j J .. をのれ来 . 3主 (d'-I&>) サ吋



之35""A'O. 

(t:?-) i') 
L 

A Q!. 031t 十σJ f丸ノ

t.¥¥ t旬も'1混入~~\ 1 のじそL中:=.0 ~.. I主イ虫し グフ， 

，式、付ー/りす、、tX土フ。カ系金告の/合全文 71l 為 ソ

1 [s (f)J~I~ 
&→ガ一一ef4 

川
一
均

ずイ主相弘主，:..よ 3本佐一は待合間用者ャ
L 

ム主主乏→

止1 ~ で'ゑ此フミ会、 (gーユ0)η タ詩文で‘あク者ボタ

lr; (}) H，(f) l'f . I [S (お〕呼r
寸同*'げ i 見f

ゲササ一一ゴフ

.) 

..2T 
..2~1.. 

T 
之

ジ1]詞 j手}守よヤ iこ lずな臼丹るオ、うョズ (g-2. 0) ヤ

の台朱 i二氏">1"i')...~- J LY 
24 を~
めあノ告はアイ1Iホ自主持美町 z 

この他方¥"地ーユーlh立 l\ときに l~r立至り'-t-:..め F

出 l...，な令ψ 庁、、 7だきくしJウ、しらな l¥~ 一〉

~ 0 特性は急激に兎生1

〈皐伝送手‘5S β 7こ1:行 3怖で、計官L ‘ 



JYo. 之36

イも tr¥のハ。ラメータ jま糸 6-1 I~ 示ミれマいJ. .. 

ヌ~受イもフィ jレタ l立私 k 今城混乙夕、ソフ。数 ~I\\

}庶 plkイ回のトヲレス/¥、、ーサ jレ・-;-1 Jレク I"¥. よ

檎ポミれマ¥')ゐとす D /ζ フ 11TdA柑誠差

じ安かSNιヒの関イ私セ討議し， 1到 i?-1J (j'一之 lこす1

した。 ミミ γ ，にJのもt)車 IZ. I d- 保安な主i'fえ

まえ、 7'、あま告、 (f-/s-)を同けた。

ミれらの図今、与 」 S 55イ五え私 1:' ~、 }7 志社相

校差の手91警はずなリ六をく ，咋グ吟すロ命令 l乙

つれマ ス急速に特性ず突、イにするこヱカ1\1 1}ナ~"

そし 1 設タ与な実初 SN比九得るためにも守ヲきさ

れ a-t安差乾 j到 lユヱゐ弘社設マ“あ 3と主え a0 



:

旬

刊
し

日

』

e

，
 

e

p

 

--主主Zio. 

「一一一

一

日 司 一…『ー一一ァ~一一一伸一~、ー _.. 

突効SN工とIJ8)

t 
伝送路1/ D 工 ~.j1! ~/ ~ 1 ] _ t 
手金交差}]矢序l減数 530IJ Hl-; 

... 
ー守」 ト

円

戸〆'て

JO 

25" 

20 

/よ

/ρ 中(r1e'd.)
/0 
O ? F 6 f ~ ク

今長主間前ベγリアイ主木自主宍j去と l美知 SNJに

の関係(1 ) 

3 之

国8'-1

SS8伝送マhr 
¥¥¥'、ーレート 6000 

i送4i域的 クアス 4
:広汗4，. 



A'O. .2 '3? 

:二で十仁

実効 SN 比 (~B)

30 

25' 

ヱo

/S-

/ρら/ ij  十 J-5 ク長タ~tf1白年)

図 o'-2 伐さj前用守ャリアイ主ホ自主失莞と 1j更対 sNJヒ

の関係(ヱ)
「」ー

SS Bイヨえ送令、 7 イ~送正念 5LJ 日 j

P工R-11，01与 -tJ，9?Sノー川町 1，0/竹
ホ机ーレート μtJoノ 柏給戸氏周波数 330tJ .H主

主iイミ;皮背少 フラスチのハ。ールャ jレe
レスホ。レスニ攻守ラ



必• 23'1 

d' . チ鈴 ふも 右

キ撃マ‘、 l 志 J 仁、タ乙“槻巴 q 認包をわイ去法益 I~ ホ1

1I d. 、作主的 i柄キャ リ 7イ主本自主扶桑によ怠害、う管抱

?ちました。 をめた的 iζ 兵 1ず， 1'1r.オミ自主教免歩、、、私

なす sζ 乏の i女かSN :t'é の~ ~1 封を鱗 r1r的 jミ逗

1i 1三。 次 I~ 1 S S 8 イ~l差 ~l、 1:.. つけて訟ィ護主計宮

え竹¥.i 1き5¥れたれ系 j二対し，ヂ矢討を加え九。

官とのれ家 11矧係先咋-，'¥....--;r:::-令号、ラー管はず明なてリ一六回一一

をく J Lf'K主一主くな敬一il二?w1.三J-ZLJ京j二特性

1]¥¥¥ j芝、イι司るよ乙す‘¥/jj グフた o

]jiml荊宍ャリアのイ立柑主義主グヅえぎな妨 1客穿

iBになるこ之は S S B匂送私に f!lらず ，直久

8~ タ~持つバ也のイ五;差也、.つまゾ I QAH_~.ν 

5 B .~ I二志¥¥) -z =t f&¥詩ιピ足、わすt~ 0 この ζ ヒ

が.5 I 詮失点/g'~ィキ占イゑ〉乾私 γi本仮初 i柄キャ



必 2~t7

Y7寸己実主生すゑ 1:D'&:1，; (3 (!} ) l Jりに杓iぎな業造主用

11 も/対事ず、、おもどさ Jっこ L- ナ、 T、、フミ~.

れ--

.，"..'町



J葬テ寺 るも 昔ε
P..Ilt.I 

A'O. .2旬

L~ l'‘ l志 y 朱潟大寸、、作るth.た.7Jむ三イ主宰 L 足、

われるね協屯電子約し . .15 1をl乙チをミ IhT:.Jo司安全京

受賞宅J9F-l ψ、lこ 3 

手 1 ~るについ T

ス夕、ヮフ l引知宅内¥¥l P C.川今金投守安九行

うVL-E ，ス夕、フフジ、、っタ宅千ilfi:-す 3 ため y イ11:.

相色'1 御匁還方\1'ノメ穿!こな~ 0 葬 1偽マ刊は とり

出走裂も取扱コ Tこ o 吃のれ家，シX1之のれも偽少得

れ 12

り)ディジ、ヲ jレ法相 I~九制魚 i立本色地 m波数回定の

j¥" ，レヌ手託子良、22ヒも年主笠自伝 lこ 与 って手事トバxミ lれ

マ¥¥る T¥.グコ(V L 0 不妻)•. p c.. M乃乞i.

守安急のイiL相暗']11f: r来需 iこ葬 3脅 7・千え蒙したず'

ペジヲ 1レイセ本国間知念句的¥¥ ~ならば 22手、え



AO. .2 t，l之

f生主イ念特性 lに f点して 従来の争、よ y 11.令

/ず iLjえ#トな凶訪す、、作ふれ三 して;¥令
.;. サゴ

ジタ iレ工乙イιγ、、可能 γ‘あ J 弘査の一幻すと'

治安泰矢の寸ャ才、 jレマ‘、扶 7存Ii‘、を a- 1ミめ~~~各竹

γ、あゑ

{ユ〉ゲィ ジ、タ lレイ主拘!引が~\のハ。ラメーヲ (~7 N)笠

長ぴ、、， ス?っつキ宅造きなイ直!こ逐ふ山乙乙 iζ

ぶフ、1¥をなジ、っタ守<:f}三知系 1)'、‘得 5止1 ~ " 

一 -G1Z-2-37奪三をと心1五 1!l~}h J_，J.一室fヂーノけ モ

みた:1 ~ ~室工会 l工丸 3L3-J 忠沙ジ、、、乞」主え

夕、フフキ iミ対し吟ラ芝、;敏な努イ仁 1としな Ii o え

めれ写f"，最危スず‘フフ今 ηJ犬1えには，この

長血肉マ、、 がな')自由 l比 γ あ~ 。

抄)ヌタ‘、ノフ寺4 サ1，1大をく 噌勾習と通貨祈牧工事、(-i¥

令-1り九渦寸二さない傾域)Iミ丸三 X さ，弘オジ1



A'o. 2'f3 

2 ヴ i 之，~ I~え\¥ ~O - 7 ず王丸れまロ しヂし，リ

ニアイ主制 l訊桝~ 1)'" 長持なジ、ッタ抑圧竹他1(

ミ子、 ヂスタ勺ア宇にあ、¥i L 1ま
， 
チJ d レ、、タ lレイiz.

初防護fi~ f印待ιに良好な特 J;生主示 し1. ¥ ¥三 。

。〉宅の(~約， スタっフ宅金匁宇~4i のジ、、、1 タ守y.
， 

j王張蓋?と~ニ Y イ色相同誌円余ウ1S ディジ、タ

iレ A 相 l引制訟に遺全委主 a t.島ノら 1<.. キ，スタ~

フずの安安全ノサ翠 L しな l) "討ち， お金支

守安ゑ~ t1:本 l二大をなわ宅宅与え玄--; この量子受

ず‘、可何?、、予コ弘。 ミれらのれ~が? ，ず、ィルu

タ j レ A主相同勢丹~は J ::=.. rイ主本自同勢丹ゑヒ η をぜ

千食 I)~ に乞人?、\) ~ t.ね 34詳す J ~ 'L方川寸、、をき n

ジX .l:..第 1る晶，"得 5lれたこ乙主宰私7司まな 5

i〆. p c... f.//今金事、改~(ミノゆ器不吉T タマなイ主相弘11

作f白筋 1己子、、ペジ、タ jレAι し ，2 lILホ自 1奇襲円以屯ったで



2. lI-lf A'O. 

7いあ三と
、
、耐7ミく己久苓 o 

¥， 1 2 ~\fttt I~ つ1i 

ィ後ィt，iミ lま3 主常、実王丸可甘ι!こι、、主主虫色11渓じ、、イ?

長グコ

). 

久上D y !二よL 
、
'--3 すセ t~ 哲lしヲフ

フ、仁 r 守
~ 

di 
-刷、
L なけ pられは、、ななけ

d 

せを失豆記留し今

、コ、一{{py} 
づIZ べえめ、つよといグコ氏主上p ヒjレタ4 

ηF司JEゑ宅旬、、}主~7叫はJ手ュiまプ主宰マ、、安コユ。Y二") 

¥ー

おち会会d) 以下みも系交のT~ 0 え竹フにす吹ます、ヤノkミト

れた、ιi
守¥"~ち

。)最晶化吃行う?字Jのりiヨz的関 γ数 i二!ま tt望

最¥)， ~E-前工殺者jニ~' '7叫めイすイ急を問盟合ι?。
J 

3 した 1美女:1;S Nよ仁色町 1¥のタ散を i引日寺に男友、

..， 
、幽l本jレタフ壬今イち3 (ψ 吹初SN比?と寄与プえにす

ユ〆スy " 1ミ雪之 G ラ法ゑどi上1.l rhノマ‘供。れま



Jo. .2lfs-

パーサ jレ‘フィ jレタによリ実主見ミれ 3。第

Lを?い 1'J.- ， 受!こー ミ iれ丸一布三兆し令稚ノちろ

;ホ~1:ヒ用\'¥手ソ生うもの帯域l事'1~良フィ jレタヒト

) ¥1、一叶 lレ‘フ 7‘、令イもフ jしク

え守主ぷxし九 L をの義 i色トラシスハ、、ー♂サ lレ・

フィ|レヲ特性を攻jめすミ。

(3)今持、な問主 γ、の最 d，:tE.-秘 (d怖心、。)を与ネ 3執

フ事イ雪ιψ;h1、急集〆包 E-n-.品、常問 l'~ミ '[1 ミ

ELJ1女抑 SNtヒセ最大 I~ ヰ 3 ゑ童!.--D 工凡 R

¥ '，;. 白宅 、ー

比較的 J窓払 l亡ーもti議すっ乙℃ず、 γ、さ do

(妙、実初 SN比主目的問事丈 l工会とめた叢 lましり工'.1<.午、 lミ

フ¥，マ，〆宇和ふ"を与え 3協フ亭弘ず¥1庁舎、i

で!レベ、 jレ内祐リ~ ~乙す手私( tJ?;i. :[11J ) マ"

あ~ 1寄与 ，..g- I之は ~え系 ψ¥ 5 矢口 5 ~寸 ¥ 1 '1三 .5N 

よヒオ己目的関訟にした長島慨に-i.~す歩。



io. .2 446 

(りトラシズ/¥、、ーサ}レ・フィ lレタの夕、ヮフ。私 γ

領、下広イl~ マ“:b) a j:~るには J択のと工ナI aF-l S ?sl 

1 ~ ld-.":> 1:ミ。

pz尺の長そごす‘:之の t易ノ包 会 (6イs-)(6-9/;) ~\\I 

色 Jえイす i企l二浮 r の一城支え裕士ι持 フ之さ 1二 i在、
司 ;r'

i 1) -1 1ず長晶 ρ 工尺 iこなま官 - .~ 2 乙ゆヘメ

のd グ、ナイ守ヌト i訊?波数にき千ーの;冷;気街乞

持つ 1弘41二 lま.11) 1 ..)- な 3 クラース 1喝の一ハe一一

竹luz主土 J 弘正fコイシハo )レ ι竺笠~..，長一一

島 p 工尺!こな三。 ~~3 土氏ら瓦ミタ;， 3万川

じを 32訳、 (6-9 j-) (b -9 b) iJl" i.を;え，忍が，ナイ守

スト j到;攻季大 i ミ J~怒ヂ訟を持ち しウ¥ ~チタ 11与す

なま間波数 i二閉して令、気対怖にえ I、f生旬 tと持

フマ 1¥3 てき .森島 D工!又はい.1 0 J -1 Tなる

?ラズ与の/¥0 ーレャ jし‘レスホ。 レス才点、の



tO. 2少ク

イレ/\~ )レス λ、l渚凡な争。

(6)ρ 工尺の長さす“ 44..支、 lこ長くなソう考?と l 1と

とをの jタ知 SN氏のよ限 -j"、角存キil的 lミ掌ずれた

ごとによ v (Z:¥' (6-/3o) (6-β1)) ， D 工尺 η 長さ

足 ζ、、め包 I~ だめるべ、をす乙右つ間数 i二 f却し

T ，奪事なキ1)佐々券魂方、、'得 5 tYl t:ζ 。

的整忽ゴ直言r)車のね J系，次のこと1?'"~少コプミ。

市、ーレートす、 3 0 c) 0 住友の D 5 8 私的喝~

p 工尺~ f 1 J 1 ケ 1~ 免め弘ぺ、ミ γ 弘主，ヌ，

すごーレート 617グ。 手主誌の S S B Iiめときに

l'd、 くイ弘遊歩る特 'f注て合、、、兎¥.¥'J:恭ベ言、北

p 工氏~ f L 0 } -1ヤ {二気めまミ 'L 1:' ょy

長件な竹?、包す、、符 5 す1an 3E l之，何?生ナけずな

リ兎¥)イ弘送偽 lζ 関し L キ D工尺内長't 17L 4ι 

{二号孟よ ~L 1:..ι y ) 女声。 SN比f 犬きく隊等



yo. 之少-?

(?)イ五~ ~}f;持性少、ずなリ茨わし 1 キ，議4 畠工 D 工

尺 l立大守な哉氏 t乏しなけ e つまコ 2 寄34量ρ

工尺のイ弘〉毛幼 lこ大すす aAa :t~ 茂 11.. ¥J ¥セ L¥" 

げ) D工氏内長芝屯ユ~が'L主主 I ¥.]、で♂)会:イ設に

えめマ良川こと均、う どタピ識 %IJ器を 3容易

i二支 E足す治ことが可能である。

。。)ピタピ‘主制;~'1混入効段もの相聞によま号、3 徳川

この来往もの等イあナイ守スト ‘ /¥o 7 スペク

トヲムセ j有けて 七千イ百をする こ L がれも 7叫を 弘 o 営欠 J直

も11車のふも累
J
D工尺内長之 tとおも 7トイ色 i二!え

?Ii a ミヒ i二よ リ p 雑奄の相関};t..一生きな妨害

参)沼 iこな 5 ¥ '1ミヒウ，¥¥/t}ヂフ 7三 o

(11)作柄}柄キャリ?のイ主相坊主 l三よ与野智九報

もrL たれ祭 S.s B イ弘主治 l乙訴穿芝れ 3イ瓦



!o. ぇ

l立ヱムt佐?ミマH あ手。

LX .t.. )第ユ毛l為 T‘伶~ L{t丁こ乙乙を一季初本与な 5

lピt-'、タe:."主主流1，'1~ --t己 E実主見守管£な舎の iこ奇与 た

め島イも~九条通Jにし，タをつろ、のイ主宰な特性

7叫歩〉芸

次 i二、与?を 1'-J交ミ れた F羽‘葬会来受賞ぺ伝説ヘけら。

第 1~為につい之

U) ス夕、っつジ、っ?のタ7 手~名手号、め)司額ウ1" ヲト隅玖

?、、歩つよ つまリ .) l~ ーの p cパイまちに対し

て ?ュフヂ，¥続 i瓦セれた

ヒさ? J 夕、づっジ")タず之、、のよ〉 jこ窓玲ミ

れるずともうこにた衿討すぺ、を寸u あa- 0 

α) 匂も陥ミれたイもち，~対ヰ 3 ジッタの号、今争奪は，

乏のスべ。? ト lレ i二毛イホ fヲーす弘。1.乙で、 J At 

本庖 j制作ft~ $念 :h方 tJfサタのハo7ースヘ。クト jν



A'O. 2，;-0 

党対め令ノ決寄与す，、 3うま。

1，又余震予につい ? 

のと、、 1 t:"ì~ ~'\ ~ ~を Q A H 直女 νら 8 イ弘五色私の

ような 寸ャぶ lレヰ~ 17... Ji足、!引 三間短~械も

すよ/ぽ事?“あ手。 今チマ永一jレ~ I~ か 11 7 Id-.. 

対年雰囲、乙し.て，和Tt-z I 二 s ナャ弘 j し問守;~

内 IO ずけまえれ忌。 7323}宮子湾，今ャネ lレ j訊守

準--1-夜 t入、、 J イ弘、L-~Â? 経もすと?も度、、し 15L 是主金

乙 p13L主ーポ'hヨ ミ乙 i主pE玄一九一一一一

呼手 ;1呆 l¥ こし/""(¥ ¥あ主 o 特 I~___) 広忠めれ

か寸ャ才L iレイ弘北方誌、九 f~ 向し l ¥， ~こ工サI

う、こめ問類 l主主号 γ‘あ y 手免、な争率 s~ ず叶

た K

は)本主俗文 T‘i志 ‘特性的評価 i之、実t-P5 Nょにも的 I1

TL争、、、常 tfヌ壱イ記事な初イ語草 L年7、、あ z符号Li長ジ



1 ・，

d伝え.;--/

考を，討議機レ fュレーシ 1 シ 1:' よリポめ

争'¥)、写す‘、あ与。



fo. ユ5:.'2-

訪す も宇

ヌドF有安定延をめ合!こあナζ) I 1を?ずら~ • 1をf靭夫すえ

7負¥"'1I三 辻仁;毎蓋大手手工 i半切 松オ三 疋うきが千食 l三

;来巷の如意ェを鵠 Jt"さtマ7震を字す

?に ~~r討 i1み I~ -Ø1仰でれた.伊藤精彦司 1Þ>~文一一

宇~.イtl， i12 iE朱口 財今崎中間 Jト夫ニ急rsp今一・自宅

めA色，、す:-:f-工学仲電球伝送工学主主庄の危イ立 l二

応訪すの支、主ゑし宇ヰ o

支!こ 事 1 ~lïrη 角タ l 亡=í~' しマー，備え児一色賜…

昨つつ t ラ 臼京、受信、莞色合合二件 字表?旗頭竜之吹通イ主

ぷ脅す7守 久町IT""7与乎が」怠 LE博氏，授が，努

立系為のF丹、安ずーマ句g千八可る?宗 治益な作r11泊

言ィモ 7負¥¥1こ.沖電資工意(字体〕間足ヌド部 イたえ鳥

一声仇 i工皮)、話i守けたしきーす.



2合fo. 

自犬、玄希金

近藤 ;HPCMグ?をィιフレームとちょ失見守/¥イデラー苛 θ

不幸ト泳、》をへ'¥イも学全品 (A) .ð1-A ， NtJ.IJ~? (a~ 何一 ρ1)

、、g'''
必
1
E
B
f
k
 

teγ湖付~I ..s I1 
歩兵

PCf1 

/16J) 

，y 1/5 

(N，ρμ. 

ユユ4ι久+L
 M
G
υ

一

叩
川
九
一

げ

M
一

。」pι X 
Fι'ト2、5、Hayρ IJ

1Joム全竺チβSTゴ子

(2) 

金18"13

F‘コ;iA/ftt:JIA例己rp己γ"7IIIe竹tバ
ク世zu/tかJe...xeγ-d em /A.-/t，¥f' I-e.〆εγ

S Y明乙Aゲρni-2-えtIsdn JJ' 

fMρν ‘11J5-) 

H b/会 d"~!' tA I 

E“(sを stはま才f例3

22tf 。)

t!J!:.タj

usl札3

νρLみk iJ，ρ，ヲ.B5Tゴタ

1/ 

イj[7l¥自偽113
 

jミ j荊 l¥ 式

υ0/‘/7 ， 

万7 1~ 1t丹

安報 J

ス夕、ソ

通F

-. ¥1， 1.猿(タ)

~ !V() I ;0 J 1~7 経干恥 250.

I // J，'tte守/k. Yは kiy， iv¥a ~州γÒc， s、Kρ2LAka.
c.h cly・a..cteγlstic.s ρfFIA./sι 

t守守t. Cρ切 f，()71 Cd初旬此月.

似 d[s) 

5j向/，-YOdZ4t/p〈

(Juηε/守6宅)千ク :2. .5~ヲ

5t IA f f/'YIcj 

1 EE E ) 

!I 会、j引併方

J./p I ん
フ

vo/， /?タ

、、Jタス

亀互立J室幸1五

(b) 

主主ごZ~ 

~互祈
C S 1()ー /1グ

。喝イti手-i. 
(1tJ;?I-03) 

Q
J
 
J

:

 

;

m

 

:

-

、

、

-

-

、
.
，
-
-
一
:
!
 

;
ホ
一
之
資
比
今
一

M
3
;
 

人々

t

一

活
H

一
7
N

一

近藤ゾス
通伶方式、

{マ)

F 

85T7 
タ

山
J

一川

:γ11 レ的1/印/勿nめ釘仰tJ比川、't

(了A削併.許;61-

P、L‘D""tt w e，' I eγ 

住斗」voトs-/乙

(次)



.2 S-~再が.

J1含~l 同勢丹才ヲミ1

νρ1. .s-6 -A • N(). q. 
アこ2

~ 

タ近協、ゾハ。 jレス

ジ¥、3 タ If，伶 it主主ゐ

11-g 1f? -0 9 

;ベ、‘，，q
i
 

，，EL剛

Eチi"/

タ

す

:
 

F
E
E
-
-
-

，君
2
2
、
“
，
r

!
 
L

F

 

て

一

d
r

の一一ワ一

t

一

く
J

一

i

一
C
一

念
一
己

吟
一
料
一

:

;

 

，
、
一
、
d

t

-

色間指令

3気、周 I忽盆
フ

さ

;H Yミタ大 ITT。り

大行'T 11ス夕、ソフ!釘知タ換をを?咲色のジ¥3

}持丸ゲ.イも:学も各(A-) . ν。/‘ S-d'-A句 N{}， 'f'， 1053? ('P~5tJ-{)ξ) 
ター，ノ，，， ，f

 

r
t・-K

tJ'Yl. ヴプ川teγ htfJ以何 f巴

六I、竹d.{')f sl'OJγ1A lgJJ.C 乙TiT

DtJcu..制 eYlも ユ(/'1 ii ych 

Adrrt，'n付tYa. t )ltJ y¥ 1払/，'i1η 。ス〉

S存、p

/771 ) 

γaγ/ou5' 

Te?vl to  7'21γγ 

p
t
i
 

A/ι Lf . 10 .2?7 

イもC. iν 2 

v，，1 S-1-Aチ

σ〕主乙斗
れ城 ;/1 Pιバ伝送急

へのお笠二.イも淳協 (A)サ

jレ札相 i羽衣丹治セ心、、タI} ず、イ11) )'¥. /)心ゐ，本仏穿

i弔¥¥寸ミスタ

イも浮会え、在大

{jl.fj 

昭和.tJ存在ジ、、，"7-内宇'--1尽¥
ιLLzJJ 

フ

J s-2 cf 
“1 

旬
、
一
企
ゆ

私
一
時
ノ
一
一

一
}
，
L
U

内円一、
A
A
F
U

一
々
r

甘
沢
一
イ
一

7

同

一

，

U

jレA1Li同ジ、タI-4 

‘リフジ吋

吹 Jl -'~料

手伝ネ¥h 1，¥ .イム五.

i等¥ ¥ ¥ r~ スタ

通イもつ争点m

(JS) 

の抑 JL/J ヲ

C S 7S--2ρρ 』

同

GAm-，
 
A
 

C/、、ヲ

の句 j主。タ

ヱι
ど一二ユフ

¥1， 11 I ，イぬ70，字公キ
聞い寸とスタ ‘1 



Jffo. :< 5") 

ν。j‘μ-B，/Vo、7.合併61. (/1? 3)コ -0 1) 

61) 時村p: '1 1¥0)レス時入 J<..ι右"字決急!否問境問の一
均点、 If イtF手ィゑ 茨十突ふ担喫&ユ質学斗 .SE ?f)-e.J-.s-(j 

971 - f)ム〉

o8') J， k. Ho 1 ?1-\ es 庁 p~-ýfoγ明疋例代。fa. f，'-yst時。γれゲ
Tザ互利 5'/tl'o竹 sCL叩 Tl~ryt'1 d ，'q ，¥ tえIp heLse市 10ιbed 119tJ炉 仏旬、叫

tI 

r迂ηdtJ>>t - wtl¥. Iに骨1~ Je.1 s 1/ 1 E E E T?'a'YI5.. C tJH1?>1μ."z・ J

νρ/. COH-ユeJ AI，。‘ユ.-t1/1 (Ap'1"" /1ワ2.)

U句 ゴ1尺‘ Ce.S~ηえ ιゅ"d D，トベ‘ Levy:dphA3e??ρ/sιω4 
tγ足切 5l.e'YI亡 -U?n e 5 チργ・ ぇ b"'YI aγy 似 eLI11"iZ -e cl 

4什lt2L1thえ5毛 - /0 ι~-e. d / 0 ('/ T ，'-rt w h "てと qtA.lASSt'a.γ1 
何 ρ!'~ -e/J!> IEEE アγ{}'i'15. C印刷仏刊、 -vo{，ωH-2tJ J 
N0，ユ7 合守少 ( Ap')〆/1 1772) 

立の} LP十/0 me 5 仰ム(;!一五J?1e.- 11~0: • ι4 5J2....L&ηd -0)" dεγ 

0../ヒ~江 Ai ，bhd比一 /μkdムピゾ rE E L:fz匂ムノ一一一一一一
cOrn例 u/i1.， νρlg CUM~21y NU‘Lりょ(]2t?1， 117り

Gi， PeZ5tげ勿ack tlAぺd R. L， W h cl I，''V¥ ; '1 A叫/，，S I‘ ル d

wrYl..the 5な of之 d"，9 ，'tiL I pA eUιー/0ιム，D.d/O()e toザ仔門
de仰lod仏{瓦tfm'J， 8575.vo/‘~'7 ，ヂス'l.0 7 ( D.a.ム/ヲ42よー

αり 偽育長 p守安zt.ゾヂィジ、タ jレ令，1¥~乍?によ匂租在同
新のーオ示。.イもちt:.$. . ~えす失~fT担ノ広顎ザヰ，

3f. bF-チ/‘ (1/61 ー ρ3)



jレイrrホ11~ 
(!!l jVo. 12 . ，bクf・/

ル、、タ渇 11¥ 弘:。 ι イ色考左手イι4ゲィ

安門季、。，イ急浮 i1忌{川.レn/.勾-A.

(13) 

日如与式、 οjif学協

(Ð~ ~? -1J?t) 

~ イビ

Jを"ft[f'

広仇JT守:IIJを

ν。l.j-6 ~ A. lJo‘8'， 
-;}-

(A)J 

、‘.
、，竃
.. 岨‘、かり

m剃 41;も，伊幸村F: 11者手イにク D ") 

可タ特性 11 1~ ¥字協 (A).ν01‘4ρ-A， No.1. 

令 6/完 (frg ~ユー ρ ク)

ィi才、gク大けJ

v め

Lも特ナ仕ふ

X不

ナ JF、ヱ1コ

Q.b) 

とおT技術〉の装兵楚通ィもp c. M 

'+3) 

金量
( t1? 

号選立主

基盤

色ψ

4仁二J通イものパC P 
/1 
e 

日 ザ例~益J家主-J.. ....\t___~L_ 
九報 (8f; 2f C; ) 

tOf化5/骨寸e/必3γa.ph.tγ'a. rt $711 i・s~ìon. 

A口 Ej μ区竹 /12i!?) 

竹内&γ
 
e
 

f
しゐ

心

つ

5

4

一

μ

〉
J
F

げ
は
げ
い
っ

N

包
t
b
n
 

H
A
L
 

Tγaγ1$、

1
3
j
ι
 

d
t
 

『
4
f
l
L
 

丁γ長竹5mussiom13、尺‘ Do..vy~〆 Vatえ伽 A

f196';-) 

w‘R.8ω"ιt 

Hι4γ'avJ四パ;1/

(}O) 

:“ N7'd-μ/s-t/ S fγ・()h/-e..m-7hマ j'oln亡
。f tγA刊 5mittey' • ii?1dγμUνey  
el仲 l..fん‘"tlA.dι

D.W.Tufts ーノ
4
』

a

・・
「
『

J
r'tk 

z 
~? 

7n-P d此 leL1.，/ρ円

() e t，'?11. t' 2a.. t /0η 
I "'11- pμ Isι 



fo. .2タ?

Pγρι. 1 E E E， l/e.?/..J-.j ， チフ之チ? (J.1a..γ~ Jz けぶり

立金 工w、Smi'th : 11 TAe jρ/';1 t C1pt/川崎.tJ'O'Y/ of tyeiη.s m/1fed 
百3η d../れd ゲ£乙UνI‘叫 f.'/teγ. foγcJeLteL 
tγtLγ15m/55/(I η 舌ystでm5w' 8573， ν0/， t，L~，' 少えき63

(Pモc..196S-)

(83) 叶‘ E，Ka. 11 '>>¥迂γL;H7γ4..，'YlS Iノeγca..1 f，'ltげ SJ13 P7"Oc. ，ヱ1¥El 
ν0/‘ヱ?， や 3D2. (九 lγ /ア字0)，

。チ) 凡 W、ムμιky ; FAdo如 at九 4号外孔 I，.}el t ，'()η fo't" dl.1，'td.. I 

CO幼間以 mcCLt/ρη ，々 BS7.J， ω/. 'fヂ.Mρ.タ句少 f少?

( A- p γ~ ，t I /9 6 F ) 

仰 尺、 W、しはc..k y : {r T.ec I1穴Jω 千O'f 2l.dapt，'νι4阿佐引"0η 

d d叩talιom 'n1. lA. 山れfon\85 了J~ νρ/. ザ，

もユL← ( h...e.ふ /テ66)

(3b) R‘レ1人Lμk7，J. S eLl込似J E 、工 we./doη，Jy:
r Pr/rrz c.ip)es ρf Dβtえ Co初制μ-n!'cat，'()η ゲ z

Nω Yoγ 1::-.: HrGザ('-11/ - H ，'1/ 

。。凡E、A以sU刊 :rpuJ5J077-f44p(bAdqAiiZAtfm 
foγd ，\~ ，'t乱Icρ何 mμ穴 fどiitl'oη tiv-eγ d，'speγs}v巴

cha初判 ι/stl，， M‘工 T. L!'nιρ/η Lんら'Y L也判例i-tcn1.1

Mel S5‘， T..evlt.‘ん乳 1'4-37 (A州、 1167)

企-;-) D、A，qeoγqe..J R‘R. 80 we'YI 似 d 才‘尺、針。γ色7: (1" A何

adeLtて"比 de c. J' s l tn1. f ..e.e.dbttιl:: ..D.μtA.J " ') eγOJ  



Ato. ;;タF

非主主l74ιA仰メ ，v()I，C.OH-/? Com勿1μ伺.ε
 

E
 
E
 

T
ム

(九判色

PA 11 -
4
 

n
t
 
島え

γ

世

代

e
け
川
f
T
J
 

、引ジロJ
，，，
E

、

cei P A ιlt'j ， 

ゐι

PA 

?νe γ・51λ5'

M C07/ -F 

Pht'/ild0-虹ι
尺モ~

:qUptM“'>>1 制 ea吋時 5佐竺主

β SIJ ‘μ/. j-之 ，/Vo. 1f:J 

4ιc." sωη 

フ止
必持仏EL/りιtJ'()η 

ぐbc仁 /713) 

st>....，尋

千叫ρ{ba乙k

十/Bヂl

3、。tθ

ρ」μ
 

0
2品F

桶
川

1
L
m
 

L
 
d
、
十
Leie切己 γぇ1，'ぇd.:tω竹

11 

kゲ et~ 似 εゾE 、尺、〈字;)

工EEE.CO'irlmμ?'/.l ceL t，' ()η b;明乱T.l-

u22l1一例 M 何 . 1..s c.-hグtl)/， _ 

( F.e..h. 

da.ieL ~γ 

fCIJ"YIιげ《

必w
了γel計三→

CJJH-J九JaL 定丘ヱ、

〆モζぜEJνey'rr 0ガゴ、C.J-! a例 COιktvnd 

メ7?1..〆!'rytif

，.--l泊」

cha.切ηιム
7KAq 

- 、ー・ 4 

品々 J.c'eムM ょl2S.-
haν川J

]i ""//t Ch 'M eL笠

ch el ?711e 15 
T何千。 γφ~ ， 111ぞ()y"y，

( ).}IJνI 196?) 

K、Abm  dy了ユパay)e../-，Jy， ;'広D，
fe乙e/ve'Ys 

IEEE 

j空午b3 

R、P丸γ引l以、

fかbγ 何 p〆/5‘5y

Ct) YI -f.. Ce)酬明Un

(ゴ“ηε/91之j

仰) R、民/‘ C血竺3

51也 μ 比比----i-'lY

IE EE TγlL11S、 工併合主札

臼ι主 /966) 

~ 
~γ 。非お冶~: 11 On 

)γel判 5，

1: i?J9 〆ρ/"11-1デ.

勿1e.つrI!Jγγ 

fC()γγoe.sP. ) 

for 

?γel'J15. 
ι
 
γ
 
以10
 

ぱ

E

O

に」

γ
 
〉
-
下
』

j

一よ

dεcl' S，'O'Y/ 
1/ 

1 
サμ Is 

BoωQqt:rBttyas J49t 

d"9" t a. J 

R、R‘

in ter' fe.γ~ 

色。



μ設

ra. :lタ?

μ らγ知 . 1h eoγY. (Coザγ.esp‘) ν。/， 1 T -/s-， 10.)"0 6 

(九 1，>， 1961) 

ィ~X 鳥 グ p[ メイイ急事急 ~Il の弘通 i受イも ο イ2
..;. 

、ぜ、 A・

写 3ゐテ u0/， Lfラ勾ん‘ 11、ψυ?守 ( fl-g千1-/1): 

(μ) A‘工 Vfkybu:r hγ。γboU?1 d s .fo-y' CtJηvtJ ~“ t/()1'I aJ 

ιρdをも 伽l1LI a:i1. a. s y制かすotJ'c.丘11γρかt/"m/Ai/I1 decod'¥?1.t1 
I I U 

AI q f) Y，' t h?l1: '1 ， T E. E t 丁γa'YIS . ] ?1 lo-y'刷 .Thυγν. 
ω/， 11-/3 .や 2.60 .(Apゲ，'1/167)

的 A、ゴ、仏、te.yhょ;rCMνρ/μ t;'/ln eL Iωdes 伽td the l'ゲ

pdゲ foγ'W!eL刊 ce /-n co初?'1κη/cぇ"Udη5プ5tぞ'WI5 11 

工EEた アγ4例 5，Com明以刊、 {..:!ι仏tJ1. . V 01. CO H -Iデ，
Vヲ5-/ (0ι/ヲア/)

0.o). 6‘p‘んγ 'YIe. /)了γ.:UHAX川 {.{7/t - /，' ke /1' htJf)d 5..('但竺笠

e 5t/例え tJ'Oη ρf d/q" 1eL / 5 .tL~ μ 毛 γlC .e S !'刊 th包

pγ'..e. S...e...引は of ;'71てでγsy哨 "bLJI /71teγ お向切乙eH F 

1EE E iγQl15. 1判デoý'例 • 7he.oγ7，ν0/‘TT-/g 1 Jゆ，3，

76 3 bヨ (/vtlL)' .19.7之〉

じらAり 6、D‘ 匹。γ切吃'jJブγ‘ .'1 lh-e Vパeγbl' 仇 lt¥oγ"t h'W¥ 1/ 

f?-り

Z E E E Pγoc.，. vo/‘b /. I似 3 合之b? (l1ii:γι~ /ず73)

5、U‘H‘Qはγes h l' i1竹d E 、E、N"I.whalJ "Aηιda.ptr'νε 

内 C¢Jueγ foγ dιia. tγa?1Sフー1t'SSJt>γ1 tJ/leγ 寸7'1"1.e -
dI¥S Teγ5iνe CheLl1ηε/5 1/ .. IEE五-Tγ忍升5，T判長γ9・1，
7h e ()γy‘ν()f.lT-1守，No、Lf.J -;0 'f午8' (Jl{ly /テ13)



lo. 注6tJ

ケJ) 以D.11a/ C011 eγ 伽¥d Fi. R. Ma.qee. Jγ‘ : rr' __A~ él. p t" 11 e.. c. h a.初旬l

?刊を守剖 oi'"ν τγlI.Vli11 tl‘。" 仏γ -md〆l-h1.IA m . f，' k色 1，‘h00 J 
註十二仰 fρ ε5ナM3TfD押 4J 8S 73) 1/0 1-，，-ιL 
A/ρ‘q . や/台今/ (N()ν‘/守フ 3')

。ユ) [)‘命 H.ess eγschwtt:H Deuq判。fぇ f/?1l1:e 

ル ρμ1>.(2 γモ三poη5e 10γ. r~ 巴 V付制b1' ι¥ ti 0γ" î..~判
d 

a-xd d εCls l () r， -t -e.e.d b丘北叫}比えIi l. eγ" ふ COl1-f. 
R毛乙 T切 1. CtJηf. LtJ例制 IA吋 伊 31D -1 (Jμ切吃 /9?C;) 

F3) S、A、Fィ-e.dパCSSoη;μ Op-tl明 μ 押1. tγ4判$'Wl，'ttl'/l~ß_~，'/te Y' 

JL白川al PA M 5ystモり川tl1え ν什 e-yb t、
dei.吃乙ttJγ 11 ヱEEE 寸γ1γ¥S I 1引チ。γ?11‘ Thωγ7.;

ν()j.， 1T-ユo 争与79 (J比 Iy /ヲ7宇)

〈fρ A、Cq押すρ'J1.，' 伽td kμtJ 1'I，q .rr Fi uγth eγ γe 5 /.A..I t 5 011 

tke Vい"、t村eγ b1.' êl. 1句~-2γith竹乍帆札 主争以 1，'2:托e白守γ1'" 11 

一一一J一TY'a

一 全色ω2坐企μモιιι一一一)句J二二占一一臼臼ωOυ‘ /守 7 午り) 
一
之

五
一
一

E
一
寸

在
一
工

寸ム一

。タ) F . R. . /v1 a.9 e e ) J y. : ~~ A C 0制 fel.山川 七ヶωJ5ι Vue 1" j， l‘ 
点19()γt'th ?tt cl -n d s t仰向γL_~~~/~担!111ι4竺，.μιs
oνe -y h d. rr.d -1，. '}llI' t ed c h a. nηe I5 1" 1 E E E IY'elηS. 

Com別().r? .‘ (/0/. COか23，宇361 ( Ha..γιA /975) 

06) R. R‘A竹deγ5グη わ1d q. J， Fi l>μh，'r;.ぺtt:rr7htq，ff伺 t'71{μ制

d " Sia判 ce foγ H L S E d，''1 ~ -ta. I del:ta. 5)' S 1 e 1例ゴ
of 1/骨 tl t.e.dυ I1't T J..e.〆l、tyB1.2EE E 寸γlt:VI'S. 1YI t〉γ州，
7h e"γ)' ， 1/0/‘11叩又1， 戸グヂテ (S-ept. /守73-)



A'o. 2.・61

。クo s‘A‘宵γdγusw:'/3幻)1t. • opt，'?W /' z.ei t川司 oi"tγれ S別 itte-，;'
u1aγιe. J' v-e y" f，' I "teγs/η4 "j"tttI FAM 575 te?制 s

w ，'th a V.'tεγb t" d e. t e. c toγ"， IEEE TγdηS， 

工?'l+0 r"m1. 7h仰 γyy uo/‘ 工 Tーユ?:;，~ 2.tJ 0 ( 11 a.γ~h /97/;) 

。砂丘J.[ips ch川:rr M 0¥ X t' m a 11 y .~ /A 11炉4γ-tltLlゲ esptJ刊 se
foγ a.勾 メイ1-5 E rA./'t/ tctl AバteL SjS tf!'WI ルυグ/νlhq

hf宇ん /ρu ωay:川 J c.eL b I色 。 I壬EE 寸γa)15. 
I切手γ叫 .7heot"7，uo/.I下2/，No. 6，μo / ( N 0 /1. / i 7に)

。づ) D.‘p‘Ftt I Co 11 eY' 似 dF. R‘tvta.qee， Jγe:qE l/4l id tfmof 

d e乙'¥SldYl f.ωd bac..k ~乙条例記 1 ，' はでf州 向 p{ νバ-e?"bピ
AIqoγ/t!-tm detectωη 示。γ{jpk吃he211d d a 1: ei._ 
t γelY1.$?世1"S5 I'(}n - Pd..γtIIJZ1::1ミE iγか S.
Cグ抑制κι ，ω!. C{)I1ーユチ，Jレρ、1&') t J/ '30 (rJCL

‘
-I97/:') 

fbの以 D，~ムiωmγ CvYt d ~. R. M !~笠33γ~ . I'f' E v A I LA. el. 1-/'0)1 0 f 

d何究e_~[叫ι叫札ωLυ仇ω丹j人刈己j打白1削l
ιI cj t)十fτサytんん¥'}沖ヲ似判'"叫，へ d-eteι て必刊 tov ω{c e ba7'i d'. . 'dat'a. 喝

れか5例/S st'bYl - PeL 'Y'乙 1I 11 ノ-Z-EI E. J.γA也--

CP州閉山¥ /J0 /. C {J H -2 <f ，7 ん‘ !L-;-p-/ 2 3? ( NtJν. I ~ 76) 

)A‘ Ca'Y1 tp ?'1"似dP.、Bμτleγ.wLf竹.ea.γ 矧 1''711‘勿1[，.{wl  

(62) 

，m -ed.河-s脅此Aγ4乙 とγY'tJγ e s -t，'制 cZt ()γぷ OlP? U 色d io 

ιhtl勾?1e/ 必分以eL/，・2aてMη 。， IfEE Tγd何SI CtJ lH >>t Uη. ， 

f C{)γγ-eST、) VtJ /‘(011-之s-.!Vo.供 世与午 I(Apγr'I /177) 

A、E¥ D.e 5 b I d. ch巴 :NCptfqV14l

r-e <; p tJ yl S" e f()γ ，wrA xf例従WI.

shOY' t '-d e 51‘γモd /矧ftA.1s巴

1，' ke /，‘htJρd 5 ..e.~1A.e..竹 Cε



2't 止五

Cp抑制μη.，ぐCoγγe，"5 p. ) 

(JlA /y /17っ)

Tra.γ15， 

t 13 S-

工EEE

マ.;t Alo， p
 

p--」

e 5t!'榊司tl.1:I'O?1

!L!LL 

i'eζehノeγ・/lkeJ/hf)Od • rr Ma..〆11側“桝f"tt e"マν‘l/ el.?1 μ9 
s'j.ste争145，tγ4"YlS ?11/S5/o珂ιheLn河 e/ 物 1仏 It乍lεfo"... 

，T
 

Z
 

C011 -ユデ .N{)， ~ 山

/

Mn 
M
 
M
 

叫
向

。
f」

/qつる)

17q判 S‘

(汗吃b.

工EEE.

'fO乙16 

10γ 似lt'J<" ?11 t.t附~rr P.e-r foγ 制 Zi'V1.C乙Ji O};乙hln，'A3、

J l' ke}，' hdOcl 

。θ
工15EEγを cepVo刊

アh-eo'Y'之之工切70γMぺ・ 主三2寸γel，何S.

/ヲ 7S)J tl71.‘ 

m 11..:'1../ m u m. :IT A d ell' tlvε Proel. KI's ゴ‘角.aずldλ氏、 eN£zeと
ー1，'ke /，' h ()od 

μ。
訂~/，'帆3 ir/ t h e p 'Y'.e 5 J2..判河

川村d モγ.eれ ιιニナーよとEE.

プι札

d，'ド土丘
(-n 1.3:.γS 'Ý'~l弘i

T判ずbγ?1'¥‘ 7hωγ'L_

foY' esV'加a.tt'O?1 

r4-

S ..t2~t)..-e.川昭

寸ァ亙旦ぶ」

/ヲワu位~一一一_YsJ句J，J-/9--; 

t'J es -tt'仰 aてfρ吋ゴ、 q，Pγ・3丘K115:EPAη伽J.。』
d・』n叶
7ua
 

M
け

PH川
「
H
V

似j

~γ pγtlb迂1:>1''1，' 'tγ 
r 

e.γr。γ'tJ?1 TO仏Y¥d久伴eY'出藍

f-IA-辺

ih己ργχz

/7の

巴5"U州主エlρJ'yl i2.2:1 ~μ判ぱ

立旦江丘 -rIげ eL"t匂何
?γa吋‘ T?'7デργ骨 1 ・

笠心，U-L1判以 m -)，'I<.e U hoρJ 

LlcL tJ /rvta 
〆

主主EE

孔ιhil判明色ム

どSertル.2;z~ 
7 

ud..、
芝草丘子d且 i三

J 

(C()γγ-esp、) t b 't 1 IT-

:rrHAXJt，m飢川
月切ム‘L、d判4久工 μιLa.-n.e メイ‘ F‘ Hesl'a. ゾ

I 
" 
k e 1，' h d'd d 

。ψ
b J'何~

/i m U1..eP{ 
d 
helηd 

e 5-t)仰I¥._a1:.，' 0吋

OVてγl
d
 

n
t
 t
 

e一
例

ω一
川

仏一

H
H
W

令

y
γ
μ

t

 

5-e ~t人必ず1 乙e.s



lo.2. /， 3 

判。引 ll'r/ea..1' ιha切切 ejsM，ZEE E Tγa判.s.C(}抑制U刊‘'

v0/' c () u -2 J-1 N o. 1，ゃ 633 (Julγ/177 ) 

位) w、υ‘ L.e-e.. aγl d h， 5， H，'川JJん.JJ7'γ ゾο企竺z盈型F竺'l/M例州μM例目 l以j比kμGι//山-

必り

(1り

。 ‘ 川 一ー '・.

ω 

ぐ72.)

5μ吃吋7μ此μ¢μ悦叫乙ぱe εe. 5 t.，' ，ψ制ma..以ω"tiω，¥t5J竹 wωf付川t仇hμC山lω、ツ5川 一 f~叫..e.d. bいaμ乙 k

必需久a.//2a.tltJ勿ぺ 工EE在 Tγ丘判S. Ctl拘明μη ，~ /)171. C~f1 

-JF，Nグ，qヲ 109ワ/ (Se.pt， /ヲ?ワ〉

Ff‘ム Vef'M久 /J必ず'2 aγld 11. E 、H-e. JI ?J-1 a吋 :rr Red tA乙.e.P{ 5 t ct te 

Vheγh L' d乏 Cod εγ'・5 -Je>ゲ乙hえ1111，e I .s〆th

f明 -te〆γ5γ帆 /70/ 何でeγfモγ¢η 乙己ゲ‘ '?1 Pγ'0 c.. ， 

1)1t.， Lo何千‘ Cρ 訓~仏刊、 片イJ初旬包eLpO/，' S 7 N付. φ3~ 8-1 

〈九怖と /守 7り

s、A、下γedγicssCIη :J/Aγιd以レ乙d stel.te V!'teγh t' 
dモteιてoγfoγ 骨 tκl-u/-e.v-e./， pa..γ"ua..1 γ-e.s po 'yt s e 

ιh Il -n Y/ e../ S J/ ， R dγa.1 IωUtVLt巴 of1叫 ?1d/.p位 i

5tριk hol'1n J Sw-ed竺竺J品工μ4117.九J. R-epdY'L 的‘?/;~ 
fsふt， iOtサι)".'

43ゴ，ん5thMttt:IIAγιdlA乙e.d 5t4. tモ vえγ崎、1t. Of 

竺生恒三り/M'>'I. 1，' k -e. / l h () 0 d μ れい乙ε de t竺竺11011

tL t. t a.，'守1.J'中1.9 oft/加 μ 却化 Fモrfoγ 加えγ1 (.ι fo'Y" hヤh

S/，1 71 よ~/てρ "n tl/s eγil tl'tJ 5 '1 工F-:E E 寸，γtL'Vl$.

I明子。γヴ1'l， γh -e 0γY.  νρ/‘11-2う.No，s-， -t btJJ-

(3叫 t， /??っ)

1h 11 ¥仏i&J す1公7):: . 11 V付e--rT1.‘会持、官'1'混寸c~ ，V 
71、ータ五色作'Í-~の長島イに'\ ß~ .s之 i電魚¥1Ul学&



2.. b~ι 五

/守ワフ)( ()c t I づと;毎き急 7えも予 7失~;，千キる 42. 
J 

ネ仏卒 // V，' tεγtn' iW ~I) ~認定/急む
最盛Jι 1) イ会?手伝手安併す月究

会1 噌 CS?クー I2. L ( 0 C1:. Iう7ワ〉

7 

dコ

d、11I 勾イ山ス'2，
乙民イ会ゑ

寺忠告，通作会

(J3) 

r Pγ ヴ1a. "n1. "ι 

Pγ「悦 fιでon 四

R‘E，8e.11仲¥4旬

Pγ品仏印旦ヲ

。チ)

払エづ

-the 

LtJ判 dd'YIブ

ti吋 4

a.-v.A 

こVJt?1d例化
リ

フ
i/aγ/ ii tla旦--s.

( 1~6S) 

Dγ?かs

乙丘/c此 IIAS /J千

Aιa.de仇仏

S. E (1主)

/番'JヒJJJ13!i 

/ 1b 9 ) 

九 l弔

〈ゴμ切e

交の

tチρ/

乙• rrをψ合?も?昆J~t\ 

λ仏ムチy 
3 V tJl. 

j家え

?与し

(1/;) 

Aバ Iy5l5'J メイa.:tゲ，'yt ρ 
‘ rr 
. I"Y1tY'o dLAιt-loヮqR‘E、Bι/1骨 '!th1じ7労

丘9701MιA γ 次w-1-1/11 '1D'Y k N.e..w 2 
• • 

、
•. 

U的 声。γMS6i I S iモ2J

Beゲ ke.LXJμ汽 "μ，t?f 
三五三f/，'t 似 d

A Pl? J ，¥ c.el "t ，'r:;吋

υ‘ 4ザ乏勿dヲぺdモ'y

J

叫

寸ne，'ィ
仏 Ufげ η，¥a.. 
~d 

P f e. 55 

~'_~A dy~主1ft~f~!?"9 1'1l_711?1fi勾一一
ゲトユ五五.I::.Tγ'D"HS. 

νdムA-CゴL，_仏之主

ゴ，Pe5ιJ，C1吋

巴5t，'?VI il L?A!1 

βt位eγs)

t γえjttLLto γy 

( 5h()γC 

I r t6 ) 

伽¥d

~γt> aι h. ttJ 

Aμ1D'h1.tlt，¥C_ CfJ切れ戸。 J

1>5"37 (7ulχ 

R‘E， LaγStJη 。り



Jf'a. :.2 t S-

子イ守 也教 A 

支え (b-3与〉 士会iEa~ す a 0 

C、タじ、、i旬、ち')1混入方 l"¥..守、、 11" ~ 雄主ヘ、 Id; S、立的

1、、足ぺ、、たように，〉欠のエつのめjタが 5hVっ寸

N~ " 更の J つ i怠安下字、のイ玖ポイ手、 (Fけ)H{j)削)) 

のイシハo )レス万七¥1若句サシ ?O/レ時金1)"(¥ i マリ得、本

イピし(4きられ E急fljウ1'¥完4-I~ IJ.噌 D工尺 iこ守し

< -な l) T，- IJ勺!二生ず1る巧包諒 jiポタ γ、あ&。 ミ

れす己ク?ttfl} 乙ゑわず s 毛う一つ i本イi;.)生抗手色告す1

一一一._----タJ1. 7_1_ ........:}_v__.__~_._ι(主主主通通-L--L-壬:JZ-CL知-11LZ乙!と-

加わ~ tx' /j}γもあゑ虫 これ干グ1JL〉之ゑゎ ~ 0 L 

ク?ぜてこク仁、
fり
寸ヴLJり (A -1 

ウい、将主す忌
n
代、(I) 乙ヘJL)l工 lえ常 9まiL"、，五L J 

ヰ均値() "‘あ a 'Lイ反史有志 o 之の 1乙ミ. ホ:( 



AIO. 26b 

6-3"3)γ、突議j セ¥}¥J 只、 Id..式、 (A-2.) ('‘ゑわ芝¥:vt

私。 忠之吋(竹J~ηJ勺(何jl}寸切戸)ケ

之 Ei ?1JI)吋)Y 十 Ei ゲl:~) 灯f) 十

二 fct1}寸久、 (A-2) 

小乏し Nt)全 Ef竹 ott}川'】j (A';'3) 

丸、川全 Ei刊。('1-)竹jl〉 (A -勾

L 

こミで¥告とすをえ、 (Aーので、 1たあえ仇 3dljセポめ

私。 示、 (b-3ユ) {"ゑオフミIY¥a I Sl古)J刊吃フ-;，>工

主J支'挟し~表11 ぐ 1 こ1) 1 ーっ~サンフ f) Jレイitit立

湾ヰ d と p 工尺の J告私 ~II 夕、、得 3 山手。 を L.7 

〔5(1)]叫{志ナイキスト帯域/こ制限芝山寸¥1 ~ 2 

ヒサ¥ ~ b(古)J叫は D工た η 守伺ナイ守スト問

減似怜'~包 7、‘あâ- o 遺 作つィ jレタ入7.J ~I"イシハ。

ルズ魚子'¥ 乙究明ð'(オー川)マ、‘あ~ ~ '(すら '1/.1.') I本



JI'O. 2.67 

エ
川仰ーてrP _ (可下戸川、‘.，，~ ".，ハ1
I ， _ーか州)-1-¥ Lr'lS) nu) qUJJ.JI.奇

=.lヰ

r c' (..Lο 'L r.:;))' 2π:f (J?-ηJT I r /..  

句、、系企フミか1~ 0 ヲ犬、 (4-s-) 匂示、 (A--3) I之イi'入し

ぷ長イもう与えず、台色マ、、羽 Z ミ とプ Kfち

内

''h

えσ

，

C
 

『一↑

-
U
I
一
η

一
元一竺定一疋一

制二?1 d) 'i.ミ

。一り
'WIキ吋の弘を

ム
:J..T 

又f主σt 百(:f.)H (f，) ti(t，) 
江

X e )'.2.1i:. J之 LT玄P吋知TAdfJ 削)

す‘、得.5.IY¥ ~ 0 安 1<....， 

T
 

d
n
 
ι
、J九

之

一

¥ω

同一子一一品

崎

一

ぷ

凶

川

γ 三~ ~(J-利 fA-4) 

ず、、点主守主 C 乙.夜 1J.~' [汗(f)H{力引才)J崎 L [S{f)J.JI.111---

ずすイキスト帯吟の丹、候'17、I D l、、あ iと ヒ官、 sプ



A'O. ぇιr

ぷ2可([町勺 r('¥ I r什 i主 A 九な.:f1.'T. T 
。二ガ

1)'叫 ~ 

JR il， PJL〉なヰマめ主 o イ玄花粉粍も I'J.. 八。ヮー"

スヘ，0 7ト jレオザル/之 の台包維争句、、あ泊こ ζ を

イ反、 lえし 1 ¥) 1;).方、与 式 (A -/0 )か、万三主つ a

r)コjp¥t仰)¥乙 eJ' 2.包丁t'T dJ (A-/り
-G() 

要~工会\ (A -/d) 3:.釘 135 し'J夫、 (6-2.ef>)花開 1¥ ~ 

℃ 3 誌、 (A-/ I ) 少、ヰぐわちれ主.

f 主可手 r ._  

U)ニ:士4 同 j河川l'1 &<4 

hjzπf.t，'τ 仔
手)一 Nozl  G(3 ヱ η立四国 t 

ヱ干

eJJ9-7EJ 千'l'T。{fNf} jE&q ff) \~] 64--1うう一一 2 I I ~ '~-""1 J.Q.号
::...n 

ポ (A-ユ) 1こ弐 (A-q) (A -/})セィγ入し，式、仏-31) 

宅用¥¥合'L.)-;丈 (6-3りず、 tif: r:J Ft -tれ~ 0 (会民刊紙フ〉



Jlto. 2 b '7 

fイ守 宮家 B 

文芹!と，支察な κニ J.テ ， 11 = .2ャヂの

場~につけマ 4 5MLt (式、 υ-μ))の冷泰孝、

(抜 yJ事象)1二対応、す令送伐採 Yベフム jレモ

以下 i二守;ず K 之之 l二関し -Z l~- 定主主 4 ーヂ

lLょう晴 51]¥ 7'、あるサ¥ ~ これを冶暁オ ~D

又 .4とー£えは閉じ qiJ'I H" 1:.対;t21為ずら，

一方を Jるくことにす令

(1) K = 3.. M こ 2 のとミ

、 • .・..・

¥ -1 

位) K ェ 3 担ーェ 3 のどを

1 1 

1 -1 

1 -2 2 -1 



A~ ユ 70

45) fぐこ 3;) Mこ'f- (}) ヒ ~ 

』一二7二了寸

CjL) K::: Lf， H:::. 2のビてう

Lム 1

。っ Kご Lj-， }1二 3 の L ミ

ー
由
工
一

1

・

幅

一

一

一

:

一

…

帽

一

一

円

4
-
4

一

一

4
ム

一

内

4

一

十

一

一

一

欄

干

一

一

一

司
ム

-

q

ζ

円
/
M

司
4

-

4

4

q

L

-

…
nd-

司
ム
噂

一

一

一

・

帽

一

一

円
〆

h
tム
ハ
U
円

ζ

司
4

-

-

E

再

一

a

E

4

勺
L

一

噌

・

4

n

U

4

ム

つ

ι

一

一

叩

醐

白

崎

剛

↑

-

一

回

同

一

2

2

2

2

2

1

1

2

2

1

1

2

2

2

 

幅

一

一

一

回

明

白

2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1で
1
2
2
2
-

-

問

問

一

回

岨

一

圃

回

輔

副

一

1
1
1
1
1一
1
1
1嗣
1
1
4ム
1
1
-
1
1
1
1

骨

一

d

ゾ
一

v

v

一dd



(6) t<. =:今 メイ之うL のと

一一_.. :L3_.Ll. _ _  
12.3321 

一一一一l←2-2 2 1 
1 2 2 1 

一一一一ユ 1 フ フ q 
1 1 

1 1国 1四 1

が 27/


	３６小川1
	３６小川2
	３６小川3

